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【県別】 

 

山口県 

福岡県 

佐賀県 

長崎県 

熊本県 

大分県 

宮崎県 

鹿児島県 

沖縄県 
 

 

 

 

 



【地域別】 

 

 

① 都市部 

 

② 中山間地 

 

③ 漁村部 

 

④ 離島部 

 

⑤ 公営住宅 

 

⑥ 県全域 

 

⑦ その他（農村部など） 

 



【形態別】 

 

 

① 生活支援型 

 

② 参加型 

 

③ 自治体全域型 

 

④ 事業所型 

 

⑤ ICT活用型 

 

⑥ 訪問活動型 

 

⑦ その他（活動マニュアルの作成、防災活動との連携） 

 

 

 



山口県 

 

県別 地域別 形態別 事例 

山口県 漁村部 訪問活動型 阿知須地区社会福祉協議会（山口県山口市） 

山口県 中山間地 自治体全域型 周南市/周南市社会福祉協議会（山口県周南市） 

山口県 中山間地 生活支援型 一般社団法人周南ツーリズム協会/ヤマト運輸株式

会社（山口県周南市） 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福岡県 

 

県別 地域別 形態別 事例 

福岡県 都市部 事業所型 株式会社セブン-イレブン・ジャパン 八幡地区（福

岡県北九州市） 

福岡県 都市部 生活支援型 博多校区大浜社会福祉協議会（福岡県福岡市） 

福岡県 その他 

（農村部） 

生活支援型 ふれあい大橋の会（福岡県久留米市） 

福岡県 その他 

 

自治体全域型 ふれあいサロン たけんこ（福岡県小竹町） 

福岡県 その他 

 

参加型 長畑区小地域福祉活動推進委員会（福岡県苅田町） 

福岡県 都市部 その他 

（活動マニュアルの作成、

防災活動との連携） 

東若久校区ふれあいネットワーク活動運営協議会

（福岡県福岡市） 

福岡県 都市部 参加型 徳力団地自治会（福岡県北九州市） 

福岡県 公営住宅 事業所型 大牟田市営住宅管理センター（福岡県大牟田市） 

福岡県 中山間地 ICT 活用型 添田町（福岡県添田町） 

福岡県 都市部 

 

その他（シルバー

110 番） 

高取校区社会福祉協議会（福岡県福岡市） 

福岡県 県全域 事業所型 エフコープ生活協同組合（福岡県全域） 

福岡県 中山間地 事業所型 エフコープ生活協同組合（福岡県朝倉市・東峰村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



佐賀県 

 

県別 地域別 形態別 事例 

佐賀県 都市部 事業所型 佐賀市高齢者見守りネットワーク（おたっしゃ見守り

ネット）（佐賀県佐賀市） 

佐賀県 都市部 参加型 特定非営利活動法人ＮＰＯ栄町地域づくり会（佐賀県

伊万里市） 

佐賀県 中山間地 自治体全域型 吉野ヶ里町社会福祉協議会（佐賀県吉野ヶ里町） 

佐賀県 都市部 自治体全域型 佐賀県基山町 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



長崎県 

 

県別 地域別 形態別 事例 

長崎県 都市部 自治体全域型 島原市高齢者等見守りネットワーク協議会（長崎県島

原市） 

長崎県 中山間地 自治体全域型 平戸市高齢者見守りネットワーク（長崎県平戸市） 

長崎県 都市部 自治体全域型 時津町高齢者見守りネットワーク（長崎県時津町） 

長崎県 離島部 自治体全域型 小値賀町地域ぐるみの見守り活動（長崎県小値賀町） 

長崎県 離島部 自治体全域型 五島市高齢者見守りネットワーク（長崎県五島市） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



熊本県 

 

県別 地域別 形態別 事例 

熊本県 都市部 生活支援型 黒髪校区第四自治町内自治会自主防災クラブ 

熊本県 中山間地 生活支援型 人吉市中神町大柿町内会 

熊本県 漁村部 自治体全域型 天草地域福祉ネットワーク事業 

熊本県 中山間地 生活支援型 下矢部西部地区社会福祉協議会 

熊本県 都市部 参加型 人吉市下青井町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大分県 

 

県別 地域別 形態別 事例 

大分県 中山間地 自治体全域型 吹上町自治会（大分県日田市） 

大分県 その他（市内

全域） 

自治体全域型 大分県臼杵市 

大分県 漁村部 自治体全域型 大分県豊後高田市 

大分県 中山間地 訪問活動型 大分県国東市武蔵町愛育会（大分県国東市） 

大分県 その他（市内

全域） 

自治体全域型 大分県中津市 

大分県 中山間地 自治体全域型 大分県日田市天瀬町馬原２自治会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



宮崎県 

 

県別 地域別 形態別 事例 

宮崎県 県全域 自治体全域型 みやざき地域見守り応援隊（宮崎県） 

宮崎県 中山間地 参加型 ちゃのんば（宮崎県高原町） 

宮崎県 中山間地 自治体全域型 安心生活創造事業（宮崎県美郷町） 

宮崎県 中山間地 参加型 まさのや（宮崎県日之影町） 

宮崎県 都市部 生活支援型 住吉ボランティアセンターつなぎ（宮崎県宮崎

市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鹿児島県 

 

県別 地域別 形態別 事例 

鹿児島県 中山間地 生活支援型 おろんの会（大隅北校区）（鹿児島県曽於市） 

鹿児島県 公営住宅 生活支援型 霧島市上小川地区（鹿児島県霧島市） 

鹿児島県 中山間地 参加型 白男川区高齢者おたすけ隊（鹿児島県さつま町） 

鹿児島県 中山間地 参加型 南大隅町根占地区（ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ「いっでんだいでん来(き)

やん家(か)」）（鹿児島県南大隈町） 

鹿児島県 離島部 訪問活動型 ともしびグループ（在宅福祉アドバイザー）（鹿児島県

与論町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



沖縄県 

 

県別 地域別 形態別 事例 

沖縄県 都市部 参加型 くぇぶぅ会 （沖縄県那覇市） 

沖縄県 都市部 参加型 百金食堂(沖縄県那覇市) 

沖縄県 都市部 自治体全域型 南区地域見守り隊（沖縄県嘉手納町） 

沖縄県 中山間地 自治体全域型 地域見守り・支えあい隊 in かんな（沖縄県宜野座村） 

沖縄県 公営住宅 参加型 真玉橋団地カレー食堂（沖縄県豊見城市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



都市部 

 

地域別 県別 形態別 事例 

都市部 福岡県 事業所型 株式会社セブン-イレブン・ジャパン 八幡地区（福

岡県北九州市） 

都市部 福岡県 生活支援型 

 

博多校区大浜社会福祉協議会（福岡県福岡市） 

都市部 福岡県 その他 

（活動マニュアルの作成、防

災活動との連携） 

東若久校区ふれあいネットワーク活動運営協議会

（福岡県福岡市） 

都市部 福岡県 参加型 

 

徳力団地自治会（福岡県北九州市） 

都市部 

 

福岡県 その他（シルバー

110 番） 

高取校区社会福祉協議会（福岡県福岡市） 

都市部 佐賀県 事業所型 佐賀市高齢者見守りネットワーク（おたっしゃ見守

りネット）（佐賀県佐賀市） 

都市部 佐賀県 参加型 

 

特定非営利活動法人ＮＰＯ栄町地域づくり会（佐賀

県伊万里市） 

都市部 佐賀県 自治体全域型 佐賀県基山町 

都市部 長崎県 自治体全域型 島原市高齢者等見守りネットワーク協議会（長崎県

島原市） 

都市部 長崎県 自治体全域型 時津町高齢者見守りネットワーク（長崎県時津町） 

都市部 熊本県 生活支援型 

 

黒髪校区第四自治町内自治会自主防災クラブ 

都市部 熊本県 参加型 人吉市下青井町 

都市部 宮崎県 生活支援型 

 

住吉ボランティアセンターつなぎ（宮崎県宮崎市） 

都市部 沖縄県 参加型 

 

くぇぶぅ会 （沖縄県那覇市） 

都市部 沖縄県 参加型 

 

百金食堂(沖縄県那覇市) 

都市部 沖縄県 自治体全域型 南区地域見守り隊（沖縄県嘉手納町） 

 

 

 

 



中山間地 

 

地域別 県別 形態別 事例 

中山間地 山口県 自治体全域型 周南市/周南市社会福祉協議会（山口県周南市） 

中山間地 山口県 生活支援型 

 

一般社団法人周南ツーリズム協会/ヤマト運輸

株式会社（山口県周南市） 

中山間地 福岡県 ICT 活用型 添田町（福岡県添田町） 

中山間地 福岡県 事業所型 エフコープ生活協同組合（福岡県朝倉市・東峰

村） 

中山間地 佐賀県 自治体全域型 吉野ヶ里町社会福祉協議会（佐賀県吉野ヶ里

町） 

中山間地 長崎県 自治体全域型 平戸市高齢者見守りネットワーク（長崎県平戸

市） 

中山間地 熊本県 生活支援型 

 

人吉市中神町大柿町内会 

中山間地 熊本県 生活支援型 

 

下矢部西部地区社会福祉協議会 

中山間地 大分県 自治体全域型 吹上町自治会（大分県日田市） 

中山間地 大分県 訪問活動型 大分県国東市武蔵町愛育会（大分県国東市） 

中山間地 大分県 自治体全域型 大分県日田市天瀬町馬原２自治会 

中山間地 宮崎県 参加型 

 

ちゃのんば（宮崎県高原町） 

中山間地 宮崎県 自治体全域型 安心生活創造事業（宮崎県美郷町） 

中山間地 宮崎県 参加型 

 

まさのや（宮崎県日之影町） 

中山間地 鹿児島県 生活支援型 

 

おろんの会（大隅北校区）（鹿児島県曽於市） 

中山間地 鹿児島県 参加型 

 

白男川区高齢者おたすけ隊（鹿児島県さつま

町） 

中山間地 鹿児島県 参加型 

 

南大隅町根占地区（ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ「いっでんだいで

ん来(き)やん家(か)」）（鹿児島県南大隈町） 

中山間地 沖縄県 自治体全域型 地域見守り・支えあい隊 in かんな（沖縄県宜野

座村） 

 



漁村部 

 

地域別 県別 形態別 事例 

漁村部 山口県 訪問活動型 阿知須地区社会福祉協議会（山口県山口市） 

漁村部 熊本県 自治体全域型 天草地域福祉ネットワーク事業 

漁村部 大分県 自治体全域型 大分県豊後高田市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



離島部 

 

地域別 県別 形態別 事例 

離島部 長崎県 自治体全域型 小値賀町地域ぐるみの見守り活動（長崎県小値

賀町） 

離島部 長崎県 自治体全域型 五島市高齢者見守りネットワーク（長崎県五島

市） 

離島部 鹿児島県 訪問活動型 ともしびグループ（在宅福祉アドバイザー）（鹿

児島県与論町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



公営住宅 

 

地域別 県別 形態別 事例 

公営住宅 福岡県 事業所型 大牟田市営住宅管理センター（福岡県大牟田市） 

公営住宅 鹿児島県 生活支援型 

 

霧島市上小川地区（鹿児島県霧島市） 

公営住宅 沖縄県 参加型 真玉橋団地カレー食堂（沖縄県豊見城市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



県全域 

 

地域別 県別 形態別 事例 

県全域 福岡県 事業所型 エフコープ生活協同組合（福岡県全域） 

県全域 宮崎県 自治体全域型 みやざき地域見守り応援隊（宮崎県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他（農村部など） 

 

地域別 県別 形態別 事例 

その他 

（農村部） 

福岡県 生活支援型 

 

ふれあい大橋の会（福岡県久留米市） 

その他 

 

福岡県 自治体全域型 ふれあいサロン たけんこ（福岡県小竹町） 

その他 

 

福岡県 参加型 長畑区小地域福祉活動推進委員会（福岡県苅田

町） 

その他（市

内全域） 

大分県 自治体全域型 大分県臼杵市 

その他（市

内全域） 

大分県 自治体全域型 大分県中津市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



生活支援型 

 

形態別 県別 地域別 事例 

生活支援型 山口県 中山間地 一般社団法人周南ツーリズム協会/ヤマト運輸株

式会社（山口県周南市） 

生活支援型 福岡県 都市部 博多校区大浜社会福祉協議会（福岡県福岡市） 

生活支援型 福岡県 その他 

（農村部） 

ふれあい大橋の会（福岡県久留米市） 

生活支援型 熊本県 都市部 黒髪校区第四自治町内自治会自主防災クラブ 

生活支援型 熊本県 中山間地 人吉市中神町大柿町内会 

生活支援型 熊本県 中山間地 下矢部西部地区社会福祉協議会 

生活支援型 宮崎県 都市部 住吉ボランティアセンターつなぎ（宮崎県宮崎市） 

生活支援型 鹿児島県 中山間地 おろんの会（大隅北校区）（鹿児島県曽於市） 

生活支援型 鹿児島県 公営住宅 霧島市上小川地区（鹿児島県霧島市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参加型 

 

形態別 県別 地域別 事例 

参加型 福岡県 その他 

 

長畑区小地域福祉活動推進委員会（福岡県苅田町） 

参加型 福岡県 都市部 徳力団地自治会（福岡県北九州市） 

参加型 佐賀県 都市部 特定非営利活動法人ＮＰＯ栄町地域づくり会（佐賀県

伊万里市） 

参加型 熊本県 都市部 人吉市下青井町 

参加型 宮崎県 中山間地 ちゃのんば（宮崎県高原町） 

参加型 宮崎県 中山間地 まさのや（宮崎県日之影町） 

参加型 鹿児島県 中山間地 白男川区高齢者おたすけ隊（鹿児島県さつま町） 

参加型 鹿児島県 中山間地 南大隅町根占地区（ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ「いっでんだいでん来(き)

やん家(か)」）（鹿児島県南大隈町） 

参加型 沖縄県 都市部 くぇぶぅ会 （沖縄県那覇市） 

参加型 沖縄県 都市部 百金食堂(沖縄県那覇市) 

参加型 沖縄県 公営住宅 真玉橋団地カレー食堂（沖縄県豊見城市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



自治体全域型 

 

形態別 県別 地域別 事例 

自治体全域型 山口県 中山間地 周南市/周南市社会福祉協議会（山口県周南市） 

自治体全域型 福岡県 その他 

 

ふれあいサロン たけんこ（福岡県小竹町） 

自治体全域型 佐賀県 中山間地 吉野ヶ里町社会福祉協議会（佐賀県吉野ヶ里町） 

自治体全域型 佐賀県 都市部 佐賀県基山町 

自治体全域型 長崎県 都市部 島原市高齢者等見守りネットワーク協議会（長

崎県島原市） 

自治体全域型 長崎県 中山間地 平戸市高齢者見守りネットワーク（長崎県平戸

市） 

自治体全域型 長崎県 都市部 時津町高齢者見守りネットワーク（長崎県時津

町） 

自治体全域型 長崎県 離島部 小値賀町地域ぐるみの見守り活動（長崎県小値

賀町） 

自治体全域型 長崎県 離島部 五島市高齢者見守りネットワーク（長崎県五島

市） 

自治体全域型 熊本県 漁村部 天草地域福祉ネットワーク事業 

自治体全域型 大分県 中山間地 吹上町自治会（大分県日田市） 

自治体全域型 大分県 その他（市内

全域） 

大分県臼杵市 

自治体全域型 大分県 漁村部 大分県豊後高田市 

自治体全域型 大分県 その他（市内

全域） 

大分県中津市 

自治体全域型 大分県 中山間地 大分県日田市天瀬町馬原２自治会 

自治体全域型 宮崎県 県全域 みやざき地域見守り応援隊（宮崎県） 

自治体全域型 宮崎県 中山間地 安心生活創造事業（宮崎県美郷町） 

自治体全域型 沖縄県 都市部 南区地域見守り隊（沖縄県嘉手納町） 

自治体全域型 沖縄県 中山間地 地域見守り・支えあい隊 in かんな（沖縄県宜野

座村） 

 



事業所型 

 

形態別 県別 地域別 事例 

事業所型 福岡県 都市部 株式会社セブン-イレブン・ジャパン 八幡地区（福岡県

北九州市） 

事業所型 福岡県 公営住宅 大牟田市営住宅管理センター（福岡県大牟田市） 

事業所型 福岡県 県全域 エフコープ生活協同組合（福岡県全域） 

事業所型 福岡県 中山間地 エフコープ生活協同組合（福岡県朝倉市・東峰村） 

事業所型 佐賀県 都市部 佐賀市高齢者見守りネットワーク（おたっしゃ見守りネ

ット）（佐賀県佐賀市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ICT 活用型 

 

形態別 県別 地域別 事例 

ICT 活用型 福岡県 中山間地 添田町（福岡県添田町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



訪問活動型 

 

形態別 県別 地域別 事例 

訪問活動型 山口県 漁村部 阿知須地区社会福祉協議会（山口県山口市） 

訪問活動型 大分県 中山間地 大分県国東市武蔵町愛育会（大分県国東市） 

訪問活動型 鹿児島県 離島部 ともしびグループ（在宅福祉アドバイザー）（鹿児島県世

論町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その他（活動マニュアルの作成、防災活動との連携） 

 

形態別 県別 地域別 事例 

その他 

（活動マニュア

ルの作成、防災

活動との連携） 

福岡県 都市部 東若久校区ふれあいネットワーク活動運営協議会（福岡

県福岡市） 

その他（シ

ルバー110

番） 

福岡県 都市部 

 

高取校区社会福祉協議会（福岡県福岡市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



①阿知須地区社会福祉協議会（山口県山口市） 

（構成：民生委員・児童委員、福祉員、自治会長、老人クラブ、婦人会） 

 ②地域別：漁村部 

 ③仕組・形態別：訪問活動型 

④《活動主体の概要》（平成３０年５月３１日現在） 

 ○総 人 口：９，３４７人 

○高齢者数：２，８３６人 

 ○世 帯 数：３，９２１世帯 

 ○産業構造：農業、漁業 

○地理的構造：山口県の山陽側中央部に位置する旧吉敷郡阿知須町地域 

  

⑤活動のきっかけ 

昭和６２年、６３年に、地域内でひとり

暮らし高齢者の孤独死が２年連続で発生

したことがきっかけとなり、地域の中で支

え合う仕組みづくりを進めて行く必要性

を感じるようになりました。ちょうど、当

時は全国的にも見守り活動が定着しつつ

ある中でもあり、他の地域の取組事例など

も参考にしつつ、山口県社協が進める「福

祉の輪づくり運動」のスローガン『一人の

不幸も見逃さない』に沿って、平成元年１

２月から、山口市との合併前の旧阿知須町

地域において、ひとり暮らし高齢者などを

見守る「友愛訪問活動」を開始しました。 

 

⑥活動方法 

地区担当の民生委員・児童委員を軸に、

福祉員、自治会長、老人クラブ、婦人会と

の協働により、３日に１回のローテーショ

ンを組んで、家庭訪問や電話などによる安

否確認、話し相手等、３６５日切れ目のな

い見守り活動を展開しています。 

訪問に当たっては、「ケアグループ・ロ

ーテーション表」を活用しています。「ケ

アグループ・ローテーション表」とは、３

日間ごとに区切って、１人の担当者が訪問

し、次の３日間は別の担当者が見守り活動

を行うといった、活動日と担当者を記載し

た表のことです。この表を作成する民生委

員・児童委員は、訪問間隔が開きすぎたり

しないよう、なるべく３日間の「なか日」

に訪問するなどの配慮を呼びかけながら、

活動者間の調整を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦工夫点 

月に１度、活動者と定例会を開き、その

場で翌月のローテーション表を配布する

ようにしています。そのなかで、対象者の

状況等をメンバー間で共有するなどし、小

地域ならではのきめ細かな見守りの仕組

みができています。訪問後は個別の訪問記

録表を作成し、１０年間保管するようにし

ており、必要に応じて活動者が過去の記録

を参考にしたり、求められれば家族にも開

示できるようにしています。 

 

訪問活動型 １ 

 

（友愛訪問活動） 



⑧成果 

活動を開始して３０年が経過するなか、

社協だけでなく地元住民も巻き込み、地域

をあげて取り組む見守り活動に発展して

います。中にはローテーション表や訪問記

録表を独自に工夫する地区も出始めるな

ど、当初と比べてより主体的な活動になっ

てきました。 

また、この活動をベースにすることで、

サロン活動や防災活動など、他の事業への

展開もスムーズに図られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨課題 

当初、見守りの対象となる高齢者からは、

「安心できる」、「話し相手ができた」など

の好意的な声から、「見張られているよう

な気になる」といった批判的な声まで、両

方の意見がありました。これは、見守る側

と見守られる側の意思の疎通が十分では

なかったことが原因でした。その後、この

活動がなぜ必要なのか理解を得るため、お

互いが丁寧に話し合う中で意思の疎通が

図られ、そういった問題は解決していきま

した。ただ、いろいろな人が関わるだけに、

今後も個人情報の保護やプライバシーの

配慮に十分気をつけながら活動すること

が大切になります。 

 

⑩代表者、事業者等の声 

見守り活動については、日頃のつながり

をいかに意図的に作っていくかが重要で

す。そうでなければ、今までつながりがな

かった人は心を開いてくれません。日頃か

ら地域の中で、お互い様の気持ちで、目配

り、気配り、心配りを通してつながってい

ることが大切であり、そのような関係はい

ざという時、例えば大災害の時などに必ず

役立ってくると思います。 

（阿知須地区社協 事務局長） 

 

 

  

 

（ローテーション表） 



 

①周南市/周南市社会福祉協議会（山口県周南市） 
 （構成：地域福祉コーディネーター、民生委員・児童委員、福祉員） 

 ②地域別：中山間地 

 ③仕組み・形態別：自治体全域型 

④《活動主体の概要》（平成３０年５月３１日現在） 

 ○総 人 口：144,430 人 

○高齢者数： 45,956 人 

 ○世 帯 数： 68,322 世帯 

 ○産業構造：重化学工業、農業 

○地理的構造：山口県の東南部に位置し、北は九州山地を背に、南は瀬戸内海を臨む。  

  

⑤活動のきっかけ 

わが国は類を見ないスピードで高齢化

が進展し、周南市においても、高齢化率は

２９．８％（平成２７年４月１日現在）と

なっており、数年後には３人にひとりが高

齢者になると予想されています。 

このような中で、周南市では高齢者が安

心して暮らせるよう、平成２５年４月に福

祉総合相談窓口として２４時間３６５日

対応の「もやいネットセンター」を設置し、

さらには、市・市社協・警察の三者協定や

地域と関わりのある事業者との見守り協

定など、地域で共に支え合う“もやい”の

まちづくりを進めています。 

また、こうした取組を受け、周南市社会

福祉協議会では、民生委員・児童委員、福

祉員による友愛訪問活動（地域見守りネッ

トワーク）をさらに充実させるため、地域

の高齢者等の見守り活動の拠点として、平

成２５年度に各地区社協に「もやいネット

地区ステーション」を設置し、「地域福祉

コーディネーター」（市社協職員）を配置

の上、訪問活動等を実施しています。 

 

⑥活動方法 

（１）もやいネットセンター 

相談する際に相談先を迷わないよう、あ

るいは問題を抱えたまま孤立しないよう

相談窓口を一本化し、「相談したい人」と

「関係機関」をつなぎます。また、夜間や

休日の緊急事態への対応のための連絡体

制（２４時間対応）を整えています。 

（２）もやいネット支援事業者 

各家庭を訪問する機会のある事業者と

協定を結び、日常業務においてさりげない

見守りを行ってもらい、異変に気付いた際

には、もやいネットセンターに連絡しても

らいます。平成２９年度時点で６７の事業

者と協定を結んでいます。 

（３）もやいネット地区ステーション 

地域の見守り拠点として公民館等の公

共施設に設置しています。また、各地区ス

テーションに地域福祉コーディネーター

を配置し、民生委員・児童委員、福祉員と

協働して見守り活動を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦工夫点 

市内３１地区社協すべてに地区ステー

ションを設置し、地区社協から選出された

地域福祉コーディネーターを配置してい

ます。地域福祉コーディネーターは市社協

のパート職員として雇用し、月１２日程度

自治体全域型 
２ 



 

勤務し、以下の業務を行っています。 

（１）主に地域のひとり暮らし高齢者世帯

（民生委員・福祉員からの訪問依頼世帯）

を対象に訪問の上、安否確認を行なうとと

もに、生活課題を早期発見し、関係機関に

つなぎ早期対応を図る。 

（２）地区社協が行う地域見守りネットワ

ーク活動の調整役を担う。（需給調整会議

の開催等） 

（３）訪問対象者の近隣住民に対し、見守

り活動への参画を促す。（地域見守りネッ

トワークの構築） 

（４）もやいネットセンターや地域の見守

り活動関係者からの安否不明にかかる連

絡を受けて現地におもむき、関係者と協働

し早期対応を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧成果 

上記のように、地域福祉コーディネータ

ーの活動は、高齢者の安否確認だけに留ま

らず、生活課題をいち早く発見して関係機

関につなぐことや、近隣住民にも見守り活

動への参画をお願いするなど、高齢者が地

域で安心して暮らせる環境づくりを進め

ています。こうした活動は、従来からの友

愛訪問活動、地域見守りネットワーク活動

をより強固に支え、地域が一丸となって重

層的・複眼的な見守り活動を展開する力と

なっています。 

また、地域福祉コーディネーターは地域

の高齢者の実態を把握していることから、

地域包括ケアシステムの構築に向けた地

域の支え合いの推進役として期待できま

す。 

 

⑨課題 

もやいネット地区ステーションは、平成

２５年度の９地区を皮切りに、平成２６年

度に１６地区、そして平成２７年度には全

３１地区に設置予定です。今後は、公民館、

地区民協、地区社協等へのヒアリングによ

り諸課題を抽出するなどの検証を行い、本

事業を効果的かつ継続的に展開していく

ことが求められます。また、併せて地域福

祉コーディネーターの育成・資質向上など

の取組を進める必要があります。 

適切な人材確保について課題となって

います。また、福祉ニーズの中でも「高齢

者の交通手段確保」については住民ニーズ

が高いため、町においてコミュニティバス

運行事業等を行ってはいるものの、充分と

は言えず、残された大きな課題となってい

ます。 

 

⑩課題に対する対応 

 平成２８年度より、市内全地域に地域福

祉コーディネーターが設置されたことに

より、月１回程度の研修会を実施し、人材

育成・資質向上に取り組んでいます。 

 また、今後は、地域福祉コーディネータ

ーを中心に、地域住民の中でも見守り体制

ができるようネットワークづくりを行っ

ていきます。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

周南市では、高齢者が住み慣れた地域で

安心して生活することができるよう、地域

住民、関係機関等、多くの方々にご協力い

ただき、全市的な地域支え合い、見守り活

動（もやいネット）を推進しています。「舫
もや

い」、「催
も

合
や

う」とは「共に行うこと」、そ

して「共に分かち合うこと」を意味します。

今後、市内全域に、より「もやいネット」

の輪が広がっていくことを期待していま

す。（周南市地域福祉課） 

（地域福祉コーディネーター） 



①一般社団法人周南ツーリズム協会/ヤマト運輸株式会社 

（山口県周南市） 
（構成：道の駅、宅配事業者） 

②《活動主体の概要》 

 ○総 人 口： １４７，４２３人 

○高齢者数：  ４４，８２９人 

 ○世 帯 数：      ─ 世帯 

○産業構造： 重化学工業、農業 

 ○地理的構造：山口県の東南部に位置し、北は中国山地を背に、南は瀬戸内海を臨む 

  

③活動のきっかけ 

山口県周南市は市域の約６８％を占め

る中山間地域に広大な農地を有していま

す。近年、過疎化・高齢化が進み、耕作放

棄地の増加、農産品の生産量減少による販

売機会ロス・収入減、交通インフラの衰退

による移動・買い物困難など、日本各地に

共通する課題を多く抱えています。 

平成２６年５月１７日にオープンした

国道２号沿いの道の駅「ソレーネ周南」で

は、「オール周南で２４時間周南ブランド

発信」をコンセプトに、全国に約１，００

０以上ある道の駅の多くで提供されてい

る “観光型”の機能に加え、道の駅を市

民の交流・コミュニケーションの場とし

“生きがい”を支える“福祉型”の機能も

備えることで、地域の課題解決に取り組ん

でいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④活動方法 

（１）高齢者が庭先で作った野菜や中山間

地域の農産品・加工品を販売する機会を提

供 

ソレーネ周南では、これまで少量のため

に市場に出すことができなかった地産の

農産品や加工品を、１袋から自分で値段を

決めて出品・販売できる場を提供していま

す。交通手段がない中山間地域の高齢者農

家など、直接商品を持ち込むことが難しい

方に対しては、ヤマト運輸のセールスドラ

イバーが集荷に伺い、出品商品をソレーネ

周南へ納品します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）高齢者や障害者の買い物・見守り支

援 

カタログ通販やネットスーパーなどの

活用により、ソレーネ周南で受注・商品の

ピックアップ・梱包を行い、ヤマト運輸の

生活支援型 
３ 

 

 

（ソレーネ周南） 

（集荷作業） 



セールスドライバーが自宅まで届けるこ

とで、道の駅まで来ることができない高齢

者や障害者の買い物支援を今後行う予定

です。また、配達時に安否確認をして、異

常時は市担当に連絡をすることで、見守り

支援も同時に行います。 

 

⑤工夫点 

これまで市場に出すことがなかった農

産品等を回収することによって、高齢者の

所得アップにつなげるとともに、集荷時に

ちょっとした声かけなどを行うことで、高

齢者の見守り活動にもつなげています。 

また、道の駅内に高齢者等の相談窓口を

設置し、バス停整備等による移動支援等も

併せて行うなど、地域住民のサポート体制

を構築するとともに、新たに移動販売の拠

点を設けて交流機会を創出し、高齢化の著

しい山間地の「買い物弱者」、「交通弱者」

を支援しています。 

 

⑥成果 

例えば、経営する加工所を自分の代で終

わりにしようと思っていた高齢者が、道の

駅で販売する商品にお客（ファン）が付い

てよく売れるようになり、利益が上がった

ことで後継者作りを真剣に考えるように

なっています。高齢者の見守りだけでなく、

高齢者の生きがいづくりや地域の活性化

にも大いにつながっていると感じていま

す。 

 

⑦課題 

まだまだ小さい農家、庭先で野菜を作っ

ているような個人宅の情報が不足してお

り、集荷の対象となる高齢者の数を増やし

ていく必要があります。個人情報等の問題

もあり、各地域で対象となる家を決める際

の最初の取りかかりに課題があります。地

域のキーパーソンに協力を依頼したり、出

張販売の際にちらしを配ってＰＲしたり

するなど、より多くの方に、ソレーネ周南

の活動を知っていただけるよう努力して

います。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

道の駅を拠点に地域の活性化に向けて

何をするかというテーマに対し、ソレーネ

周南では、従来の“観光型”の機能、すな

わち観光客が「よかったね」と感じる道の

駅だけでなく、地域住民の皆さんが「よか

ったね」と感じられる“福祉型”の機能も

兼ね備えた道の駅を目指しています。 

（ソレーネ周南 江本伸二駅長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（協定締結） 



①株式会社セブン-イレブン・ジャパン 八幡地区（福岡県北九州市） 

 （構成：八幡地区（八幡西区、八幡東区、小倉北区、小倉南区）） 

②《活動主体の概要》（平成 27年 4月 1日現在） 

 ○総 人 口：９７１，７９５人 

○高齢者数：２７３，９４６人 

 ○世 帯 数：４７３，２８２世帯 

 ○産業構造： 

第一次産業：０．１％、第二次産業：２７．０％、第三次産業：７２．９％（平

成２２年度） １９０１年の官営八幡製鉄所の操業を機に、四大工業地帯のひと

つとして、わが国の近代化を牽引してきた北九州市の産業も、全国平均と同様に、

市内総生産額に占める第二次産業が減少し、第三次産業が増加するといった産業

構造の転換が進展している。また、製造業に着目すると、本市の特徴である鉄鋼

や化学といった基礎素材型産業が構成比において未だ２／３を占めており、全国

平均（１／３）を大きく上回っている一方で、近年、自動車や半導体といった加

工組立型産業が北部九州を中心に立地してきていることもあって、当分野のウエ

イトが増加傾向を示している。 

 ○地理的構造： 

瀬戸内海から関門海峡を通じて日本海へと広がる豊かな海や、みどり深い山々

に囲まれている。また、アジアに近く、その玄関口として発展し、筑豊の石炭な

どの資源を背景に重要な工業生産の場のひとつとなって、日本の近代化に大きく

貢献してきた。 

 ○高齢化率 ：２８．２％（高齢化率は政令指定都市の中で最も高い。） 
 

③活動のきっかけ 

・エリア内の大きな環境変化に伴い、高齢

者比率が年々高くなっている状況。店舗を

取り巻く人口構成も変化しており、来店客

や商品をお届けするお客様の客層も大き

く変化している。 

・このような環境の変化に伴い、株式会社

セブン-イレブン・ジャパンとしても「地域

に根ざした商売」を目指している中で、接

する機会が増えつつある高齢者に対し、何

らかの地域貢献をすべきであると認識。 

・当時は、高齢者の異変に気付いても、ど

こに相談してよいか判断つかない状況で

あり、加盟店舗から本部への相談が少なく

ない状況であった。ほとんどのケースが警

察への通報が中心であり、軽度の案件につ

いての対応方法が不透明の状況であった。 

・北九州市いのちをつなぐネットワーク

推進課より依頼のあった高齢者見守り活

動への協力が今回の活動の大きなきっか

けとなっている。 

 

④活動方法 

●セブンミールサービス「商品お届け時」

の対応方法 

・配達する商品が店舗に納品された後、該

当するお客様に今から配達する旨のご連

絡を実施。その際店舗から電話での安否確

認を実施する。 

・電話での安否確認と同時に、配達商品

（主にお弁当やお惣菜）の他に店舗にある

商品で必要な物をお聞きする（例：牛乳、

食パン、卵、お米、等）。必要なものがあ

れば、お届け時に一緒にお持ちするという

「買い物支援策」も同時に実施している。 

・商品の配達時には、原則「手渡し」がセ

ブンミールサービスのルールであり、商品

を手渡しすることで、対面での安否確認を

実施している。 

・商品手渡し時、お客様の異変（服が一緒、

会話がない、元気がない、等）普段と様子

が違うとき、対処の判断がつかないときは、

各該当行政窓口に通報相談するようにし

ている。 

事業所型 
４ 



・緊急を要する場合には、救急車・警察へ

の通報の対応を指示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤工夫点 

・特に高齢者宅への配達時にはなるべく

「会話をする」ようにしている。お客様と

会話することで、体調や不安を話してくれ

るケースもある。 

・普段からの「会話」を通してお客様との

信頼関係を結ぶことが、孤独死防止や引き

こもり防止策につながると考えている。 

・お届け先のお客様の中には認知症の方

もおられるが、過去そのような方への正し

い対応方法（接し方）については知識がな

かった状況であった。 

・「認知症サポーター養成講座」の存在を

北九州市社会福祉協議会が窓口である事

を知り、社員・店舗従業員向けに講座を開

催した。（平成２８年１月末、１６８名が

受講） 

⑥成果 

・商品お届け時の対応による成果 

週５日配達している高齢者宅にて、着衣

が変わらないことやいつも玄関先まで受

け取りに出て来られる方だったが、居間ま

で持ってきて欲しいなどの要望が増えて

きたことに対し、お客様の様子が普段と違

うことに気付き病院に行くよう促し、救急

車対応を実施した。入院後、無事回復する

という事例あり。 

・認知症サポーター養成講座受講後の効果 

まず本部社員全員が受講し、講座の重要

性を認識・理解させる。その後、店舗従業

員へ受講を促し、従業員の受講拡大を実施

してきた。実際に、講座を受講した、八幡

東区店舗の店長（奥さん）さんが勤務中に

店内で普段とは違う様子のお客様に遭遇、

講座で聞いた話を思い出し、お客様への  

接し方を変え、「正面を向き、目線を下げ、

ゆっくりとした口調」で対応。会話を続け

る中で「帰る自宅がわからない」ことが判

明し、交番に保護要請を行い近隣の老人介

護施設の方であることが判明し無事保護

された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦課題 

・認知症の方への対応の仕方について 

世間において「認知症」に関する、知識・

接し方について十分な理解がされて  

いない状況であり、今後の高齢化社会加速

と同時にこのような徘徊者保護ケース  

は増加してくることが予測される。啓蒙活

動を向上させ、住民全員で「見守る」風土

を作り上げることが必要である。 

・「見守り活動」「買い物支援策」について 

民間が実施している「配達」や「見守り

活動」がまだ周知されていない環境である

行政と民間が連携し、高齢者が求めている

サービスを周知させていくことが必要で  

ある。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

・行政と民間企業との連携をもっと向上

させていくべきであると考える。民間企業

の「利益追従」は避けて通れないことであ

り、「配達の拠点」を増やすことで、行政

側が求める「見守りの拠点」が増えると考

える。 

・普段からの情報交換を行い、事故が起こ

ってからの発見ではなく、普段からの会話

を通じた見守り活動をすることが必要に

なってくると思う。

 

2014年10月
東九州ＺＯ

●見守り活動の仕組み
①お届け前にご連絡
（電話での安否確認）
②お届け時商品手渡し
（対面での安否確認）
③店舗来店時のお声かけ
※異変を感じたら行政窓口
に連絡を実施

セブンミールサービスを通じ、直接ご本人に商品を手渡しで
お届けすることで、「対面による見守り活動」を実施。
また商品配達時に生活必需品といった商品も一緒にお届けす
る対応を実施しております。

セブンミールサービスを通じた見守り活動

 

2014年10月
東九州ＺＯ

◆事例：店舗で心がけていること

セブンミールサービスを通じた見守り活動

●配達従業員：竹下さん
ご自宅にお伺いの際、最低5分はお客様と

日常会話を実施（特に体調面）

・特に病気・悩みに関する話が多いですね
でもお互いに頑張ろうって励ましあってます
・配達だけが私の仕事ではないと思ってます
お客様と日常会話を通じて体調を気遣う
ことが、私の役目だと思っています。

商品をお届けするだけではなく、お客様と会話を通じて
体調を気にかけたり、悩みなどを聞く対応を実施。
毎日配達のお客様も多く、日々見守り活動を実施しております。



①博多校区大浜社会福祉協議会（福岡県福岡市） 

 （構成：民生委員児童委員、自治会、 

公民館、ふれあいネットワーク、 

ふれあいサロン、子育てサロン、 

助っ人センター、老人クラブ各種団体） 

②《活動主体の概要》（平成 27年 4月 1日現在） 

 ○総 人 口： ５，１８７人 

○高齢者数：    ６６５人 

 ○世 帯 数： ３，６７３世帯 

 ○産業構造： 第 3 次産業が大部分を占める 

 ○地理的構造：北側は福岡市の海の玄関口である中央ふ頭で、博多港国際ターミナル

やマリンメッセ福岡、福岡国際会議場などがある。東側は御笠川、南

側は明治通り、西側は大博通りで区画されている。博多の伝統文化が

息づく下町の風情が残る土地柄である一方、マンションも建ち並んで

いる。 
 

③活動のきっかけ 

大浜社会福祉協議会（以下、「大浜社協」）

では、平成８年度から民生委員児童委員を

中心に見守り活動（ふれあいネットワーク

活動）を開始した。 

平成２４年３月に、長年ふれあいネット

ワークの代表を続けてきた方が代表を辞

めることをきっかけに、ふれあいネットワ

ークそのものを解散したいとの表明がな

された。 

しかしながら、ふれあいネットワークは、

大浜社協にとって欠かせない活動の一つ

であることから、大浜社協役員会で議論し、

代表一人に任せがちであった運営を、関係

者全員が何らかの形で関わること、そのた

めにそれぞれが持っている情報を共有す

ることとし、ふれあいネットワークは新た

なスタートを切った。 

 

④活動方法 

対象者は主に一人暮らしの高齢者で、一

人の対象者を一人の訪問員が担当し見守

り活動を行っている。 

活動内容は、声かけ、安否確認、話し相

手が中心で、ゴミ出しや病院付添いを行う

場合もある。 

ふれあいネットワーク、民生委員児童委

員、社協の三者が、２ヵ月に１回定例会を

行い、一人一人の活動報告を行い情報共有

を図っている。 

平成２５年６月～社協内に生活支援ボ

ランティアグループ「はまおう助っ人セン

ター」（平成２６年７月～町内助っ人サポ

ーターチーム）が発足。各町内の「助っ人

サポーター」が隣近所への声かけを行うと

ともに、校区全体のボランティアグループ

である助っ人センターでは、ふれあいネッ

トワーク訪問員では対応が難しい様々な

生活支援を行っている。 

ふれあいネットワークと生活支援ボラ

ンティアグループが協働して、重層的な見

守りを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援型 
５ 

 

 



⑤工夫点 

活動に携わる三者（ネットワーク、民生

委員、社協）で、対象者全員についての必

要事項を共有することで、訪問員が一人で

活動するのではなく、他のメンバーと一体

となって活動できるような仕組みにして

いる。具体的には、ふれあいネットワーク

の班・対象者一覧表を年度初めに作成。定

例会における活動報告の内容を書き込み、

対象者の現状を全員で把握するようにし

ている。そのことで、定例会を待たず、ま

た自分の見守り対象者に限らず日常的に

気づいたことをお互いに話し、対応できる

土壌づくりが可能になった。 

平成２７年度には、ふれあいネットワー

ク活動と生活支援活動に加え、自主防災活

動との連携にも取り組んだ。 

 

⑥成果 

活動に携わる三者の定期的な情報交換

により、一緒に活動しているという連帯感

や、それまでは個人のボランティアとして

行っていたふれあいネットワーク活動に

ついて、対象者を地区全体みんなで見守る

という意識が生まれた。 

ふれあいネットワーク活動、生活支援ボ

ランティア活動のほか、認知症サポーター

養成講座や福祉座談会での見守りマップ

作成などに取り組み、それぞれの活動が相

互に連携して行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦課題 

活動者が固定化していること。いつもの

メンバー以外が活動できるように、活動の

幅を広げる工夫をしたい。 

自ら「助けて」と言い出せない人にどう

アプローチするのか。特に集合住宅はどん

な人が住んでいるのか、外からわかりにく

い。 

集合住宅での見守り活動の難しさ。共同

玄関がオートロックの場合は、外部の住民

の見守りでは限界がある。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

ふれあいネットワークにしろ、助っ人セ

ンター・助っ人サポーターチームにしろ、

すべての活動の根源は地域の人同士のつ

ながりにある。そのために、できるだけ多

くの人が集い自らの意見を言える場を提

供すること、そこから出てきたアイデアや

企画を活かしていくことを大事にしてい

る。地域福祉の活動はボランティア的で、

それ故に、いま流行
は や り

の費用対効果や効率化

＝結果としての仕組みではなく、共に住ま

いする人々の協働にこそ意義を見いだし､

共に住まいする人々の笑顔を活動の成果

として享受している。 

  



①ふれあい大橋の会（福岡県久留米市） 

 （構成：大橋地区社会福祉協議会、大橋地区民生委員児童委員協議会、                               

大橋校区まちづくり委員会） 

 

②《活動主体の概要》（平成 27年 4月 1日現在） 

 ○総 人 口： １，９４８人 

○高齢者数：    ６８３人 

 ○世 帯 数：    ６８０世帯 

 ○産業構造： 農業中心 

○地理的構造：南に耳納連山の山容、中央部を流れる巨瀬川、北に筑後川の 

ある平坦な純農業地帯。 

 ○高齢化率： ３５．１％。増加中。 昼間独居の家庭も多い。 

 

③活動のきっかけ 

地区社会福祉協議会主催のボランティ

アスクールの卒業生を中心として、地域の

関連団体（地区社会福祉協議会、民生委員

児童委員協議会、校区コミュニティ組織、

女性の会等）のメンバーにも声をかけ、昭

和６３年頃、「大橋ふれあいの会」として

の活動が始まりました。３０名程度のメン

バーで構成されています。自分から積極的

に参加される方もおられますが、昔からの

地域のつながりで、人から誘われて参加さ

れた方が多いです。地区社会福祉協議会主

催のボランティアスクールは現在も開催

されており、当会も受講しています。最近

のテーマは「地域包括支援センターの活用

について」「高齢者の熱中症予防について」

「悪徳商法の手口とその撃退法について」

等、地域での高齢者支援に必要な内容を幅

広く学んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④活動方法 

○月１回程度の活動 

内容：総会、ボランティアスクール受講、

異世代との交流会、視察研修、手作り弁

当の配食、敬老会、歳末訪問、サロン活

動 など 

○手作り弁当の配食：年に４回、お弁当を

作って独居高齢者宅へ届けています。献

立きめ、材料の買い出し、調理、配達を

行っています。事前に校区だよりでお知

らせし、配達時にはお話をし、高齢者の

状況の把握も行っています。 

○異世代交流：７月に高齢者と学童の生徒

とで七夕飾り作りを通して交流をして

います。また、歳末訪問活動時に小学生

からのメッセージカードを配布してい

ます。 

○視察研修：特別養護老人ホームなどを視

察しています。 

○随時の活動 

ふれあい訪問活動（班単位の活動）：主

な対象者は独居高齢者で、現在校区内に

いらっしゃる２９人の独居高齢者の方

を把握し、訪問活動を行っています。班

単位で訪問をしますが、普段が一番大事

だと考えているので、近所の人がみんな

で日ごろから見守りをするようにして

６ 

 

 

生活支援型 



います。昔から住んでいる人が多いので、

近所も顔見知りで、「最近様子を見らん

ね」「様子を見に行ってみようかね」な

ど、情報交換をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤工夫点 

ふれあいの会のなかに、校区社会福祉協

議会、民生委員児童委員協議会、校区コミ

ュニティ組織、女性の会等の地域の関連団

体のメンバーがいるので、各団体と連携が

取れており、見守り対象者についての情報

交換ができる状態にあります。最近姿を見

ないといったことがあれば、近所の方に見

に行ってもらうなど、連絡体制もできてい

ます。 

また、地域包括支援センターとも連携を

取るようにしています。昔からのつながり

が強い地域なので、住民が顔見知りでお互

いのことをわかる関係である反面、つなが

りが強いからこそ個人的な問題を相談し

にくい場合もあるので、そのようなときは

地域包括支援センターを紹介することも

あります。 

 

⑥成果 

サロンに来られるのは比較的元気な方

ですが、楽しかった、来てよかった、と言

われます。サロンで運動をすることが身体

にいいような気がすると言われる方もい

らっしゃいます。継続して参加していただ

くことが、家から出てくるきっかけになっ

ていると思います。 

また、歳末の独居高齢者宅訪問時には地

域の小学生からのメッセージカードをお

渡ししたり、７月には高齢者と小学生が一

緒に七夕飾りを作ったりといった世代間

交流を通して、独居高齢者は子どもたちと

触れ合う機会を持ち、小学生は地域の方と

顔の見える関係づくりができ、安全面での

効果もあります。 

 

⑦課題 

どこの校区にもある問題なのかもしれ

ませんが、ボランティアのなり手が少なく、

ボランティアの人数自体が減少している

ことが課題です。若い世代は仕事をしてい

ますし、定年退職をしても、農業に従事し

ている方が多いので、なかなか時間が取れ

ないという方が多い状況です。配食のお弁

当を作ってくれる方も少なくなっていま

す。 

また、サロンの参加者やふれあいの会の

メンバーは女性の割合が多いですが、それ

に比べると女性のリーダーの割合は少な

いように思います。女性が地域活動に積極

的に参加し役割を担っていくには家庭の

理解も必要であるので、女性も積極的に参

加できるような地域環境づくりも必要だ

と思います。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

独居高齢者は日常のちょっとしたこと

でも自分で行うのは困難なことがありま

す。例えば庭の木の枝が伸びているのを切

ることも、ちょっとしたことに思えますが

難しい。これから高齢化が進み独居高齢者

も増えていくと予想されるなかでこのよ

うな要望は増えていくと思います。そうい

ったとき、小さなことでも連絡すると受け

付けて対応できるような体制づくりが今

後必要になっていくのではないかと思い

ます。 

 

 



①ふれあいサロン たけんこ（福岡県小竹町） 

 （構成：ボランティアスタッフ、レクリエーション指導員、 

民生委員児童委員、健康推進委員、老人会、自治会） 

②《活動主体の概要》（平成 27年 4月 1日現在） 

 ○総 人 口： ８，１３９人 

○高齢者数： ２，９１７人 

 ○世 帯 数： ３，９２４世帯 

 ○産業構造： 第１次産業：２．６％ 第２次：２８．４％ 第３次：６８．５％  

        （平成２２年国勢調査） 

 ○地理的構造：小竹町は、福岡県の中央北部に位置し、総面積は１４．１８k ㎡で、 

        地形は、概ね平坦な盆地で、町の中央部を遠賀川が北流しています。 
 

③活動のきっかけ 

平成１５年に民生委員児童委員の方々

が、県外や近隣の高齢者への先進的な取り

組みを研修で視察し、本町の高齢化や高齢

者の独居率の上昇に危機感を持ち、小竹町

でもぜひ「サロン」を始めたいと強く思わ

れていました。 

その思いを受けて、社会福祉協議会が、

町から「介護予防支え合い事業」の「ふれ

あいミニデイサービス事業」として受託し、

福祉研修会を開催し、公募で集まったボラ

ンティアスタッフ、指導員を中心に、町内

の独居で閉じこもりがちな高齢者を対象

にした「多健幸～たけんこ（小竹の子）」

として始まりました。 

回を重ねるうちに、ボランティアスタッ

フから「自分の地区でもやってみたい」ま

た、参加者から「もっと回数を増やして欲

しい」という要望が出てきました。 

その要望に応えて、開始から半年後に新

多地区で開設したのをきっかけに、その後、

半年から１年間隔で次々と開設され、平成

２７年２月現在１５箇所の地区サロンが

開設されています。 

地区サロンの開設にあたっては、ボラン

ティアスタッフ、民生委員児童委員、健康

推進委員、老人会、自治会等の方々が中心

となり、「自分たちの健康は自分でつくろ

う」とそれぞれの地区でボランティアスタ

ッフを募り、現在、参加者は約３４０人、

ボランティアスタッフ約８０人で活動し

ています。 

 

④活動方法 

「たけんこ」は、年度当初に年間プログ

ラムを立案し、毎月１回、町の総合福祉セ

ンターで活動しています。参加者の方は、

ワゴン車で送迎し、楽しく１日を過ごされ

ています。 

昼食は、基本的に仕出し弁当ですが、独

居の方の食のバランスも考えて、時折、ボ

ランティアスタッフが手作りの昼食を提

供しています。 

地区サロンは、毎月１回、地区の公民館、

集会所、コミュニティーセンター等で活動

しており、参加者の方は、ご家族の送迎や

ご自分で歩いて集まります。 

地区サロンの開催日には、社会福祉協議

会から看護師とレクリエーション指導員

を派遣し、看護師による血圧測定、健康相

談や指導員によるロコモ対策ストレッチ、

有酸素運動、筋トレを交えた音楽体操、認

知機能向上プログラム、シナプソロジー、

コミュニケーションワークとしてレクレ

ーション活動等を行っています。 

また、年に２回「歩け歩け」と銘打って、

町のバスで花見、工場見学等のバスハイク

を実施したり、地域の子ども会や地区の老

人クラブとの交流会を開催したりしてい

ます。 

地区サロンの運営は、ボランティアスタ

ッフを中心に行われ、サロン以外での見守

りや声かけ、買い物支援、ランチ会等、活

動の幅も年々広がっています。 

 

⑤工夫点 

参加者が楽しみをもって参加してもら

うため、また、ボランティアスタッフも楽

自治体全域型 
７ 

 



しんで関われるよう工夫しています。 

サロン終了後は、スタッフミーティング

で、情報を共有し、参加状況や必要性に合

わせてプログラムを組み立て、柔軟な運営

に努めています。 

また、近年の高齢者に関わる問題等の理

解を深めていただくため、関係機関等に講

師を依頼し、高齢者講習（詐欺、交通安全、

マイナンバー等）を行い、日常生活に安心

感が持てるようにしています。 

年に１回、すべての利用者を対象に、本

人の状況を見て「ゆっくりクラス」と「ど

んどんクラス」に分かれて、室内でのゲー

ム大会、屋外でのグランドゴルフ大会を開

催しています。普段、なかなか会えない友

人に会えることで明日への生きがいづく

りにつながっています。 

バスハイクでは、一人ひとりの歩行の状

況を考慮して、グループ分けをし、参加者

の負担にならないようにしています。 

地域の子ども会や地区の老人クラブ交

流を通じて、地域の方々との関わりが持て

るようにしています。 

ボランティアスタッフが積極的にサロ

ンに関われるように、講習会等を開催し、

技術を身につけられるようにしています。 

 

⑥成果 

地区サロンの立ち上げは、地域住民のサ

ロンへの関心が高まり、既存のサロンスタ

ッフのアドバイスの効果もあり、地域で自

主性をもって積極的に開設できています。 

これまでのスタッフミーティングの効

果もあり、細かな声かけにより参加者が増

加傾向にあります。また、地区ごとに高齢

者の生活の特徴に合わせた活動を行うこ

とで、参加率の高いサロン運営ができてい

ます。 

サロン内では、参加者同士の助け合いの

姿が見られ、心身ともに元気になって、ボ

ランティアスタッフの活動の負担軽減に

もなっています。また、今までボランティ

ア経験のない方が、知人の誘いでスタッフ

として入られて、今では、はつらつとして

活動されています。 

地区サロンの活動が地域で理解され、自

治会から補助金を交付されている地区も

増えてきています。 

「たけんこ」開設から１３年間、閉鎖し

た地区サロンもなく、ボランティアスタッ

フも増え続け、町内全域に活動範囲が広が

っています。 

 

⑦課題 

まだまだ、ひきこもりがちな独居高齢者

の参加が出ていないと感じており、特に男

性の参加者が少ないので、声かけを行い、

参加率を上げる必要があります。そのため

には、サロンの活動をもっと幅広く多くの

人に知ってもらうため、ボランティアスタ

ッフ、行政、関係機関等と協力し、周知を

図っていく必要があります。 

参加者を増やしていくことも大事です

が、地区サロンを支えるボランティアスタ

ッフを増やしていくことが必要不可欠で、

また、開設当初からのボランティアスタッ

フが高齢になってきているので、後継者の

育成が必要になっています。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

開設から１３年間の活動で、内容がマン

ネリ化しないよう常にプログラムを工夫

しています。 

参加者が新しいことにチャレンジした

いという向上心を持てるように幅広いプ

ログラムづくりに努めています。 

ボランティアスタッフのサポート力が

向上するよう、研修会への参加を促進して

います。 

活動を通じて、参加者がボランティアス

タッフを頼りにして感謝することで、ボラ

ンティアスタッフ自身も生きがいを見出

し、参加者により良いサービスを提供する

正のスパイラルがしっかりと形成されて

いることを強く感じています。 

 



①長畑区小地域福祉活動推進委員会（福岡県苅田町） 

 （構成：２５名 小地域福祉活動推進委員、福祉委員、区（自治会）、民生委員・児童
委員、幸友会（老人クラブ）、育成会、山笠保存会） 

②《活動主体の概要》（平成 27年 4月 1日現在） 

 ○総 人 口： ８１８人 

○高齢者数： ２３１人 

 ○世 帯 数： ３３２世帯 

 ○産業構造： 以下、この部分については地理的構造に含まれる。 

 ○地理的構造：苅田町は、東は周防灘に面しており、苅田港と広大な臨海工業地帯が

広がっている。一方で、西は平尾台のカルスト台地に連なり、国の天

然記念物である青龍窟や広谷高原があり、麓には緑豊な田園地帯が広

がっている。また、２００６年には苅田港沖に北九州空港が開港し、

苅田港・東九州自動車道苅田北九州空港インターチェンジと合わせ、

陸・海・空の交通結節拠点となっている。 

長畑区については、住宅が立ち並んでおり、定住している方が多いの

が特徴である。また近くには苅田小学校・苅田中学校があり、平成２

７年４月には長畑区内の介護老人保健施設内に地域包括支援センタ

ーかんだが設置された。 

 

③活動のきっかけ 

平成１１年度より「地域」にある福祉課

題をみんなで取り込んでいく目的で、小地

域福祉活動をスタート。当初は独り暮らし

高齢者や高齢者夫婦世帯、介護世帯等の高

齢者の福祉課題の解決が主な目的であっ

たが、現在では、障がいがある方、孤立し

ている方、幼い子どもがいる方等も対象に、

幅広い福祉課題の解決を目的とし、地域コ

ミュニティの活性化を目指している。 

具体的には、月に１回、区民の交流やと

じこもり防止を目的に開催している「ふれ

あいいきいきサロン」の他、少人数制のミ

ニサロン、ご近所の見守り・声かけ活動、

見守り会議の実施、災害時の要援護者支援

体制づくり等を行っている。 

 

④活動方法 

月に１回集会所にて「ふれあいいきいき

サロン」を開催し、毎回７０名以上の参加

者がおり、区内の高齢者等の状況の把握に

努めている。「ふれあいいきいきサロン」

の開催にあたっては、各隣組で呼びかけを

行い、チラシをもって対象者宅を訪問して

いる。 

また、大人数のサロンへ参加できない人

のために、自宅や集会所、区内にある介護

施設にて１０名程度の「ミニサロン」を年

に数回開催している。 

見守り活動は、「訪問カード」を作成し、

本人の状況や家族等の連絡先等をヒアリ

ングしている。「訪問カード」でヒアリン

グした情報をもとに、「見守り会議」を年

に１回開催し、隣組ごとの見守りが必要な

人の情報交換、意見交換を行い、普段の見

守り活動へ活かしており、特に「気になる

人」に対しては、町役場、社協だけでなく、

地域包括支援センター、相談支援事業所

（障がい）等の専門機関とも連携し、個別

のケース会議を開催する等対応をしてい

る。 

また、区内の災害時等の危険箇所を確認

し、「見守り会議」や「訪問カード」の情

報と「避難行動要支援者台帳」を合致させ、

災害が起こったときに支援が必要な方を

迅速に支援ができるよう今年度から取り

８ 
参加型 



組みを始めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤工夫点 

見守り訪問カードを作成し、独り暮らし

高齢者、障がいがある方、孤立気味な方等

を把握し、区（自治会）役員、民生委員・

児童委員、幸友会（老人クラブ）役員、育

成会役員、隣組長、山笠保存会役員を見守

り協力者として、普段の生活の中で見守り

を行い、カーテンや戸の開け閉め、洗濯物

を干している等、具体的にどこを注意して

見守ればいいか確認している。 

また、今年度は区民の見守り意識の向上

のため、「のぼり」を作成し、集会所や区

内にたてて、見守り活動の啓発を行ってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥成果 

区民の福祉意識が向上し、気になること

や問題、緊急なことが地域の中で発生した

場合は、隣組長や会長（区長）、民生委員・

児童委員、福祉委員へ連絡が入るようにな

り、トラブルの未然防止、家族への迅速な

連絡、行政や専門機関等との連携につなが

っている。 

特に、障がいがある方、認知症の方等、

専門的な対応が必要な場合は、専門機関と

連携しつつ、対応にあたることで、安心し

て地域で生活することができている。 

 

⑦課題 

長畑区は昔ながらに住む方と新しい団

地に区外・町外から越してきた方がいるた

めに、神幸祭（苅田町のお祭り）、盆踊り、

育成会活動、サロン、その他の区活動を通

して、地域の結びつきを今以上に強めてい

く必要性を感じている。 

特に、ここ数年、高齢世帯や独り暮らし

世帯が急激に増えてきており、福祉委員や

推進委員だけでなく、区全体で福祉課題の

解決に取り組みたい。 

また、小地域福祉活動推進委員や福祉委

員も高齢化がすすんできており、新しい世

代へこの活動を引き継いでいくことが大

切だと考えている。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

長畑区小地域福祉活動のキャッチフレ

ーズ『広げよう人の輪（わ）、育てよう心

の和（わ）、活かそう話（わ）の力』 の

通り、地域から「孤立・孤独」をなくし、

①人とのかかわりが気楽にできる関係づ

くり、②あいさつが出来る地域づくり、③

適度な世話焼き（おせっかい）が可能な人

間関係づくりを目指して、区民が一丸とな

って活動を継続していきたい。 

 

⑨その他（適度なおせっかい） 

地域に問題を抱えた「孤立した方」がい

た場合、支援をした方がいいとみんな思う

が、実際に支援に当たるとなると、「家庭

の問題だから・・・・」と「総論賛成、各

論反対」となる場合がある。  

「孤立した方」へは、会長（区長）や民

生委員・児童委員を中心に何度も訪問し、

家族や本人と膝を突き合わせて話すこと

で、人間関係を築き、適切な支援が出来る

ようにしたいと考えている。 

時間がかかることも多いが、押し付けと

ならないよう人間関係を築き、「適度な世

話焼き」ができるよう心がけている。

 

 



①東若久校区ふれあいネットワーク活動運営協議会（福岡県福岡市） 
（構成：自治協議会、校区社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会、シニアクラブ連

合会、(その他：公民館、隣組長、近隣住民等も活動には参画)） 

 ②地域別：都市部・中山間地・漁村部・離島部・その他（   ） 

 ③仕組・形態別：生活支援型（配食・移送支援等）・参加型（サロン・食事会等）・自治

体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・その他（   ） 

④《活動主体の概要》（平成２８年９月３０日現在） 

 ○総 人 口：７，５３５人 

○高齢者数：２，０９７人 

 ○世 帯 数：３，３６０世帯 

 ○産業構造：第三次産業中心 

○地理的構造：東若久校区は、若久通りを中心に東西に蝶が羽を広げたような形状を 

しています。戸建て住宅が多く、年齢別人口構成では高齢者の人口割合が高

く、高齢者の単身世帯や高齢者夫婦世帯が比較的多いのが特徴です。 

 

⑤活動のきっかけ 

平成２０年、校区において自治組織見

直し委員会が立ち上がり、自治活動全体

の見直しを行う中で、今後のさらなる高

齢化を見据えた「ふれあいネットワーク

の体制の拡充」が重要課題のひとつに挙

がりました。 

そのテーマについて検討を進めるた

め、平成２１年、ふれあいネットワーク

合同委員会を立ち上げ、それまで校区社

協中心で進めていた見守り活動を、自治

協議会、民生委員児童委員協議会、シニ

アクラブ連合会も含めた４団体の協力体

制による活動としていく方向で、活動の

進め方・ガイドライン等について協議を

重ねました。 

平成２３年、ふれあいネットワーク活動

運営協議会が発足。校区および各町内にお

いて４団体の協力体制の下での活動を開

始しました。 

 

⑥活動方法 

自治会(町)ごとに見守り活動の班を構

成。自治会長を中心に、民生委員、社協

委員、シニアクラブの４団体が横断的に

協力する体制で、全１４町で見守りを実

施しています。 

４団体の活動者による訪問だけでな

く、多くの町で隣組長や近隣住民等によ

る家の外からの見守りも行い、重層的な

見守り体制を築いています。 

平準的な活動ではないが、町によっては、

活動の延長で電球交換や買い物支援など、

できる範囲でちょっとした生活支援の対

応も行っています。 

 

⑦工夫点 

校区全体で毎年研修会（学び）とワー

クショップ（共有）を行い、団体同士や

活動者同士の意識・認識の共有に努めて

います。 

また、町単位でも各町が工夫しながら

情報交換や研修会を行っています。 

校区独自の「活動マニュアル（全３９

P）」を作成しており、毎年の研修会で活

動の基本を確認・共有しています。研修

会は若い世代や隣組長など幅広い住民へ

参加を呼びかけており、平成２８年度は

新たに校区内の福祉施設・事業所の職員

も参加しました。校区を挙げて活動の浸

透とレベルアップを図り、地域全体の見

守りに取り組んでいます。 

９ その他（活動マニュアルの作成、防災活動との連携） 



平常時の見守り体制づくりを災害時に

も活かすべく、平成２５年度には、避難

訓練に併せ、要援護者や見守り対象者へ

の安否確認訓練を全町で実施しました。 

平成２８年度より、校区における地域包

括ケア(生活支援・介護予防)の推進を当運

営協議会を中心に進めていくこととなり、

校区での介護予防教室開催等も予定され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧成果 

実際に見守り活動によって対象者の異

変を発見し、早期対応で命を救った事例

がここ数年毎年発生しています。（活動マ

ニュアルに事例を掲載し共有していま

す。）４団体の活動者だけでなく活動に協

力する地域住民が異変を発見した事例も

あり、住民全体に少しずつ活動が根付い

てきています。 

町単位の地域カフェや交流農園など、

見守り以外の活動に派生している町もあ

ります。 

ここ数年は当校区の活発な活動を耳に

した他都市からの視察を毎年受け入れて

いる他、マニュアルについても他都市や他

団体から活用の相談があります。 

 

⑨課題 

(1)各町の活動の平準化(取組みが遅れて

いる町の底上げ) 

(2)見守る側の高齢化、若い人材の取込み 

(3)地域包括ケア(生活支援・介護予防)の

取組みをどう進めていくか 

 

⑩課題に対する対応 

⑨(1)に対しては、校区全体の研修会や

ワークショップの他、各団体の会議の場

でも見守り活動について議題・話題に挙

げ、情報交換を行うことで意識の底上げ

を図っています。 

⑨(2)に対しては、隣組長など若い人材

にもできる協力をお願いしているほか、

研修会・ワークショップには青少年育成

連合会などの若い世代へも参加を呼び掛

けています。 

⑨(3)に対しては、ふれあいネットワー

ク活動運営協議会の役員会や校区の研修

会で「地域包括ケア」をテーマとして学習

し、意見交換を行うなどしています。 

また、現在、校区内の福祉施設・事業所

との連携を進めており、会議への参加や校

区事業での協力(車両による送迎など)な

ど、具体的なつながりが生まれ始めていま

す。今後も「地域でできる取組み」につい

て検討していきます。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

この「ふれあいネットワーク」づくり

は、住民みんなの『絆』が生まれ、『安

全・安心で住みよいまちづくり・地域コ

ミュニティーづくり』 に大変有効であ

ると確信しています。 

今後も見守り体制づくりに継続して取

組むとともに、「地域包括ケア」をテーマ

に、地域でできる取り組みについて検討を

進めていきます。 

 



① 徳力団地自治会（福岡県北九州市） 
（構成：自治会役員、民生委員、福祉協力員(北九州市各区の社会福祉協議会により 

５０～１００世帯に 1人程度配置されたボランティア)） 

 ②地域別：都市部・中山間地・漁村部・離島部・その他（   ） 

 ③仕組・形態別：生活支援型（配食・移送支援等）・参加型（サロン・食事会等）・自治

体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・その他（   ） 

④《活動主体の概要》（平成２９年３月７日現在） 

 ○総 人 口：３，１３３人 

○高齢者数：１，５３５人 

 ○世 帯 数：１，６４４世帯 

 ○産業構造：第三次産業が中心 

○地理的構造：瀬戸内海から関門海峡を通じて日本海へと広がる豊かな海や、緑深い 

山々に囲まれています。また、アジアに近く、その玄関口として発展し、筑

豊の石炭などの資源を背景に重要な工業生産の場のひとつとなって、日本の

近代化に大きく貢献してきました。 

 

⑤活動のきっかけ 

長年住み続けている人が高齢者になっ

てきたことに加え、１・２階の空家に高齢

者優良賃貸住宅ができたことで、この十数

年で一気に高齢化が進み、７５歳以上の方

が５００人を越えました。 

更に独居やご夫婦だけの世帯が多く、そ

のため様々な問題や相談が自治会事務所

に持ち込まれるようになってきました。 

大半が高齢者である役員や福祉協力員

がまじめにがんばる中で、安否確認と合わ

せ、高齢者が参加しやすい親睦活動が自治

会の中心活動となってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥活動方法 

自治会役員が常駐する団地内事務所に

おいて、棟委員（全７２棟）との会議を

毎月開催しています。 

福祉協力員、民生委員も参加し、見守

り対象者の状況を把握して対応していま

す。 

団地内の診療所が参加し、自治会、市

の福祉関係者、民生委員の連絡会議を平

成２２年度から開催し、情報を共有して

います。 

自治会の会報「ふれあいだより」を７

５歳以上の入居者に棟委員が直接届ける

「見守り訪問」を毎月実施しています。 

「北九州体操」（週１回）、「ふれあいバ

ザー」「ふれあい喫茶」「おり紙教室」「食

事会」（月各１回）、「映写会」（月２回）

など、対象者参加型の安否確認活動を定

期的に実施しています。 

 

 

 

 

 

 

１０ 参加型 



⑦工夫点 

安否確認の訪問がしやすいように、行事

への参加を呼びかける「ふれあい便り」を

毎月発行しています。 

「みんなで体操する場をつくりたい」

「映写会をしたい」という高齢者の意向

を聞き、自治会が支援することで、高齢

者が中心となってスタートし、運営して

います。 

毎月の「ふれあいバザー」では、施設

に行く人や家の片づけで出てきたという

品物を提供してくれる人が増えてきて、

同時に行っている「ふれあい喫茶」や

「折り紙コーナー」で活動参加が広がっ

ています。 

自治会役員や福祉協力員に喜ばれるバス

ハイクや研修会を開催しています。 

 

⑧成果 

自治会役員や福祉協力員である高齢者

が自身の居場所とやりがいを感じて生き

生きと活動し、その中で新たな出会いが

あり、友達もできているようです。 

活動参加が広がってきて、敬老会や定

期総会にも新しい顔ぶれがあり、成果を

感じています。 

高齢者のことで、大家の都市機構や区

役所に相談できるようになりました。 

また、安否確認を兼ねた親睦行事には、

都市機構が集会所を無償で提供してくれ

るようになりました。 

 

⑨課題 

女性中心の活動ということもあり、男

性の参加が少ない。 

次の世代に活動を引き継ぎたいが、子

育て中の人たちは、ほとんどがフルタイ

ムで働いており、頼みの子ども会も会員

がどんどん減り、役員の引き受け手がな

く、今年度消滅します。 

自治会費月３００円で、会員数が半数を

割っているため、事務所の運営費の確保に

苦慮しています。 

⑩課題に対する対応 

夏まつりや運動会を手伝ってくれてい

る元子ども会役員やＰＴＡおやじの会の

メンバーなど、男性達に呼びかけ、「防災

委員会」を立ち上げ、日頃の活動にも支

援してもらうようにしました。 

校区社協に相談し、「小サロン」活動に

支援してもらうようにしました。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

高齢者がいきいきと活動するために

は、支援する次世代の存在がとても大事

です。自治会事務局に居てほしい人に財

政的補償ができたらと思います。 

安否確認の訪問や行事の力仕事に、北九

州市立大学の学生が参加してくれている

ことが、とても助かります。本格的に連携

体制ができることを期待しています。 

 



※入居者の高齢化率は、44.1％
　（市の平均高齢化率を約10％上回っています。）
  また、単身世帯の割合が47.3％となっています。

①大牟田市営住宅管理センター（福岡県大牟田市） 
 ②地域別：都市部・中山間地・漁村部・離島部・その他（市営住宅） 

 ③仕組・形態別：生活支援型（配食・移送支援等）・参加型（サロン・食事会等）・自治

体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・その他（   ） 

④《活動主体の概要》（平成２８年１０月１日現在） 

 ○総 人 口：１１８，３５１人 

○高齢者数： ４１，０４０人 

 ○世 帯 数： ５７，２２４世帯 

 ○産業構造：第三次産業が中心 

○地理的構造：福岡県の最南端に位置し、西は有明海に面し干拓地や埋立地が広がり、

東は三池山・上徳山・大間山などの小高い山が連なっている。また、市内に

は大牟田川・諏訪川・堂面川・隈川の２級河川が流れている。 

 

⑤活動のきっかけ 

入居者の少子高齢化の進行や高齢単身

世帯等の増加に伴い、団地内の自治会活動

やコミュニティの衰退が課題となってい

ました。 

また、室内死亡の件数も毎年１０件弱あ

り、単身高齢者等の見守りや閉じこもり防

止への支援が必要となっています。 

そのような中、平成２６年度から市営住

宅管理が指定管理者制度を導入すること

になり、指定管理業者から入居者の見守り

サービスに関する提案がありサービスの

開始を検討しました。 

 

⑥活動方法 

市営住宅に入居している一人暮らしや

高齢者世帯等を対象に、電話で定期的に連

絡を取り安否確認を行います。 

入居者の希望する曜日（日曜、祝日等は

休み）に、指定管理者が定期的に電話をか

け、入居者は電話がかかってきたら音声を

確認し電話機の「1」を押し受話器を置き

ます。 

翌朝、安否確認装置を確認し、応答がな

かった場合は、緊急連絡先等に連絡するな

どして安否確認を行います。利用料は無料

です。 

 

⑦工夫点 

 高齢者は、電話による詐欺などに敏感に

なっているため、申し込み後は、事前にサ

ービス開始日と発信される電話番号を通

知します。 

また、電話が掛かってくる曜日と時間を

書いたカードを作成し、固定電話等の近く

に貼付してもらう工夫を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

入 居 者 数 ： 4,554 人

入居高齢者数： 2,008 人

入居世帯数： 2,458 世帯

管 理 戸 数 ：25団地 2,786 戸

大牟田市営住宅

(平成２８年４月１日現在)

 事業所型 



⑧成果 

 平成２９年１月２３日からサービスを

開始しており、現在１６世帯から申し込み

が届いています。 

 

⑨課題 

 対象となる高齢者等は当事者意識が希

薄であるため、対象者本人からの申し込み

の増加に繋がっていません。 

別居している子どもや親族等に「安心見

守り電話サービス」を周知して申込者の増

加に繋げることも必要です。 

 

⑩課題に対する対応 

 広報媒体を使用した「安心見守り電話サ

ービス」の周知及び入居者が集まった際に

サービスの説明を行うことなどが必要と

考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪代表者、事業者等の声 

 室内死亡の防止をするとともに、室内

死亡が発生した場合でも、できるだけ早

く発見するためのシステムですが、電話

サービスの利用を通して、お互いに顔の

見える関係になると感じています。 

信頼関係を構築することにより、安心

して暮らすことのできる住環境の提供を

行っていきたいと考えています。 

（利用者からは「電話が掛かってくること

で安心して暮らすことができ、有難い」と

の声を頂いています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①添田町（福岡県添田町） 
（構成：添田町） 

 ②地域別：都市部・中山間地・漁村部・離島部・その他（   ） 

 ③仕組・形態別：生活支援型（配食・移送支援等）・参加型（サロン・食事会等）・自治

体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・その他（   ） 

④《活動主体の概要》（平成２９年３月１日現在） 

 ○総 人 口：１０，３１７人 

○高齢者数： ４，０６８人 

 ○世 帯 数： ４，８０１世帯 

○産業構造：全就業者の２２．４％が「医療・福祉」分野に従事しています。その他、

「卸売業・小売業」、「製造業」、「建設業」の就業者比率が比較的高く、また、

周辺自治体と比較すると「農業・林業」への就業者の割合が高くなっています｡ 

○地理的構造：福岡県の東南部に位置し町の南部には毎年多くの登山客でにぎわう北

部九州最高峰の国定公園英彦山を境に隣県大分県日田市に接しています。都市

部へは自動車で福岡市：１時間３０分、北九州市：１時間１０分要します。 

また、東西１３km、南北１６km で総面積１３２㎢と広大な面積を有する

町であり、その約８割は山林の中山間地で、その山間を縫うように小規模な集

落が複数点在しています。 

 

 

⑤活動のきっかけ 

人口減少や若者の都市部へ流出などの

問題が顕著であり、過疎化、高齢化が急速

に進んでいます。核家族化などの要因も加

わり、高齢者のみで生活する世帯が多数を

占めており、何かあれば近所や家族が助け

合いながら生活をしていくことが困難に

なってきました。 

このような状況の中、高齢者が住み慣

れた地域で暮らし続けるには、日常的な

生活支援や見守りの必要性・重要性が注

目されてきました。 

町内全域に光回線が整備され、いつでも

どこでもインターネットを利用できる環

境となったため、高齢者の見守り対策にお

いて社会資源である光回線を最大限活用

し、遠方でも即時の見守りが出来るテレビ

電話を活用した見守り事業が非常に効果

的であるということで、事業の実施をする

こととしました。 

 

 

 

⑥活動方法 

本事業対象者は主に６５歳以上の方の

みの世帯の方で、平常時はコールセンター

から、テレビ電話を使用して、利用者宅へ

週１回の見守りコールや生活状態の聞き

取りを行い、生活相談や日常の会話を通じ

て利用者の心のケアを行っています。 

また、利用開始時にインターネットの契

約をされていない方へは、契約のサポート

を行っています。 

コールの応答がない場合はコールセン

ターより役場に一報が入り、利用者台帳等

を確認し、必要に応じて利用者宅を訪問、

近所の方にも様子を伺います。同時に、関

係機関と連携し、情報共有を行うことによ

り多くの方は安否確認が取れることが多

いです。この時点でも安否確認が取れない

方は、緊急連絡先であるご家族・ご親族等

に連絡を行っています。 

 

 

 

１２ 
ICT 活用型 



⑦工夫点 

テレビ電話を使用することが初めての

方が多いので、電源の入れ方から利用ま

での操作サポート・故障などの保守サポ

ートを随時行い、高齢者でも安心して、

円滑に活用していただけるよう支援して

います。 

また、日々のコール時に、本人の生活

環境の確認や、体調の変化、近日中の予

定を確認し、安否確認時の情報として活

用しています。 

遠方のご家族やご親族が自宅でインタ

ーネットやスマートフォンなどを使用し

ていれば、利用者の希望に応じて家族と

テレビ電話をつなぎ、遠方であっても家

族のつながりを身近に感じ、安否確認だ

けでなく、安心感、幸福感を得ることも

でき、相互の結びつきを強化する効果も

期待できます。 

 

⑧成果 

当町は中山間地で、家同士が離れており、

高齢者の一人暮らし及び高齢世帯が多く、

山間部には商店がありません。 

このような中、普段家庭で会話する機会

が少ない一人暮らし高齢者にとっては、誰

かに見守られているという安心感、映像を

通した親近感を抱くことができること、ま

た、「見られている」ことを意識し、身支

度をすることで、生活に変化が出ることな

どが挙げられます。 

見守り支援者側から見ると、平常時の見

守りが短時間で完了することで、実際に出

向く時間を減らすことにより高齢者と接

する時間を増やすことができます。 

また、平常時の見守り業務を行うこと

で、民生児童委員や地域包括支援センタ

ー職員の時間的負担を軽減し、より効率

的に業務を遂行できています。具体的な

成果としては、コールに出ない方の安否

確認を行ったところ、玄関先で倒れてお

り、救急車を要請するというような事例

が数件ありました。 

⑨課題 

コールセンターにおいて、平常時の見

守りのほか、緊急時について、迅速に対

応するためのマニュアルや支援機関との

連携体制を今後更に確立する必要があり

ます。 

また、インターネット回線を利用する事

業であるため、利用者の回線代の負担（毎

月約５，０００円）がとても大きく、事業

利用希望者が利用しづらい環境にありま

す。 

 

⑩課題に対する対応 

緊急時の対応については、一連の手順

によって行っていますが、町・事業者だ

けでなく、地域全体で見守れる体制の整

備を今後行っていく予定です。 

費用負担の対応としては、生活保護世帯

の方には町から助成金を出し、費用負担の

軽減を行っています。 

また、インターネットを活用することで、

自宅で一人での時間を有効に活用でき、回

線代以上に利用価値があることを理解し

ていただくようにしています。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

 ＩＣＴを活用することにより、距離に関

係なく多くの高齢者が安心して住める環

境づくりに貢献できていると考えていま

す。また、オペレーターとして障がい者の

方が対応することで、障がい者の就労支援

を促進するにはとても有効な事業である

と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 



①高取校区社会福祉協議会（福岡県福岡市） 

 （構成：自治会長、民生・児童委員、老人クラブ会員、子育て団体等関係機関、見

守り協力員） 

※シルバー１１０番の協力者数は５０ 

【内訳】公民館１件、駐輪場１件、商店５件、コンビニ２件、お寺１件、 

介護保険事業所３件、障がい福祉サービス事業所１件、薬局２件、 

マンション４件、個人３０件（自治会長、民生委員、議員など） 

 ②地域別：都市部 

 ③仕組・形態別：その他（シルバー１１０番） 

④《活動主体の概要》（平成３０年３月３１日現在） 

 ○総 人 口：１７，０４４人 

○高齢者数：２，５２７人 

 ○世 帯 数：８，３０５世帯 

 ○産業構造：第３次産業中心 

○地理的構造：福岡市早良区内の北部に位置し、交通の利便性が高い。早良区内で２

番目に人口が多い校区であり、高齢化率も約１４％と高くはないが、

転勤族が５割を占めており、地域の担い手不足が課題である。 
 

⑤活動のきっかけ 

高取校区社会福祉協議会は、高齢者同士

の交流を図る「ふれあいサロン」活動や地

域のボランティアが、見守りが必要と思わ

れる高齢者の家を定期的に訪問し、安否確

認を行う「ふれあいネットワーク」活動を

行ってきました。しかしながら、近年の単

身世帯の増加やプライバシーを重視化す

る社会全体の動き、転出入が多いという高

取校区独自の特徴などの背景があり、地域

の中で孤立している高齢者も多くいらっ

しゃいます。 

このような現状に対して、問題が大きく

なる前の相談や些細なお困りごとについ

ては、地域の中で解決する必要性を感じ、

平成２８年５月から『シルバー１１０番

（子ども１１０番の高齢者版）』の取組を

開始しました。 

 

⑥活動方法 

・シルバー１１０番のプレートを掲げ

る協力者は、「道に迷ってしまった」、「気

分が悪くなったので救急車を呼んでもら

いたい」などの高齢者の困り事に対応しま

す。 

・住民だけでなく地域の社会資源（商

店、福祉施設等）を協力者とし、ふれあ

いネットワーク会議への参加などを通し

て、高齢者に関する情報共有や相互連携

を図っています。 

 

⑦工夫点 

・プレートの掲示 

プレートデザインを校区内で公募し、

投票により、当時小学４年生の作品を採

用。協力者はこのプレートを自宅や店舗

に掲げます。 

・マニュアル等の作成・配付 

協力者用のマニュアルを作成し配付。

その他にもトイレ、休憩場所、公衆電

話、AEDの設置場所等を掲載した高取マ

ップを作成し、対応マニュアルとともに

配付しています。 

・多世代への発信 

平成２９年１１月に児童・保護者、老

人クラブなどを対象とした校区ウォーク

ラリー大会～捜そう、シルバー１１０番

～を実施。多世代に向けた情報発信を行

いました。 

１３ 

 

その他（シルバー１１０番） 



 

 

 

 

⑧成果 

・シルバー１１０番の実績等 

道案内３８件、消防や警察への通報１

件、連絡先紹介３件、その他５件（平成

２９年１０月協力者向けアンケート調査

より（協力者５０件の内、２９件の回

答））の実績がありました。 

また、協力者がふれあいネットワーク

会議などに参加し、相互の連携が行われ

るようになりました。 

・校区外への影響 

新聞報道等により、校区外からの問い

合わせや、同様の取組を検討する校区が

出てくるなど、他校区への波及が見られ

ます。 

・校区福祉のまちづくりプラン作成 

シルバー１１０番事業をきっかけに、校

区内の高齢者への見守りの気運が高まっ

たことで、平成２８年１２月、平成２９年

１月、２月に、行政や地域包括支援センタ

ーとともに高齢者地域支援会議を開催。会

議の成果として、校区福祉のまちづくりプ

ラン作成に至りました（平成２９年５月全

戸配布）。プランの具体的な取組みには「ふ

れあいネットワーク・シルバー１１０番の

協力者を増やす」という項目が盛り込まれ

たことで、さらなる協力者の増加及び重層

的な高齢者の見守り活動の推進が期待さ

れます。 

 

⑨課題 

平成２９年１０月に協力者へアンケー

トを実施した結果、課題として、「シルバ

ー１１０番の認知度アップ」や、「協力者

の増加」が挙げられました。 

 

⑩課題に対する対応 

校区社会福祉協議会で発行している広

報誌にシルバー１１０番の記事を掲載し

ました。（平成３０年３月発行分） 

また、平成３０年６月には認知症サポー

ター養成講座を実施し、認知症に対する知

識を深めるだけではなく、シルバー１１０

番の周知も行い協力を呼び掛けました。さ

らに、平成３０年度中に小学生を対象とし

た認知症キッズサポーター養成講座も実

施する予定であり、校区の子どもたちに対

してもシルバー１１０番の周知を強化す

る等、多世代に広めていくことを目標とし

ています。 

⑪代表者、事業者等の声 

 校区福祉のまちづくりプランでは、「明

るく、楽しく、安心して暮らせるまち！！

たかとり」をテーマにさまざまな事業に取

り組んでいます。 

シルバー１１０番事業は、(1)地域の中

での孤立を防ぐ(2)認知症の方への支援(3)

安心安全なまちづくりの３つを目的とし

ており、まさにまちづくりプランのテーマ

に沿った取り組みです。 

高齢者がいつまでも安心して住み慣れ

た地域で暮らせるよう願い、今後も校区住

民が住みよいまちとなるように活動を継

続していきたいです。

 



 

①エフコープ生活協同組合（福岡県全域） 

②地 域 別：県内全域 

③仕組・形態別：事業者型 

 

④活動のきっかけ 

平成２５年１２月に福岡県とひとり暮ら

し高齢者等に係る包括的な協定「見守り

ネットふくおか」を締結しました。 

その後、平成３０年６月末時点では県内

５５市町村との個別協定締結をしていま

す。 

 

⑤活動方法 

共同購入・個別配達・夕食宅配事業の

日常業務（食料品や雑貨などの配達、ほ

か非組合員も含めた訪問活動）におい

て、毎週同じ曜日（夕食宅配事業におい

ては月曜日から金曜日までの毎日）の同

じ時間帯に、基本的に同じ職員が訪問を

行うという「顔がみえる関係」という特

性を生かし、訪問時に異変を察知した場

合や各種相談を受けた場合に、各市区町

村の連絡窓口に通報・相談する活動を、

県内全域（中山間部・有人離島含む）に

て展開しています。 

 

⑥ 工夫点 

 職員研修の一環として、見守り活動のほ

か、認知症サポーター養成・ニセ電話詐欺

事例・ＡＥＤ操作などに関する教育の機会 

を設けているほか、幹部職員の会議の場

において、他の範となる行動を行った職

員本人より事例報告を行うとともに、代

表理事理事長より「表彰状」および「金

一封」を授与しています。 

当組合では、ニセ電話詐欺被害の防止

も、見守り活動の一環として位置づけて

おり、組合員や地域のみなさまを対象に

「詐欺被害防止講演会」の開催や「ニセ

電話気づかせ隊」（※）への登録及び夕食

宅配事業において、被害防止チラシの配

布を行っています。 

また、県内で「サロン活動」を実施す

るグループ等に活動費用の一部補助制度

を創設しています。 

平成２８年５月には、福岡県（高齢者地

域包括ケア推進課）のご協力のもと、活動

の意義の再確認や、地域ごとの事例や課題

の共有を目的に、県内市区町村の担当職員

のみなさまと当組合役職員による「地域見

守り活動に関する研修・交流会」を開催し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ニセ電話気づかせ隊 

ニセ電話詐欺（特殊詐欺）の被害の急増を

受け、福岡県と福岡県警は、この撲滅を目

的とした「ニセ電話気づかせ隊」参加団体

の募集を平成２７年に開始。「ニセ電話気

づかせ隊」として登録された金融機関、事

業所、ボランティア団体等は、ニセ電話に

より騙されている（又はそのおそれのある）

高齢者等への声掛け、被害防止に係る広報

啓発活動を行う。 

 

 

１４ 
事業所型 



 

⑦成果 

●福岡県との「見守りネットふくおか」

協定締結（平成２５年１２月）以降の

救命実績は４２件・ニセ電話詐欺の未

然防止実績は２件です。 

●配達担当者全員（６８９名）が「認知

症サポーター」養成講座の受講を完了

しました。 

●福岡県との上記協定の締結ならびに、県

内市町村との「ひとり暮らし高齢者等の

見守り活動に関する協定」の締結によっ

て、異変を察知した際の対応方法が明確

になりました。 また、職員の意識の高

揚にもつながっています。 

●平成 29年 3月、「平成２８年度福岡県ひ

とり暮らし高齢者等見守り活動に関す

る知事表彰」を授与していただきました。 

●これらの活動を含め、平成 30 年 5 月、

「消費者支援功労者表彰（内閣府特命担

当大臣表彰）」を授与していただきまし

た。 

⑧ 課題 

 職員の人事異動に伴う、取組みの継続。 

 

⑨ 課題に対する対応 

 職員研修や事例報告・表彰の場の継続。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 代表者、事業者等の声 

当組合は、高度経済成長期の「経済合理性

を優先することによる、さまざまな公害」

「大量生産がもたらした食品添加物多用

の問題」「第一次オイルショックによる狂

乱物価と混乱」などという課題の中で、「子

どもたちに安心して食べさせることがで

きるものを」と願う母親たちの市民活動か

ら誕生したという歴史があります。 

現在、それから、３０年以上が経過し、

「少子高齢化の進行」「家族の体系や意識

の変化」「地域の連帯感の希薄化」「過疎化」

などという現代の課題の中で、当組合のも

つ商品配達・訪問のネットワークを生かし、

ひとり暮らしの高齢者等も含め、福岡県民

のみなさまが安心して生活できる地域づ

くりの一躍を担っていきたいと考えてい

ます。 

 



①ｴﾌｺｰﾌﾟ生活協同組合（福岡県朝倉市・東峰村） 

（構成：朝倉市杷木林田仮設団地、東峰村仮設団地両自治会、エフコープ生活協同組合） 

 ②地域別：中山間地 

 ③仕組・形態別：参加型（食事会）・事業者型 

④《活動主体の概要》（平成 30 年 6 月 30 日現在） 

 ○総 人 口：計 159 人 

 ○世 帯 数：計 71 世帯 

○地理的構造：福岡県中南東部に位置し、大分県と隣接する地域。標高 600～900 メ

ートル級の山地と、山々に囲まれた盆地。 
 

⑤活動のきっかけ 

平成 29 年 7 月九州北部豪雨災害の発生

と応急仮設住宅（建設型）が設置されたこ

と。 

エフコープ生活協同組合では、「東日本

大震災」や「平成 28 年熊本地震」の発生

にあたり、東北地方（岩手・宮城・福島県）

や熊本県内の生活協同組合とともに、その

被災地支援活動を担っており、その経験か

ら、応急仮設住宅での高齢者等の見守り活

動の必要性を認識し、朝倉市・朝倉郡東峰

村に設置された応急仮設住宅の両自治会

に同活動の実施を提案しました。 

 

⑥活動方法 

朝倉市・朝倉郡東峰村各 1 ヶ所の応急仮

設住宅集会所にて、それぞれ概ね隔週に 1

回の頻度で、住民のみなさまに参加を呼び

かけて「夕食会」を開催しています。 

 

⑦工夫点 

日中在宅のひとり暮らし高齢者等だけ

のコミュニティづくりでは、見守り活動と

いう点では限界があると考え、就労されて

いる方も含め、より多くの参加者が見込め

る平日夜間に開催しています。 

また、「東日本大震災」や「平成 28 年熊

本地震」といった過去の大規模自然災害の

風化防止と復興応援を意図して、献立は基

本的に東北地方や熊本県の郷土料理とし、

また、その食材の大半を同地方や同県内 

から調達しているほか、季節ごとのイベン

ト（クリスマス・年越し・節分・バレンタ

イン・節句・母の日など）も意識した内容

としています。そのことが、住民のみなさ

まのあいだでも話題となり、参加のきっか

けにもなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、前述のご縁から、福島・熊本両県

内の応急仮設住宅役員のみなさまにも来

訪いただき、交流の場づくりも行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所型 
1５ 

これまでの主な献立 

○岩手県：あい鴨鍋・三陸産さんま炭火焼・
三陸産わかめごはん 

○宮城県：はっと汁・仙台麩・いも煮 

○福島県：こづゆ・川俣シャモ・いか人参・
ほっき飯・福島牛・浪江焼そば 

○熊本県：だご汁         など 



 

⑧成果 

平成 29 年 9 月の活動開始より平成 30

年 7 月 5 日（災害発生から満 1 年）まで

に、2 ヶ所の応急仮設住宅集会所にて、計

37 回の「夕食会」を開催し、のべ 3,026 名

にご参加いただきました。  

一般的に、女性と比べ、同種の活動への

参加が少ないと言われる男性がアルコー

ル飲料を持ち込んでの参加も多く、目的の

ひとつとしていたコミュニティづくりを

通じた見守り活動は、概ね達成できている

ものと思われます。 

※現在までに、「孤立死」といわれる事案

は発生しておりません。 

 

寄せられたお手紙の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

⑨課題 

応急仮設住宅（建設型）の解消後（平成

31 年度予定）のコミュニティづくりと見

守り活動。 

 

⑩課題に対する対応 

同住宅解消後の、市内・村内各地域にお

けるコミュニティづくりと見守り活動に

ついて、両自治会役員のみなさまと協議を

開始しています。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

わが国の生協の歴史を振り返ると、第一

次世界大戦後の不況下で苦しむ人々の生 

活の安定のために創設され、また、その直

後の関東大震災の発生にあたりましては、

いち早く救援活動にとりくまれたことが

記録されています。 

そのＤＮＡは、今日まで受け継がれ、平

成 29 年 7 月に発生した「九州北部豪雨」

災害では、全国の生協やお取引先様からの

ご支援をいただきながら、微力ではありま

すが、様々な活動を担わせていただきまし

た。 

これからも、被災されたみなさまが安心

して暮らせる地域づくりのお手伝いを継

続していきたいと考えています。 

 

※参考資料：西日本新聞朝刊記事 

（平成 30 年 6 月 29 日付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①佐賀市高齢者見守りネットワーク（おたっしゃ見守りネット） 

（佐賀県佐賀市） 
（構成：協力機関、協力団体、協力事業所） 

②《活動主体の概要》 

 ○総 人 口： 234,621 人（H28.4.1 現在） 

○高齢者数： 61,270 人 

 ○世 帯 数： 97,366 世帯 

 ○産業構造 ：第 1 次産業 7.0％、 

第 2 次産業 19.2％、 

第 3 次産業 73.8％ 

 ○地理的構造：南は有明海に面し、北は脊振・天山山系により福岡県と隣接している。 

 

③活動のきっかけ 

高齢者が住み慣れた地域で安心して生

活し続けられることを目指し、平成 21 年

に概ね中学校区に１ヶ所、全 15 ヶ所の地

域包括支援センター（愛称：おたっしゃ本

舗）を設置した。 

独居高齢者や高齢者のみの世帯の増加

に伴い、身体機能の低下や認知症等で何ら

かの支援が必要な高齢者が増加し、地域で

の見守り体制を強化する必要があった。 

地域で高齢者と接する機会の多い店舗

や訪問事業者等、日頃の業務の中で高齢者

をさり気なく見守り、あたたかい言葉かけ

や対応をしてもらうことで、まずは高齢者

が安心して買い物や手続等ができる高齢

者にやさしい地域をつくり、その中で高齢

者の異変に気づいた時は、おたっしゃ本舗

に連絡をして頂くことで、高齢者の尊厳や

生命に関わるような事態にも速やかに対

応できるネットワーク体制を構築してい

きたいと考えた。 

 

④活動方法 

・佐賀市の担当者が、協力機関（警察署・

消防署・社会福祉協議会・行政機関等）及

び協力団体（自治会・民生委員児童委員協

議会・医師会・歯科医師会・薬剤師会・商

工会・老人クラブ連合会・校区社会福祉協

議会等）に趣旨説明を行い「高齢者見守り

ネットワーク事業賛同書」の提出を依頼。 

・各おたっしゃ本舗で、地域の高齢者に関

わる店舗等を訪問し、おたっしゃ本舗の活

動紹介と見守りネットワークの趣旨説明

及び「高齢者見守りネットワーク事業登録

承諾書」の提出を依頼。 

・承諾書の提出があった事業者は協力事

業者として登録し、「高齢者見守りネット

ワーク事業協力事業者登録証」を交付。 

・登録事業者の目印として、店舗や車にス

テッカーを貼って頂く。 

・事業者名を佐賀市のホームページで公

表。 

 

⑤工夫点 

・必要な時に直ぐに電話で連絡できるよ

う、連絡先や連絡のポイントを記載した紐

付のカードを配布し、目に付くところに下

げておいてもらっている。 

・生命に危険が及ぶような事態には、個人

情報の保護よりも生命の保護が優先され

る事を伝えている。 

・登録承諾の有無に関わらず、高齢者への

あたたかい声かけや対応をして頂くこと

で、高齢者が安心して買い物や手続ができ

るような高齢者にやさしい地域づくりに

協力してもらうよう依頼している。 

１６ 
事業所型 



・認知症の方の理解及び対応を学んでも

らうために、認知症サポーター養成講座の

受講案内をしている。 

・全登録事業者宛に「おたっしゃ見守りネ

ット便り」を発行し、事業について改めて

周知と協力依頼を行い、連絡事例の報告を

行った。 

 

⑥成果 

・平成 24 年 10 月～平成 28 年 12 月末 

登録事業者数 1,041 

事業所連絡件数 2,113 件 

【連絡と対応例】 

・買い物に来て、家がわからなくなり帰れ

ないとの連絡。警察と連携し対応した。 

・電気代が未払いで電気を止めようとし

ているが高齢でもあり心配との連絡。訪

問し確認すると、認知症が進み生活全般

の支援が必要な方であった。 

・新聞販売店より、新聞が 3～4 日分郵便

受けに溜まっているとの連絡。室内で倒

れてあるところを救出し一命を取り止

めた。見守りネットワーク事業を広める

ことで、地域の人達自身の関心を高める

ことに繋がっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦課題 

・1,000 件位の登録事業者の住所変更や店

舗の閉店等の修正や管理が困難。 

・小規模の地域では、定期的に登録事業者

を集めての研修や情報交換の場を持つ事

ができているが、規模の大きい地区は事業

者が多く困難。 

・個人情報保護のため登録に協力しても

らえない事業者があるが、厚労省からの文

書等も提示し見守りと連絡の必要性を伝

えたい。 

・登録事業者には認知症サポーター養成

講座を受講してもらうことで、高齢者にや

さしい地域づくりに生かしてもらいたい。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

・事業所独自でも社会貢献の一貫として

高齢者の見守りを行っている。佐賀市は連

絡体制がきちんと整備されているので良

かった。 

・登録など大げさなことをしなくても、高

齢者を見守るのは当然。これからも見  

守りは続けていく。 

 



①特定非営利活動法人 NPO栄町地域づくり会（佐賀県伊万里市） 

（構成：地区の自治会とか別の団体（会員は地区住民で区長や公民館長等も加入） 

②《活動主体の概要》 

 ○総 人 口： 1,080 人（伊万里市栄町区） H28.4.1 現在 

○高齢者数： 313 人（伊万里市栄町区）＊高齢化率 28.98％ 

 ○世 帯 数： 449 世帯（伊万里市栄町区） 

 ○産業構造 ：伊万里港を活かした工業団地の整備とともに、古くから陶磁器生産も

行われている。梨や葡萄等の果物栽培や肉牛の飼育も盛んである。 

 ○地理的構造：伊万里市は、北部九州の西部に位置し、伊万里湾を東・西・南の三方

から囲む、面積 255.25平方キロメートルの市域を有している。                            

        栄町地区は伊万里市の中心部に位置し、本地区は伊万里市で最も早い

時期に団地が形成され、40 数年が経過した行政区であり急速な高齢化

が進んでいる。市街地に近接する林野地を民間業者による住宅開発に

より、個人住宅に加えて県営住宅やアパート等が混在した地区である。 

 

③活動のきっかけ 

栄町地域の課題である「高齢社会を踏ま

えた地域対策」の取り組みとして「栄町地

域づくり会」を平成 21 年 6 月に設立し、

最初の活動として独居高齢者世帯への「住

宅用火災警報器」の共同購入斡旋とボラン

ティアによる取付け支援活動を行った。 

平成 24 年 12 月に NPO 法人の認証を受

けて「NPO 栄町地域づくり会」を設立し、

「支えあい」をキーワードに高齢者が住み

慣れた地域で安心して住めるまちづくり

推進のための支援活動に取り組んでいる。 

 

④活動方法 

・空き店舗を活用し、高齢者への様々な福

祉サービスを提供する交流と活動の拠点

として「栄町ふれあい館」“支温の家”の

開設 

・毎月第 2・第 4木曜日に「ふれあいプラ

ザ」を栄町ふれあい館“支温の家”で開設

し、カラオケや麻雀、ゲーム、健康講座等

の社会参加活動を支援している。 

・一人暮らし高齢者 75 歳以上世帯を対象

に、見守り（安否確認）を兼ねた週 1回の

「見守り弁当」配食支援事業で食器回収と

あわせ週 2回安否確認をしている。 

・「救急医療情報キット」の情報を見直し、

医療介護情報等を記載した独自の「栄町

医療介護カルテ」を整備し、情報をデー

タベース化して活用している。 

・地区のリサイクル搬出日に、軽トラで童

謡の曲と放送案内をし、独居高齢者宅を訪

問してリサイクル回収支援を兼ねて安否

確認を行っている。 

１７ 参加型 

 

 

 

 



・地域のケーブルテレビと連携し、テレビ

を活用した高齢者安否確認システムや

タブレットによる弁当注文システム開

発などの見守りシステム実証実験を行

った。 

・地域住民に認知症のことを知ってもら

うため、医師や介護経験者を講師として市

民公開講座を開催し、普及啓発を行った。 

 

⑤工夫点 

・栄町ふれあい館“支温の家”は、高齢者

なら自由に入館できるようにダイヤル鍵

にしており、カフェテーブルは天板を除く

と麻雀卓（牌付）になるように工夫。 

・カラオケ機器の使用（無料）や珈琲バリ

スタ機器（1杯 10円）の使用は、誰でも出

来るように利用方法を掲示しており、利用

者自身が使用するように工夫。 

・見守り弁当配食は、配達を気の毒がらな

いよう配達料 25 円を徴収して配達者に渡

し、弁当を支温の家に取りに来る者には

25 円を還付するなど安否確認などに工夫。 

・支温の家には認知症予防としてタブレ

ットを 10 台置いており、来館時にはいつ

でも自由に I T機器タブレットに触れ、天

気予報を閲覧しゲームが出来るように工

夫。 

 

⑥成果 

・栄町ふれあい館“支温の家”を整備した

ことにより、高齢者の社会参加意欲の高揚

が図られるなかで、高齢者が「見守り弁当

配食支援」の担い手として活躍している。 

・栄町医療介護カルテのシステム開発と

実証により、高齢者が安心して暮らせる

地域づくりとしての独自の取り組みが社

会的に認められて高い評価を得ている。 

・高齢者健康マージャン大会や健康ラジ

オ体操などの社会参加と医療介護カルテ

整備で「医療・介護・生活支援・救急災害・

社会参加」の一体的な提供に効果を上げた。 

・認知症に関する公開講座には 80 名の住

民が参加し、認知症に関する理解を深めた。 

⑦課題 

地域独自の「地域力」の創造に繋がる仕

組みづくりのために、高齢者の交流拠点

「栄町ふれあい館」“支温の家”を地域の

拠点としてさらにグレードアップし、地域

に密着した独自の支援活動を図る必要が

あることから、高齢者や幼児などの世代の

交流促進と地域コミュニティ活動など地

域全体の健康を目指した拠点整備「地域ウ

ェルネス拠点整備研究」に取り組み、その

方向性を示した報告書を作成し、市長へ報

告した。今後の活動の最も大きな課題は資

金の確保であり、行政の支援や企業等の民

間活力の導入を図りながら、長期的視野で

整備を進めることが肝要と考えらえれる。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

「地域ウェルネス拠点整備研究」は、そ

の対象は幼児から高齢者で、支温の家での

「ふれあいプラザ」や「見守り弁当配食」、

「医療介護カルテ」に、新たに「宅老所」

や「子ども園」、「児童クラブ」、「福祉避難

所」、「救急ヘリ離着陸場」を加えた地域の

住まいとして整備するものであり、厚生労

働省をはじめ、文部科学省、国土交通省と

多岐にわたって関連する活動である。 

こうした研究は新たな課題である在宅

医療介護などの支援活動体制づくりとな

るものであって「地域ウェルネス拠点整備

研究」への取り組みは今後の更なる「地域

力」の向上に繋がるものであり、他地域の

モデル事業になるものと確信する。 

 

⑨その他 （関係機関の協働体制による

「公助対策」の支援） 

 「自助対策」と「共助対策」の充実に向

けて取り組んでいるところであるが、こ

うした活動には関係機関の協働体制によ

る「公助対策」の支援が強く望まれる。 



①吉野ヶ里町社会福祉協議会（佐賀県吉野ヶ里町） 
（構成：社会福祉協議会、警察署、消防署、大学、町役場等） 

 ②地域別：都市部・中山間地・漁村部・離島部・その他（   ） 

 ③仕組・形態別：生活支援型（配食・移送支援等）・参加型（サロン・食事会等）・ 

自治体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・その他（   ） 

④《活動主体の概要》（平成 28 年 4 月 1 日現在） 

 ○総 人 口：16,197 人 

○高齢者数：3,671 人 

 ○世 帯 数：6,096 世帯 

 ○産業構造：米や麦、いちご、アスパラガス等を中心とした農業生産が盛んにおこな

われている。また、長崎高速道路の東脊振インターチェンジ等を拠点と

して製造業を中心とした企業誘致も行われている。 

○地理的構造：佐賀県の東部に位置し、南北に長い約 43.99 平方キロメートルの面積

を有する。北は脊振山地の山間地、南は佐賀平野の平坦な土地で構成さ

れている。豊かな自然環境に加えて、吉野ヶ里歴史公園や日本茶栽培発

祥の地である霊仙寺跡など歴史・文化資源にも恵まれた町である。 

 

⑤活動のきっかけ 

 町内で、認知症の行方不明者が、年に何

度か発生するようになり、その度、町役場

や社会福祉協議会、警察署、消防団などと

捜索活動を行うことが必要となっていた

ことから、行方不明者の発生防止や迅速な

発見に繋がる地域づくりを進める必要性

を感じ、活動を開始した。近隣には、町内

を管轄する警察署（神埼警察署）や福祉・

医療分野の専門学部を有する大学（西九州

大学）があることから、このような環境を

活かし、関係機関と連携を図りながら活動

を展開している。 

 

⑥活動方法 

（「温かい声かけ訓練」の実施） 

まずは、地域住民に認知症に対する理解

を深めてもらう必要があると考え、大学と

連携し、認知症について学ぶためのテキス

トを作成し、町民を対象に認知症に関する

研修会（認知症見守り隊養成講座）を開始

した。また、町内の若い人に対しても認知

症に関する理解を深めてもらうため、大学

や警察署と連携して、町内の中学生を対象

にした認知症見守り隊養成講座も実施し

ている。講座で学んだ知識を活かし、町民

が実際に認知症のお年寄りと接すること

ができるよう、徘徊模擬訓練として広く町

民参加型の「温かい声かけ訓練」を実施し

ている。 

（「きっと安心」の普及） 

一人暮らしの高齢者世帯等の救急時に

救急隊員等に必要な情報を迅速に知らせ

るため、高齢者の緊急連絡先や既往歴など

を記入した用紙を容器に入れ冷蔵庫に取

り付ける「きっと安心」の取組を開始。町

内の高齢者が広くこれを活用している。 

 上記の他、本社会福祉協議会ではコンビ

ニエンスストアと連携し、買い物に出かけ

ることが難しい高齢者へ移動販売のサー

１８ 
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ビスを提供するなど、

積極的な活動を展開し

ている。 

 

⑦工夫点 

 単発のイベントではなく、町民の生活に

浸透する活動が必要と考えており、見守り

隊養成講座は、３カ月に１回定期的に開催

することで、継続的な普及啓発と実際の行

動につなげる講座としている。また、中学

生を対象にした講座では、大学の先生や学

生も講師として参加し、脳の記憶の仕組み

をボールを使って体感的に勉強するなど、

中学生が楽し

く学びながら、

印象に残る講

座となるよう

工夫している。 

 徘徊模擬訓練は、社会福祉協議会だけで

なく、警察署、町役場、商店などの関係機

関が企画段階から参画し、打合せを重ねて

効果的な訓練となるよう工夫し、広く町民

の参加を募るため、訓練前に全戸に案内の

チラシを配布したり、町内放送で呼び掛け

るなど積極的な周知を図っている。 

 「きっと安心」の普及に当たっては、消

防署と打合せを行い高齢者と消防署の双

方が使いやすい様式となるよう工夫する

とともに、活用を普及するため各公民館等

で丁寧な説明会を行っている。 

 

⑧成果 

 「温かい声かけ訓練」では、認知症役の

人に、町内の子供から大人まで延べ１５１

名もの町民が声掛けを行った。訓練では、

認知症の方に声を掛けてもらうだけでな

く、その場で社会福祉協議会に電話をして

もらい関係機関との状況共有まで行うな

ど実践的な訓練を行っている。訓練参加し

た町民からは、「実際に声を掛けるのはど

きどきした。訓練の機会があって良かった」

など訓練の必要性を実感する感想が多く

出され、子供達も自分で考えて高齢者に接

する良い学びの機会になり、地域が一体と

なった見守りの体制が作られている。 

 「きっと安心」については、既に町内で

７００名を超える高齢者が、実際に活用し

ており、高齢者の救急の際に、迅速・円滑

な情報共有が可能となっている。 

 徘徊模擬訓練の様子はテレビや新聞で

も紹介されるなど、地域の内外にその活動

が発信され、県内外の他地域から問合せや

講演の依頼もあるなど、見守り活動の先進

事例として他地域の参考にもなっている。 

 

⑨課題 

 高齢者の見守り活動が地域に根付くに

は、これまでの活動を継続的に行う必要が

あると考えており、見守り隊養成講座や徘

徊模擬訓練を今後も継続して行う予定と

している。また、高齢者に地域で元気に暮

らしてもらうためには、見守り活動に加え

て、日頃からの認知症予防や進行防止の取

組が重要になると考えている。 

  

⑩課題に対する対応 

 認知症予防については、大学と連携し、

試験的に認知症予防の体操の取組を町内

で開始している。今後、このような活動を

充実させ、町民主体の活動として広く町内

に展開させていきたいと考えている。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

 高齢者の見守り活動を通じて、警察署や

消防署、大学、町役場など顔の見える信頼

関係が構築されており、それが地域の力と

次の活動への原動力になっていると感じ

ている。地域の様々な関係機関と連携しな

がら、地域の人に必要とされる活動を行っ

ていくのが社会福祉協議会の使命と考え

ており、今後も積極的な活動を展開してい

きたい。



① 佐賀県基山町（認知症声かけ訓練を中心とした見守り活動） 

（構成：町役場、警察署、介護事業所、社会福祉協議会等） 

②  地域別：都市部・中山間地・漁村部・離島部・その他（   ） 

③  仕組・形態別：生活支援型（配食・移送支援等）・参加型（サロン・食事会等）・ 

自治体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・その他（   ） 

④ 《活動主体の概要》（平成 28 年 4 月 1 日現在） 

 ○総 人 口： 17,376 人（H28.4.1 現在） 

○高齢者数： 4,712 人（高齢化率：27.12％） 

 ○要介護認定者率： 15.48％ 

 ○産業構造：町内を主要道路や高速道路が縦走した交 

通の要衝地として、製造業の工場誘致等 

が行われている。 

 ○地理的構造：佐賀県の東部に位置し、福岡県（筑紫野市・小郡市）、鳥栖市に接する

面積 22.15 平方キロメートルの町。キャッチフレーズは、アイが大き

い基山町～住む人にも訪れる人にも満足度№１のまち基山～ 

 

⑤ 活動のきっかけ 

町の高齢化率は 2016年で約 27％である

が、2025 年には約 37％まで上昇し、急速

な高齢化が見込まれている。また、独居高

齢者や高齢者世帯の増加に伴い、認知症や

行方不明に関する相談も増加している。 

町では、月１回の頻度で認知症キャラバ

ンメイト連絡会を実施し、認知症に関する

事業について様々な意見交換を行ってい

るが、認知症になっても安心して暮らせる

町を目指すため、福岡県大牟田市や筑紫野

市の模擬訓練に、町職員やキャラバンメイ

ト等が自主参加し、先進地を参考に、平成

27 年度より認知症声かけ訓練を開始した。 

（訓練の目的） 

○認知症の人への「気づき」の目を養う 

○気がかりな高齢者に勇気を持って「声か

け」ができるようになる 

○認知症になっても安心して暮らせる町

をめざし、関係者の「連携ネットワーク」

をつくる 

 

⑥活動方法 

（事前準備） 

・平成 27 年度は第７区、平成 28 年度は

けやき台地区（14～17 区）をモデル地域と

し、各区長に対して説明を行った。 

・各区で住民参加者を対象に認知症サポ

ーター養成講座を実施し、声かけ訓練の概

要の説明やうちあわせ等を実施した。 

・地域内の事業所や警察、介護サービス事

業所、社会福祉協議会、地域包括支援セン

ター、病院等の関係機関やキャラバンメイ

ト等の関係者に当日の協力依頼を行った。 

・事前準備や当日の流れ等の詳細の打合

せを、キャラバンメイト連絡会で行った。 

（当日対応） 

＜27 年度＞（第７区）参加人数 約 100 名 

以下の流れで訓練を実施した。 

○班ごとに、協力呼びかけ係、認知症高齢

者係、記録係を決め、各グループごとに対

象地区の世帯や事業所（コンビニやガソリ

ンスタンド等）を訪問（※認知症高齢者が

道に迷って近くの家を訪ねる想定）。 

○認知症高齢者が訪問した家の住民が認

知症高齢者に対して声かけを行う。 

○声かけ終了後、記録係が「ありがとうカ

ード」を渡し、訓練の趣旨や対応法を説明。 

○記録係が住民の反応や接し方等の状況

を記載。 
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○訓練終了後、認知症高齢者捜索の現状に

ついて警察署からの講話を行い、最後に各

班から感想や反省等の発表いただいた。 

＜28 年度＞（けやき台）参加人数 約 90 名 

以下の①～②の流れで訓練を実施した。 

①行方不明高齢者の情報を参考にしなが 

ら、各班が歩いて捜索を行い、発見した際 

に高齢者に対して声かけを行う。 

②対応後、事務局へ発見場所や時間等を連

絡（報告）するという流れで訓練を実施。 

※主な役割分担は以下のとおり。 

・認知症高齢者役 

・認知症高齢者補助役：高齢者の誘導時間

管理、写真撮影等を実施 

・捜索班：認知症高齢者を発見した際に、

交代で１名ずつ声かけ 

・記録係：声かけの状況を記録 

・救護班：看護師が対応 

・事務局：各班より報告を受け、地図上に

発見状況を整理 

・総括：進行、写真撮影等(町役場) 

 

⑦工夫点 

・27 年度は区長や組合長より訪問する世

帯や事業所に事前に打診していただいた。 

・27 年度及び 28 年度は、認知症高齢者役

に対してお声かけをしていただいた方に

対して渡す「ありがとうカード」を作成し、

28 年度は、認知症高齢者役と間違って声

かけた方に対して渡す「ごめんなさいカー

ド」を作成した。「ごめんなさいカード」

には訓練の主

旨を記載し、

地域住民の理

解が得られる

よ う 工 夫 し

た。 

 

⑧成果 

・27 年度は、コンビニやガソリンスタン

ド等の職員にも声かけを体験していただ

いたのがよかった。実際に認知症の方が来

られ対応したことがあるとの話もあった。 

・参加者からは声のかけ方に関して戸惑

いをもったという意見が多くあがり、声か

けの難しさに気付いてもらう効果があっ

た。また、勇気をもって声をかけるという

行動はどの参加者も達成できていた。 

・認知症高齢者役の方は、当事者の気持ち

を考えながら演じることで、

声のかけられ方で不安を感じ

たり、安心感が持てたりなど、

当事者の気持ちの理解にもつ

ながった。 

 

⑨課題 

・声かけのポイント等を事前に詳しく説

明をすることで、ある程度声かけのイメー

ジをもっていただいた方が良いと感じた。 

・事前研修である認知症サポーター養成

講座は実施済みであったが、声かけ訓練自

体の事前研修をする必要があると思われ

た（町の高齢化率を伝えて、認知症に対す

る意識を高めてもらったり、声かけのポイ

ントをより詳しく伝えたりするなど）。 

 

⑩課題に対する対応 

・これまでの課題を踏まえて、より良い見

守り体制づくりができるように、今後の活

動を進めたいと考えている。 

 

⑪代表者、事業者等（参加者）の声 

・事前に認知症サポーター養成講座を受

けていたので、予備知識があってよかった。

ケースバイケースで対応の仕方が変わる

が、連絡方法として、警察に連絡するのが

一番いいと感じた。 

・実際に行方不明者が発生した時の連絡

網は必要で、連絡体制を考える必要がある。

区の事業計画として取り組んでいきたい。



①島原市高齢者等見守りネットワーク協議会（長崎県島原市） 

（構成：島原市、（一社）島原市医師会、ネットワーク委員３０団体、 

連携協力２団体、協定締結事業者６２者） 

 ②地域別：都市部                             （QR コード） 

 ③仕組・形態別：自治体全域型 

④《活動主体の概要》（平成 30 年 4 月現在） 

○総 人 口：４５，３８５人  

○高齢者数：１５，１８１人                    

○世 帯 数：１９，５５６世帯                  

○産業構造：専業分類別の人口は、第１次産業では農業、第２次産業では建設業及び 

製造業が、第３次産業では卸売・小売・飲食業及びサービス業が多い。 

○地理的構造：長崎県の南東部にある島原半島の東端に位置し、中央部の眉山を中心 

として東側の有明（構成：島原市、（一社）島原市医師会、ネットワーク委員２５団体 

 

③活動のきっかけ 

高齢化の進展に伴い、本市では３人に１

人が高齢者という現状にあり、高齢者のみ

の世帯も年々増え続けています。また、高

齢者の孤立死、詐欺被害の発生など高齢者

を取り巻く現状はますます厳しさを増し

ていることから、地域において日常生活や

仕事の中で、あいさつなどを通じてさりげ

なく高齢者に接し、見守っていくためのネ

ットワークづくりを進める必要性を感じ 

ていました。 

このような背景から、平成１９年度に組

織を立ち上げていた「島原市高齢者虐待防

止ネットワーク会議」について虐待に限ら 

ず高齢者等に関する異変にも対応する組 

織へと拡大し、行政や地域が一体となって 

 

 

高齢者等の見守りを実施し、高齢者等が安

心して生活できる地域社会づくりを推進

するために、「島原市高齢者等見守りネッ

トワーク協議会」として設立（平成 23 年

11 月）しました。 

 

⑥活動方法 

平常の業務中に高齢者等の事故又は異

常を発見した際、市や島原市地域包括支援

センターへ通報することによって、早期発

見及び早期対応に向けた連携体制を構築

するために、島原市と島原市地域包括支援

センターの母体である（一社）島原市医師

会、民間事業者の３者間で協定を締結して

います。 

自治体全域型 
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【島原 SOS】 
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また、認知症について理解を深めるため、 

高齢者等見守りネットワーク講座を地区

ごとに開催し、認知症について学び、地域

で支えられるように努力しています。併せ

て認知症サポーター養成も行っています。 

この他、認知症高齢者とその家族への支

援及び行方不明高齢者の早期発見・保護に

努め、住み慣れた地域で安心した生活を確

保できることを目的とした「ＳＯＳおかえ

りネットワーク」も構築しています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦工夫点 

連携協力・協定事業者、ネットワーク委

員が一堂に会する「全体会議及び連携協

力・協定事業所連絡会」を年２回開催して

おり、見守りに関する情報の収集や交換、

他機関との連携構築、実施上の諸問題につ

いての協議を行い、住み慣れた地域で安全

安心に生活できるよう努めています。また、

年に 1 回は交流会を開催し、行政と地域、

民間事業者相互の円滑なコミュニュケー

ションを図っています。 

 

⑧成果 

高齢者等見守りネットワーク協議会の

趣旨・活動に賛同していただいた民間事業

者と順次協定を締結しており、現在の協定

締結事業者は６２者と拡大傾向にありま

す。さまざまな業種の事業者との協定締結

により、見守り体制の強化・充実が図られ

ています。 

「SOS おかえりネットワーク」では、警

察署の協力もあり、登録者の情報を共有し

ています。 

登録者には割り当てられた番号が記載

されている QR コードを所持品に貼って

もらうことで、高齢者を保護したと住民か

ら通報を受けた際に、高齢者本人が QR コ

ードを貼り付けていた場合、QR コードの

番号から氏名や住所が判明し、早期に対応

ができた事例があります。 
  

⑨課題 

「SOS おかえりネットワーク」の登録

者が行方不明になった時に、協議会に参画

する団体・事業所へ情報配信を行う「SOS

配信模擬訓練」を、平成 29 年度に初めて

実施しました。メールや FAX だけでは配

信に気付かない場合があり、配信方法につ

いて今後検討が必要であると考えていま

す。また、気になる高齢者への声の掛け方

に不安を感じるという声もありました。 

 

⑩課題に対する対応 

「SOS 配信模擬訓練」の継続実施など、

裾野を広げていく取り組みも並行して行

いながら、地域全体で見守りを行う体制づ

くりを充実させていく必要があると考え

ています。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

協議会に参画する団体・事業所の代表者

が全体会議に出席することで、本協議会の

活動内容を知り、見守り活動について考え、

さらに、他事業者の取り組みなど参考にな

り有意義であったとの声もありました。 

「SOS 配信模擬訓練」は、協議会の団体

や事業所の代表者だけではなく、所属員も

対象とした模擬訓練であったため、見守り

に対する各個人の意識が向上したという

声が聞かれています。 

 協議会の運営の核となる組織が主体的

かつ積極的に取り組んでいることで、さら

に密な見守り体制の構築が進んでいくも

のとの期待の声も聞かれています。  



①平戸市高齢者見守りネットワーク（長崎県平戸市） 

（構成：自治会・民生委員・社会福祉協議会・老人クラブ・地域包括支援センター・ 

消防署・水道局・見守り協力期間（民間協力事業所）・見守りサポーター） 

 ②地域別：都市部・中山間地・漁村部・離島部・その他（   ） 

 ③仕組・形態別：見守り型・生活支援型（配食・移送支援等）・参加型（サロン・食事

会等）・自治体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・その他（   ） 

④《活動主体の概要》（平成 30 年４月１日現在） 

 ○総 人 口：３１，８３１人 

○高齢者数：１２，２１１人 

 ○世 帯 数：１４，０４３世帯 

 ○産業構造：基幹産業は農林水産業であり、産業別就業者の割合は第１次産業が

19.7％、第２次産業が 18.1％、第３次産業は 60.9％となっている。 

○地理的構造：九州の西、長崎県の最西端に位置し、平戸島、生月島、大島、度島、

高島、の有人島及び九州本土最西部の沿岸に位置する田平と周辺の多

数の島々で構成されている。 

 

③活動のきっかけ 

近年、高齢化が進展し、ひとり暮らし高

齢者の増加が予想されている中で、高齢者

の孤立死、所在不明問題等、高齢者の地域

社会との交流が希薄化している実態が浮

き彫りとなり、支援や見守りが行き届かな

いことによる社会問題が発生しています。 

このような状況の中、平戸市における、

以前の高齢者等の見守り活動については、

各組織、団体が、独自の情報をもとに個別

に活動を行い、情報の共有が図られていな

い状態でした。 

そこで、平戸市は、これらの団体が、ネ

ットワークを結ぶことによって、それぞれ

の見守りに関する情報を集約し、地域全体

で見守りの必要な高齢者等を確実に見守

っていく体制（見守りネットワーク）を構

築することが重要であると判断し、自治会、

民生委員、老人クラブなど既存の組織や団

体に加え、見守り協力機関並びに見守りサ

ポーター等が一体となって、高齢者を見守

るネットワーク体制を平成 24 年度よりス

タートしました。 

 

④活動方法 

見守りネットワーク体制として、配食サ

ービス（週１～７回）時の見守り対応依頼、

いきいきサロンへの助成による高齢者交

流の場の推進、緊急通報システム貸与、シ

ルバー人材センターを活用したインフォ

ーマルサービスの提供、その他見守りネッ

トワーク事業の研修会実施等を行い、地域

包括支援センターは訪問指導事業による

戸別訪問、民生委員は戸別訪問（月１回程

度）、社会福祉協議会はいきいきサロン（月

１、２回）の開設支援、高齢者の随時の相

談に対応し、老人クラブは友愛訪問（不定

期）、自治会は独自に地域住民による見守

り活動等を行っています。 

また、見守り協力機関として登録してい

る民間事業所が高齢者宅へ業務上訪問し

た際等に、高齢者の異変が認められたとき

は、市に連絡し、緊急時には消防署等へ通

報します。 

さらに研修を受けた見守りサポーター

により、対象高齢者宅へ週１回以上の戸別

訪問が行われており、活動状況報告書を毎

月１回市へ提出し、その報告により、高齢
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者の心身の状況を市が確認しています。 

これらの各関係機関、団体は、高齢者見 

守りネットワーク連絡会で情報の共有を

行っています。 

 

 

 

 

⑦工夫点 

 平戸市では各関係機関や団体、見守りサ

ポーター等が年に一度集り、それぞれ事例

紹介を行い、情報の共有をしています。 

 また平成 29 年度には各関係機関や団体、

見守りサポーターの方たちを対象に見守

りネットワーク研修会を開催しました。 

 

⑧成果 

 平成 29 年度は２件の事例がありました。 

１件目は、新聞配達中に具合が悪いと訴

える高齢者を発見し、消防へ通報し引き渡

しました。 

 ２件目は電気料金請求のために訪問し

たスタッフが高齢者から相談をうけ、平戸

市地域包括支援センターへ連絡があり、関

係機関へ繋げることができました。 

 

⑨課題 

 平戸市では見守りサポーターを希望す

る高齢者がいる場合、見守りサポーター登

録台帳から当該高齢者のご近所の方を見

守りサポーターとして要請しています。し

かし、ご近所にサポーター登録者がいない

ため、マッチングがなかなかうまくいかな 

いことがあります。 

また、ICT・IoTを活用した見守り活動に

ついても検討中です。 

 

⑩課題に対する対応 

 現在平戸市では、地域住民が主体的につ

くる独自のネットワーク構築支援を行っ

ています。このネットワークを構築するこ

とにより、見守りサポーター登録者がいな

い場合でも、見守りができるようになると

考えています。 

 ICT・IoTの活用に関しては、高齢者にと

って操作等が負担にならないような見守

りを検討しています。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

 平戸市では、電気、水道、郵便、新聞事

業所、宅配業者、生命保険会社と高齢者見

守りに関する協定を結び、活動いただいて

います。 

 その中で、誰もが安心して暮らせる地

域社会づくりに会社をあげて取り組んで

いる事業所は高齢者だけでなく児童に至

るまで、幅広い見守り活動を積極的に行い

たいということで、独自に見守り活動マニ

ュアルを作成して自発的に活動をしてい

ただいています。



①時津町高齢者見守りネットワーク（長崎県時津町） 
（構成：時津町・見守り協力事業所・時津町民・見守り協力団体（時津町自治会連合 

    会、時津町老人クラブ連合会、時津町民生委員児童委員協議会、長崎県時津 

    警察署、長崎市北消防署浜田出張所、時津町社会福祉協議会、時津町居宅介 

    護支援専門員連絡協議会）） 

 ②地域別：都市部 

 ③仕組・形態別：自治体全域型 

④《活動主体の概要》（平成 29 年 2 月 28 日現在） 

 ○総 人 口：３０，１２９人 

○高齢者数： ７，１３２人 

 ○世 帯 数：１２，９１８世帯 

 ○産業構造：時津町は、商工業のまちで、第一次産業就業者の割合は ２．５％と低   

       く、第二次産業が２３．１％、第三次産業が７４．４％となっています。   

 ○地理的構造：大村湾の南西岸、西彼杵半島の南東部に位置し、北は大村湾に面し、 

        南部から西部にかけては長崎市、東部は西彼杵郡長与町に接していま 

        す。国道２０６号、２０７号が交差するとともに、高速道路は長崎バ 

        イパス、川平有料道路を経由して本町とつながっており、道路網が整 

        備されています。また、大村湾の南西部に位置し、長崎空港からも高 

        速船で約２５分で到着するということで、長崎空港からの１つの玄関 

        口となっており、交通の要衝の地として発展している町です。 

 

⑤活動のきっかけ 

少子高齢化が進展している中、高齢者

の孤独死が社会問題として取り上げられ、

本町においても、昔はご近所づきあいが

盛んで、何かトラブルが起きた時は、誰か

が気付いて、助け合うことが容易でした

が、近年そのような関係性が薄れてきて

おり、対策を講じることとなりました。 

 そこで、本町では、町と関係機関等が連

携して時津町高齢者見守りネットワーク

を組織し、高齢者に異変等が発生した場

合に迅速に対応できる体制を確保するこ

とにより、高齢者が住み慣れた地域で安

心して生活できることを目的として活動

を開始しました。 

⑥活動方法 

各構成員が連携し、日頃の活動や業務

の範囲内で、1 人暮らしや虚弱な方など、

見守りの必要な高齢者をさりげなく見守

る活動に取り組んでいます。その中で、次

のような取り組みを実施しています。 

１）時津町高齢者見守りネットワーク連

絡会 

見守り協力団体の代表者と、見守りネ

ットワークの取組状況や活動の報告を行

い、情報の交換を行っています。 

・年２回（５月・３月）開催 

２）見守り対象者名簿の配布 

地域の見守りが必要と思われる方につ

いて、本人または家族の同意をいただき

名簿に登載しています。 

・警察・・町内全体の対象者名簿 

     （半年に１回更新） 

・自治会長 

 老人会長  各地区の対象者名簿 

 民生委員   

３）地区連絡会 

町内１６カ所の行政区毎に、年１回、各

地区公民館において、話し合う場を持っ

ています。 

参加者・職員（包括・高齢者支援課） 

   ・自治会長 

   ・老人会長 

   ・民生委員 

   ・社会福祉協議会職員 

内 容 

①名簿登載者の情報交換 

②地区での役職活動を通して、名簿に 

２２ 
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   登載されていない『気になる方』の 

   情報交換 

 ③その他 

 ・『地区の課題』の抽出及び意見交換 

 ・『地区の支え合い』の発見 

 ・地域の方からの議題 

 ・社会福祉協議会からの情報提供 

 ・行政側からの情報提供 など 

 ４）見守り協力事業所による活動 

  平成 29 年 3 月 1 日現在、１８の事業 

 所に活動していただいています。 

  

  

 

 

     

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑦工夫点 

  『地区連絡会』として行政区毎に出 

 向いて話を聞いています。 

・地域全体を見ながら、地図に対象者の

マッピングをする。 

・名簿登載者の数は厳選し、負担の軽減

を図る。（精神疾患者など、対応 が

難しい方は、原則、包括対応） 

・徘徊の恐れがある方などは、同意を得

た後、随時、地区民生委員へ情報提供

を行う。 

・新たな情報は、包括職員が持ち帰って

対応し、その関わりについて報告が

必要な方に関しては、主に民生委員

に情報を伝える。 

⑧成果 

 ・『時津町高齢者見守りネットワーク 

  連絡会』や『地区連絡会』を開催す 

  ることで、見守り協力団体間でのネ 

  ットワークがつながり、それぞれが 

  活動しやすい体制づくりが徐々にで 

  きています。 

 ・『地区連絡会』を設けることで、地 

  域の状況を把握しやすくなっていま 

  す。また、地域の情報交換の場とし 

  て有意義なものとなっています。 

⑨課題 

１）いくつかの行政区では、年１回の 

  『地区連絡会』では、足りないの 

  ではないかとの意見があります。 

２）見守り協力事業所の活動を報告  

   する場や機会がないこと。 

 ３）認知症の方の見守り支援では、今 

   後、徘徊者の早期発見等に関して 

   別にもう一歩進んだ対策が必要だ 

   と思われます。 

⑩課題に対する対応 

１）行政主導の『地区連絡会』の回数 

  を増やすことは難しいため、地域 

  の自治会長・老人会長・民生委員 

  の方々が、自主的に開催できるよ 

  うな支援ができればと思います。 

  また、収集した全地区の情報をと 

  りまとめ、他地区の効果的な取り 

  組みなどを参考としていただける 

  よう、フィードバックを行います。 

２）見守り協力事業所の活動状況の情 

  報収集や情報提供を行います。 

 ３）行方不明者等の発生時における情  

   報伝達の仕組みづくりに取り組ん 

   でいるところです。 

⑪代表者、事業者等の声 

 ・各見守り協力団体の活動を報告し合     

    えることで、情報を共有することが   

    でき、連携がとりやすくなっていま 

    す。※時津町高齢者見守りネットワ 

    ーク連絡会参加者より 

 ・自分ひとりで把握できる情報は限ら 

   れており、教えてもらえるので助かり 

    ます。※地区連絡会参加者より 



①小値賀町地域ぐるみの見守り活動（長崎県小値賀町） 

 （構成：地域住民（民生委員・老人クラブ・各地区自治会・社会福祉協議会） 

②《活動主体の概要》（平成 28 年 2 月 1 日現在） 

○総 人 口： ２，６６１人 

○高齢者数： １，２００人 

○世 帯 数： １，２９３世帯 

○産業構造： 

平成 22 年度国勢調査での、小値賀町の産業について、最も従事者が多いのは

農業、次いで漁業となっています。 

以前は漁業者の方が多かったのですが、後継者不足、魚価の低迷、燃油の高騰、

磯焼け問題等が影響し、年々減少傾向にあります。後継者育成制度や全国に先駆

けて漁船の燃油補助等の振興策を実施していますが、長く厳しい状況が続いて

います。農業は、一般財団法人「小値賀町担い手公社」での後継者育成事業など

の効果が表れ、従事者人口の減はあるものの、小値賀町の基幹産業として振興さ

れています。  

また、アイランドツーリズム事業の展開で観光客数は年々に伸びを見せてお

り、観光業は、町の新たな産業として注目されつつあります。 

○地理的構造： 

長崎県五島列島の北端部に位置する外海離島で、小値賀本島を中心に大小１

７の島で構成される火山活動によって生じた珍しい群島です。総面積は２５．４

６ｋ㎡で、島嶼部でありながら地形は平坦であり、複雑な海岸線が織りなす美し

い自然環境に恵まれ、島のほとんどが西海国立公園に指定されています。 

○アクセス： 

小値賀本島へのアクセスは、現在、定期便は船便のみであり、交通の起点とな

っている佐世保市までは航路距離７０ｋｍの位置にあり、フェリーと高速船が

それぞれ１日２往復運航し、所要時間はフェリーが２時間３０分～３時間３０

分で、高速船は１時間２５分～２時間です。また、福岡からもフェリーが１日１

往復運航しており、所要時間は５時間２０分です。 

 

③活動のきっかけ 

小値賀町においては、離島という特性も

あり、島全体の住民同士での結び付きも比

較的強い地域であると思われます。特に、

町内の各地区自治会における老人クラブ

や婦人会などの団体についても、地区内の

住民のほとんどが加入しており、町の行事

の際の手伝いや各団体での活動について

も、活発に行われております。 

また、小値賀では道を歩くと「おはよう」、

「こんにちは」などの挨拶や会釈を行う習

慣があり、島は住民みんなが、一つのコミ

ュニティとして、このように笑顔で交わり

合っているという印象を受けます。 

このように、昔から現在に至るまで、小

値賀町では地域ぐるみでの声掛けや見守

りが必然的に行われており、改めて「きっ

かけ」となるものは無いと考えられます。 

 

④活動方法 

現在、小値賀町においては、高齢者が住

み慣れた地域で安心して暮らすことがで

２３ 
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きる環境づくりを目指して、老人クラブや

各地区自治会において、一人暮らしの高齢

者や、高齢者のみの世帯だけでなく、高齢

者全体に対しての遠目の見守りや声掛け

を行っています。また、民生委員児童委員

における個別訪問により、島の高齢者を見

守る活動を展開してきました。 

 

⑤工夫点 

民生委員児童委員や地域の人からの連

絡があった際、地域包括支援センタ－の職

員がなるべく早く訪問し、現状の確認を行

うようにしている。また、１度の訪問での

解決が困難な場合が多いため、定期的の訪

問を行い、支援につなげています。※小値

賀町において、島内の移動はどんなに遠く

ても車で１５～２０分程度でいける距離

であるため、至急の対応が可能。 

また、民生委員児童委員や老人クラブ等

の定例会等へも出席し、連絡への協力の依

頼やいろんな制度の周知なども行ってい

ます。 

 

⑥成果 

民生委員や地域住民からの情報提供に

より、支援につながって行くケ－スが例年

増えてきています。 

 

⑦課題 

現在小値賀町では、高齢化率が４５％を

越えており、約１，３００世帯中、高齢者

のみ（老老介護、高齢者夫婦等）の世帯が

約２００世帯、独居高齢者のみの世帯が約

３５０世帯と、全世帯の中で高齢者のみの

世帯が約４５％を占めている現状であり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉協議会が実施している、配食サー

ビスの配達ボランティアによる手渡し安否

確認状況。 

配食サービス車は、狭い島の道でも広範囲

を短時間で多くの利用者に配達可能な専用

車であり安否確認に大いに役立っている。 



①五島市高齢者見守りネットワーク（長崎県五島市） 
（構成：民生委員、社協、行政、老人クラブ、警察、民間協力事業者、 

居宅介護支援事業所等 ） 

 ②地域別：離島部 

 ③仕組・形態別：自治体全域型 

④《活動主体の概要》（平成 29年 2月 28日現在） 

 ○総 人 口：38,220人 

○高齢者数：14,183人 

 ○世 帯 数：20,099世帯 

 ○産業構造：水産業、農業 

○地理的構造：五島市は、九州の最西端、長崎県の西方海上約 100㎞に位置していま

す。大小 152の島々からなる五島列島の南西部にあって、総面積 420.90

㎦、11 の有人島と 52 の無人島で構成されています。福江島の西側の

海岸は、東シナ海の荒波を受けた海蝕崖がつらなり、特に大瀬崎の断

崖、嵯峨島の火山海蝕崖は有名です。島全体の景観は美しく、その大

部分が西海国立公園に指定されています。 

 

⑤活動のきっかけ 

 五島市の高齢化率は 37.1％(H29.2 月

末)と、全国平均をはるかに上回るほど少

子高齢化が進展しています。島外に子ども

がおり、家族からの日常的な支援が難しい

一人暮らし高齢者が増加し、高齢者の孤独

死が社会問題となっています。五島市は、

第５期介護保険事業計画から「地域での見

守り体制」の強化を計画実現の取り組みと

して掲げ、高齢者が住み慣れた地域で自立

した生活が送れるまちづくりを目指して

います。 

高齢者の見守り活動については、民生委

員や老人会、社会福祉協議会等各関係機関

等によりすでに実施されており、これらの

見守りの活動の多くはそれぞれの団体の

自主的な活動であり、情報の共有や情報交

換が必要な状況でした。団体の活動を生か

し、できることから始め、各機関に負担な

く長続きすることが必要であると考え、平

成 25 年 7 月に高齢者の見守り活動を実施

している機関・団体による情報の共有・連

携を深めることにより、高齢者が住み慣れ

た地域で安心した生活が続けられるよう

に支援するため「高齢者見守りネットワー

ク連絡会」を立ち上げました。 

⑥活動方法 

(１)高齢者見守り協力支援協定の締結 

新聞販売店や宅配事業所等の民間事業

所と、高齢者宅訪問時、新聞がたまってい

たり、呼びかけに応じない等の異変があっ

た場合、五島市地域包括支援センターに連

絡が入るように協定を締結し、現在までで

7事業所と協定を締結しました。 

また、市内の商店等に 

「高齢者見守り協力店」 

のステッカーを配布し、 

高齢者の見守り活動に協 

力していただいています。 

 (２)民生委員への高齢者名簿の配布 

平成 23 年度五島市高齢者生活調査にお

いて、五島市在住の 65 歳以上高齢者に対

し、生活状況や、かかりつけ医、緊急連絡

先等の情報を聞き取り、情報提供に同意が

あった方に関して、民生委員への情報提供

を行い、日常的な高齢者の見守り活動に役

立ててもらっています。平成 23 年度以降

も、新たに 65 歳になられた方に対してア

２４ 
自治体全域型 



ンケートを実施しており、任期終了時に名

簿を回収し、修正・更新しています。 

(３)高齢者見守りネットワーク連絡会 

  

 

 

 

 

 

 

 

五島市高齢者見守りネットワーク連絡会

の参加機関は、五島市社会福祉協議会、民

生委員・児童委員協議会、老人クラブ連合

会、町内会連合会、介護保険事業所、見守

り協力事業所、警察署、消防署、保健所、

五島市地域包括支援センターの計 35 機関

です。 

年 1～2 回開催しており、各機関の活動状

況の報告や今後の見守り活動の方針・見守

り支援方策の研究を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦工夫点 

 連絡会の中で、高齢者に関する講演や研

修会等の案内を行ったり、詐欺被害や交通

事故など各分野における注意喚起や他機

関への依頼を行っています。生命に危険が

及ぶような緊急時に備え、直ぐに対応でき

るように異常発見時マニュアルを作成し、

訪問時などにマニュアルを持ち歩いても

らうようお願いしている。 

⑧成果 

 民生委員への高齢者名簿の提供や、見守

りネットワーク連絡会参加機関に高齢者

見守りの理解や協力依頼をすることで、関

係機関からの気になる高齢者の情報提供

が増えており、早期に地域包括支援センタ

ーが把握できる体制が出来てきています。 

⑨課題 

 市内全域の高齢者への見守りができて

いるとは言えず、亡くなって１ヵ月も経っ

てしまっていた事例もありました。また、

住所移動や死亡・転出・転入などすべての

高齢者の情報をすぐに把握・管理すること

が難しい現状にあります。加えて見守り協

力機関すべてに高齢者の個人情報を提供

することができないため、孤立したままの

高齢者が潜在している可能性があります。 

⑩課題に対する対応 

 見守りの輪をさらに充実させるため、見

守り協力事業所の増加を図るとともに、一

般の方々の見守りに関する意識を高めて

いく必要があります。また ICTを活用した

見守り活動をふまえ、一人暮らしの高齢者

が安心して暮らせるシステムや、行方不明

者を早期発見するための SOS ネットワー

クの構築も必要です。 

⑪代表者、事業者等の声 

 住民・企業すべてが、見守りの必要性を

より理解し、日頃の業務や訪問の際に高齢

者に声掛けを行ったり、目を向けることで、

高齢者を孤立させず地域全体で支えあう

ことができるのではないかと考えます。今

後とも高齢者が住み慣れた島で安心して

暮らせるよう取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度

平成２7年度

平成２8年度

平成２５年度

内容

・高齢者見守りネットワーク連絡会立ち上げ
・参加機関の事業報告
・連絡網の作成

・アンケート結果報告
・高齢者異常発見マニュアルについて

・高齢者異変時発見の対応フローチャートの作成
・地域ケア会議事例発表

・新規参加機関の紹介
・高齢者の孤独死対策・見守りの課題について

五島市高齢者見守りネットワーク・イメージ図

⑤支援、継続的な ①日常の見守り活動 　　　②連絡・相談 ④連絡、支援依頼

　　　　見守り （あいさつ、声かけ等）
※異変の発見

見守りが必要な高齢者
③状況確認、支援

　五島市地域包括支援センター  （五
島市長寿介護課）
TEL:72-6194

民生委員
消防署

警察署

見守り協力

事業所

町内会

介護保険

関係機関

老人クラブ

保健所

相談機関

高齢者福祉

関係団体



 

①黒髪校区第四自治町内自治会自主防災クラブ（熊本県熊本市） 

（構成：民生委員・児童委員、自治会員、老人クラブ会員、ひまわりクラブ（前身：婦

人会）、その他団体員（趣味サークル団体）） 

 ②地域別：都市部・中山間地・漁村部・離島部・その他（   ） 

 ③仕組・形態別：生活支援型（配食・移送支援等）・参加型（サロン・食事会等）・自治

体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・その他（   ） 

④《活動主体の概要》（平成２９年１月現在） 

 ○総 人 口：住民６５０人、学生１，０００人程度 

○高齢者数：３４．６％ 

 ○世 帯 数：２３０世帯 

 ○産業構造： 学園地域でアパート、マンション業が多い 

 ○地理的構造：都市部で、人口密集地域である。 

 

 

⑤活動のきっかけ 

 自主防災クラブとしての活動開始は、平

成１２年からである。 

当時、平成７年発生の阪神・淡路大震災

の検証結果がまとめられた頃で、生存者の

９５％は隣近所のつながりにより助かっ

たとの分析結果が出たことから、地域ごと

の防災対策の機運が高まり、消防署の声か

けで結成し活動していくこととなった。 

実際防災に取り組む際、どういう方に配

慮しなければならないかという視点で考

え、災害時要援護者マップを作成した。 

見守り対象者がはっきりしていく中で、

民生委員が見守り対象世帯へ声かけを行

う際、きっかけがないと入りづらいといっ

た声や、見守る側、見守られる側のどちら

も気兼ねない見守りをしたいという思い

を形にするため、資源回収を実施するよう

になった。また、当時、自主防災クラブと

しての自主財源がなく、自治会費を一部流

用する形で活動していたため、資金調達の

意味もあった。 

 

⑥活動方法 

結成後、最初に「災害時要援護者支援マ

ップ」づくりに取り組んだ。地域には高齢

者が多く、その中には一人暮らしの方が少

なくないため、会員がお互いに情報を持ち

寄って作成した。 

作成したマップから、校区内を縦横無尽

に走る路地を調査し、緊急車両が走行でき

ないほどの狭い道や、消火活動に必要な消

火栓がない場所が確認できたため、電柱を

移設し道幅を確保する工事を関係各所に

依頼した。また、消火栓の設置が難しい地

区は古くからあった農業用水池を消防水

利に整備し環境を整えた。 

こうした活動を経て、高齢者等の見守り

を効果的に行うため、月 2 回資源回収を行

っている。資源の出し方を見ることで、生

活状況や安否確認ができている。 

なお、集めた資源は回収業者へ持ち込ん

でいる。この売上金の他に、回収量に応じ

て熊本市から助成金が得られ、非常時に必

要な食料や毛布、救援に必要な資機材をそ

ろえている。 

 

⑦工夫点 

 活動開始当初、あまり隣近所の付き合い

がなく、５つの同好会だけがある状況であ

った。趣味を通じた交流ができないかと考

え、地域の方の趣味や特技を確認すること

２５ 
生活支援型 



からはじめていき、現在では２０の同好会

が存在するまでになった。 

地域として助け合いの意識を高めるため、

マップづくりは、会員の情報を集約して作

成した。路地の整備では、会長自らが電柱

移設工事に夜遅くまで立会い、地道な環境

の整備を行った。 

また、地域の中で見守る側、見守られる

側のどちらも気兼ねない見守りをしたい

との思いから、月 2 回の資源回収の機会を

活用し、集積場で住民同士コミュニケーシ

ョンをとっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧成果 

 取組みを通じて、地域としての助け合い

の意識が高まり、それがまた次の活動につ

ながっている。 

見守りの観点では、資源回収の際、集積

場が地域の老人憩いの家広場であるため、

井戸端会議を通じて、地域の困りごと等が

共有され、住民ができることを手伝うきっ

かけとなっている。 

なお、資源回収による収入は年間約１０

０万円で、自治会の活動資金を賄うことが

できている。 

ＣＯ２の排出量の削減にもつながり、環

境貢献にもなっている。 

 

⑨課題 

 課題は２つある。 

まず、この地域は、約半数は熊本大学の

学生たちが住む“学生のまち”であり、今

後は、大学生の力を取り入れて、いかに住

みやすく、安全安心な町内をつくっていく

かが課題である。 

次に、自主防災クラブで把握している見

守り対象者の情報を、個人情報のため、支

援を行う関係者に出せない場合があるこ

とが課題である。 

皆がこのまちに自主防災クラブがあっ

て良かったと誇りに思ってくれているこ

とが活動の原動力。 

 

⑩課題に対する対応 

 学生や留学生のゴミ出しのマナー改善

を図るため、近隣の大学に働きかけ、学生

と住民とでプロジェクトチームを立ち上

げゴミ出しの際パトロールを行うように

なった。 

 学生にも地域のゴミ出しに関心を持っ

てもらえるようになった。 

 また、熊本地震の際は予め地域の高齢者

等見守りが必要な方に対する支援を誰が

行うのか、地域の支援者の方を決めておく

ことができていたため、避難所への誘導等

ができた。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

 「自分たちの地域は自分たちで守る」を

モットーに活動を始め、定例の資源回収、

見守り活動の他、登下校時の見守りあいさ

つ活動など今では１０を超える活動を行

っている。 

どれかひとつの取組みがということで

はなく、ひとつひとつ取り組んできたこと

が、住民が安心して暮らせる地域をつくり、

地域のつながりを強めていった。 

皆がこのまちに自主防災クラブがあっ

て良かったと誇りに思ってくれているこ

とが活動の原動力。 

今後は、高齢化が進む中、認知症の方の

見守りが大切になってくる。こうした観点

も含めて、ひとつひとつの取組みをさらに

充実させていきたい。



①人吉市中神町大柿町内会（熊本県人吉市） 

（構成：町内会役員、老人クラブ会員、子ども会等） 

 ②地域別：都市部・中山間地・漁村部・離島部・その他（   ） 

 ③仕組・形態別：生活支援型（配食・移送支援等）・参加型（サロン・食事会等）・自治

体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・その他（   ） 

④《活動主体の概要》（平成２８年１２月３１日現在） 

 ○総 人 口：１３７人 

○高齢者数：（校区高齢化率）３３．１％ 

 ○世 帯 数：５９世帯 

 ○産業構造： 水田中心の農村地域 

 ○地理的構造：中山間部の河川沖積地。 

 

 

⑤活動のきっかけ 

人吉市中神町大柿地区は人吉市の最西

に位置している地区で、高齢化、過疎化が

進んでいる地域である。 

高齢者のみの家族や高齢者の一人暮ら

しの方々が増えているため、その方々が、

長年住み慣れた土地で、安心して暮らせる

ように、誰もが集い、支え合う地域の拠点

「地域の縁がわ」を整備し、世代間交流と

地域住民による支え合い活動を開始した。 

「地域の縁がわ」の活動を開始したこと

で、地域からの参加者が増え、それまで行

ってきた子どもの下校時の見守り活動に

おいても、さらに取組みを進めることがで

きるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「地域の縁がわ」とは 

 熊本県では、子ども、高齢者、障がい者

など地域の誰もが住み慣れた地域で安心

して暮らせるよう新しい地域福祉の創造

をめざして、地域の誰もが気軽に集い、支

え合う地域の拠点「地域の縁がわづくり」

（居場所づくり）に取組んでいます。 

 

⑥活動方法 

地域の子どもたちが安心して下校でき

るよう、長年にわたって地域住民が交代で

子ども達の見守りを実施してきたが、平成

２５年度に、通学路に見守り活動の待機所

を設置し、より安全に見守り活動を実施で

きるようになった。 

また、子どもの下校時の見守り以外にも、

公民館内に設置した地域の縁がわ「紅取交

流サロン」を拠点として、民生委員、老人

会、婦人会、子ども会と連携しながら、フ

リーマーケットや野菜づくり、男性料理教

室、木工細工教室等の世代間交流、他自治

会とのグランドゴルフ大会など、地域住民

の交流活動に積極的に取組みながら、その

活動を通じて地域住民同士の見守りにつ

なげている。 

 

 

 

２６ 
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⑦工夫点 

子どもの下校時の見守り活動について

は、地域の縁がわの取組とすることで、見

守りに参加する地域住民を多く確保でき

た。 

また、待機所を設置することで雨天時や

気温が低い日でも、高齢者が子ども達の見

守りに参加しやすい環境とすることがで

きた。このような場所があるということ、

それ自体が地域の見守り意識の向上につ

ながっている。 

見守り以外の活動でも、例えば月１回の

フリーマーケットは、ウォーキング等の校

区公民館の行事にあわせて実施すること

で、地域外からも人が集まり、地域の活力

向上につながっている。 

 

⑧成果 

学校がある日は、地域住民の交代制によ

る継続した見守りを実施している。 

野菜づくりや木工教室では、高齢者と子

どもがいっしょになって取り組むことが

でき、世代間交流が図られた。 

フリーマーケット等は、地域の高齢者の

生きがいづくりにもつながっている。 

 

⑨課題 

今後も同様の取組を継続・発展していく

ためには、後継者となる人材の確保（地域

の中で、熱意をもって活動に取り組むリー

ダーの養成）と事業継続に必要な運営費の

確保が課題。 

また、高齢化が進み、地域の子どもの数

の減少が顕著である。 

 

⑩課題に対する対応 

フリーマーケット、ウォーキング等のイ

ベントにより、地域外との交流の機会をつ

くり、住民の意識向上や収入の確保を図っ

ている。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

地域の縁がわを拠点とした交流活動や

子どもや高齢者の見守りを通じて、この地

域で最期まで暮らすことができてよかっ

たと思うことができる取組みを続けてい

きたいと考えている。そのため、世代や男

女を問わず、地域の誰もが参画することで、

活動の継続を図っていきたい。 

そういった意味で、世代間交流の場であ

る地域の縁がわの機能は大事にしたい。 

 

 

 



①天草地域福祉ネットワーク事業（天草市社会福祉協議会 熊本県天草市） 

（構成：近隣の地域住民、行政区長、民生委員・児童委員、ボランティア、 

協定事業所（４４事業所）、協力事業所（３８１事業所）、天草市、 

天草市社会福祉協議会） 

 ②地域別：都市部・中山間地・漁村部・離島部・その他（   ） 

 ③仕組・形態別：生活支援型（配食・移送支援等）・参加型（サロン・食事会等）・自治

体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・その他（   ） 

④《活動主体の概要》（平成２７年１０月１日現在） 

 ○総 人 口：８２，７３９人 

○高齢者数：３０，８０９人 

 ○世 帯 数：３３，２２４世帯 

 ○産業構造：温暖な気候を活かした農業や、豊かな水産資源を活かした漁業を主とし

て発展してきた。また、自然景観、南蛮文化やキリシタンの歴史など、

多くの観光資源にも恵まれている 

 ○地理的構造：天草上島と天草下島及び御所浦島などで構成する天草諸島の中心部に 

位置し、面積は県内最大を誇る。      

        ほとんどが山林で占められ、急峻で平野部は少なく、河川沿いの平地
部や海岸線の河口部に市街地や農地が展開し、市街地を結ぶように海
岸線沿いに国・県道等が配置・整備されている。 

 

 

⑤活動のきっかけ 

 平成２０年に、第１期『天草市地域福祉

計画・天草市地域福祉活動計画』を策定し

たが、平成１８年、１９年の２ヶ年かけて

策定作業をすすめるにあたり、平成１８年

度に“地域ですでに取り組んでいること”

“地域における困りごと（生活全般）”“困

りごと解決のアイデア”について、平成１

９年度には“困りごと解決のアイデアの具

体化に向けて”「住民ワークショップ」を

天草市全域の５１地区で開催し、取り組む

事業の選定やアイデアのふくらまし、進め

方の手順や取り組みの内容についてなど、

少人数の班に分かれてそれぞれ協議した。 

その中で取り上げられたのが、隣近所の普

段からの支え合いや住民交流活動、そして

普段からの見守りや声かけの必要性だっ

た。 

そこで、計画をもとに平成２０年度から

全ての行政区で見守り活動を組織化し、実

際に取り組むこととし、まずはモデル地区

を選定して見守り活動の組織化に取り組

んだところである。 

 

⑥活動方法 

各地区で地域福祉座談会等を開催し、話
し合いの中で見守りや声かけなど“何らか
の支援が必要な方”と“その方を支援する
方”の抽出を行う。 

本人の同意が得られる方については、同
意をいただき登録申請書の記入と内容の
確認をいただき、定期的な安否確認や見守
り活動が始まる。 

近隣との交流を拒否される方や同意が
得られない方でも、地域において気掛か
りな方や見守りが必要だと思われる方に
ついては、距離を置いて遠くから見守
り、何らかの異変を察知した場合には、
社会福祉協議会に通報・連絡をしてもら
うようにしている。 

なお、電話による通報・連絡・相談は、
２４時間、３６５日対応できる体制を整備
している。 

２７ 
自治体全域型 



平成２３年２月には、市内の各事業所組

織（各事業所等のとりまとめ組織）の代表
者と天草市及び天草市社会福祉協議会の
３者で、日頃の業務において何らかの異変
を察知した場合に、通報連絡をいただくこ
とを目的に協定書を締結した。 

併せて支所圏域の商店やガソリンスタ

ンド等個人事業所にも同様の協力を依頼

し協力事業所として活動してもらってい

る。 

 

⑦工夫点 

前述のとおり、天草市は広範囲にわたっ
ており、システムの情報も行政の支所にお
いて確認できるため、本事業の取り組みは、
行政と社会福祉協議会の各支所が連携し
て実施している。 

毎年支所圏域において、協力事業所の連
絡会や地域福祉ネットワーク事業の見守
り模擬訓練や事業啓発のための講演会等
を開催し、また、市役所本庁と社会福祉協
議会本所では、事業の取り組み状況や見守

り活動を行う上での問題点や課題、情報交
換や情報を共有することを目的に、協定事
業所の連絡会議を開催し、事業の充実を図
っている。 

 

⑧成果 

現在では、３６６行政区の全ての地区で
見守り体制が整っている。 

また、地域福祉座談会の開催や福祉マッ
プの作成をとおして、天草市における福祉
施策の状況を知るとともに、自分の地域で

何らかの支援を必要とする方がどこに住
んでいるのか、一目で解るようになってい
る。 

合併当初、認知症などで行方不明になり
捜索依頼が、年間２０数件あったが、現在
では数件に留まっている。本事業の充実の
成果であるかの検証はできていないが、一
つの要因であることは間違いないと思わ
れる。 

適切な人材確保について課題となって
いる。また、福祉ニーズの中でも「高齢者

の交通手段確保」については住民ニーズが
高いため、町においてコミュニティバス運
行事業等を行ってはいるものの、充分とは

言えず、残された大きな課題となっている。 

 

⑨課題 

今後、本事業を更に発展・充実させるた

めの課題として、３点あげられる。 

①定期的な福祉マップの更新や見守り対

象者及び支援者の見直しが必要である。 

②各関係団体、協力事業所等との連携が重

要であり、個人情報の取扱いに配慮しなが

ら情報を共有するための働きかけが必要

である。 

③見守り模擬訓練等を開催するにあたり、

それぞれの地域でより多くの方々に参加

していただけるような周知方法や訓練内

容等を工夫していく必要がある。（天草市

社会福祉協議会 発展・強化計画より抜粋） 

 

⑩課題に対する対応 

 地域福祉ネットワーク次号の拡充等に

より各関係団体・協力事業所等との連携強

化を図っている。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

＊新聞販売店：配達員から数日分の新聞が

溜まったままになっているとの連絡が

あり、社協に連絡した。 

トイレの前で倒れており病院へ搬送

され、あと１日確認が遅れていたら、命

にかかわっていたとお礼と報告があり、

自分たちの活動が地域の役に立ってい

ることを実感した。 

＊運送業関係：夕暮れ時に、事務所前の国

道をトボトボと行き来している人がい

たので、気になり社協事務所へ連絡した。 

聴覚障害者の方で、言葉が不自由なた

め自宅に帰りたくても帰れない状況だ

ったとのこと。 

社協の方が、無事、自宅に送り届けら

れたとのことで、これからも気になる方

を見かけたら連絡しようと思った。



①下矢部西部地区社会福祉協議会（熊本県上益城郡山都町） 

（構成：下矢部西部地区社会福祉協議会） 

 ②地域別：都市部・中山間地・漁村部・離島部・その他（   ） 

 ③仕組・形態別：生活支援型（配食・移送支援等）・参加型（サロン・食事会等）・自治

体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・ 

その他（防災、宿泊体験） 

④《活動主体の概要》（平成２８年９月現在） 

 ○総 人 口：４９７人 

○高齢者数：７０世帯程度 

 ○世 帯 数：１８４世帯 

 ○産業構造：農業中心 

 ○地理的構造：九州中央部阿蘇山南側の山間部 

 

 

 

 

⑤活動のきっかけ 

熊本県山都町下矢部西部地区は、九州中

央部阿蘇山の南側の山間部にあり、過疎化、

高齢化が進んでいる地域である。 

この地域では、ひとり暮らしになった高

齢者（特に男性）は、不自由さや寂しさか

ら地区外の息子や娘のところに身を寄せ、

そして、誰も知らない、つながりもない高

齢者施設に入所するということが見られ

る。 

施設に入るのではなく、この地で支え合

って、最後まで暮らせるようにしたいとい

うのが下矢部西部地区社会福祉協議会の

活動の原点であり、この地域で安心して暮

らしていくためには、地域住民同士による

支え合いのための見守りが必要であった。 

また、山間部であるため、買い物や移動

が困難であることや、過去に災害時の避難

対応が円滑にいかなかったという課題が

あり、このことにも併せて取り組む必要が

あった。 

 

⑥活動方法 

県や国の補助金を活用し、廃校となった

小学校を改修し、地域住民の交流、健康づ

くり、災害時の宿泊体験に取り組める地域

活動の拠点とした。 

また、地域の４箇所の公民館でコミュニ

ティカフェ（茶話会）を実施し、地域住民

の交流と見守りの場所としている。そこで

は、コミュニティカフェを行いながら、「つ

ぶやき拾い」（アンケート調査）を実施し、

地域のニーズや課題の情報収集、移動販売

車による買い物支援、介護予防体操や口腔

ケアなどの健康づくりも併せて実施して

いる。 

さらに、なかなか地域外に出る機会がな

い高齢者のために、バスで地域外へ外出

（散策や温泉など）する取組みや、医療機

関の協力による健康づくり講演会を実施

するなど、地域住民がこの地域でいつまで

も暮らせるよう取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２８ 
生活支援型 



⑦工夫点 

コミュニティカフェと同時に移動販売

車による買い物支援や介護予防の取り組

みなどを行うことで、多くの地域住民の参

加を得ている。自然とおしゃべりの場とす

ることで、同時に見守りや安否確認の場と

している。 

さらに地域住民のニーズを拾う「つぶや

き拾い」を行うことで、次の活動へつなげ

ている。 

災害時の宿泊体験では、必ず一人暮らし

の高齢者に参加してもらうことで、その人

が必要とする支援への気付きや、その人と

地域とのつながりの構築を図っている。 

福祉協力員として、地域の方に協力して

もらっている。福祉協力員を増やすことで

活動を広げてきた。 

 

⑧成果 

コミュニティカフェでは、地区の多くの

住民が参加するようになり、孤立化の防止、

見守り、安否確認につながっている。 

また、口腔ケアや介護予防、移動販売車、

災害時の宿泊体験の取組みは、この地域で

の生活を続けていくための生活の質の維

持につながっている。 

 

⑨課題 

今後も取組を継続していくためには、後

継者となる人材と事業費の確保が課題と

してある。 

人口減少、高齢化が進んでいるため、地

区外に出て行った地区出身者を呼び戻す

ような取組が必要。 

医療機関もないので、救急車が来るまで

の間に応急的な対応ができるような仕組

みが必要とされるなど地域の課題は多い。 

 

⑩課題に対する対応 

住民同士が互いに支え合う体制づくり、

意識作りを進めている。 

学校だけでなく地域の公民館でふれあ

いサロン等を行うことで、より多くの地域

の方々に取り組みが広がっている。 

高齢化が進む中で、地域の方が参加しや

すい工夫をすることにより、活動を広げて

いきたい。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

身近に地域住民が集まれる場所があ

り、本音で語り合える人間関係があれ

ば、お互いにちょっとしたことに気づく

ことができ、それが支え合いにつなが

る。 

最初は自立支援、介護支援のための活

動だったが、見守り等の活動を通じて、

その内容は生活支援への取組へと変わっ

た。 

近隣の地域外に移り住んでいても地区

の区役等を担っている人は多く、地区の

活動に協力してくれる人は多いため、地

区に住んで生活をしていけるような地区

独自の産業があれば居住者も増えるので

はないか。 

 

 

 

 

 

 

 



①人吉市下青井町（熊本県人吉市） 

構成：町内会役員、民生委員、ボランティア、子ども会等） 

 ②地域別：都市部 

 ③仕組・形態別：参加型（サロン・食事会等） 

④《活動主体の概要》（平成３０年３月３１日現在） 

 ○総 人 口：357 人 

○高齢者数：149 人 

 ○世 帯 数：197 世帯 

 ○産業構造：国宝青井阿蘇神社の門前町として栄え、商店等商業が中心。 

○地理的構造：国宝青井阿蘇神社の門前町として歴史ある地域。路地等が狭く、家屋

が密集している。市内では、低地であり、かつては、球磨川の氾濫に

よりたびたび浸水被害を被る地域であった。（最近は河川改修で改善） 

 

⑤活動のきっかけ 

古くは青井阿蘇神社の門前町の一角と

して、一般住宅の他、古くから商店等も多

く存在し、職業等も多様性に富む地域であ

る。永く住み続けている方が多く、地域の

協働意識が高い地域である。 

 下青井町は、町内で町内会館を所有し、

住民の集いの場は確保していた。町内の有

志により、以前から高齢者のみならず、町

内のあらゆる世代間の交流を、町内会館中

心に図る試みを計画しており、自然発生的

にサロン活動が計画され、熊本県が地域福

祉推進事業として進める「地域の縁がわ」

の活用を機会とし「地域の縁がわ ふれあ

いサロン「青井さん」」を平成 20 年から実

施している。 

 

⑥活動方法 

設立期は、町内会館を居場所として集ま

り、お茶や情報交換自体を楽しむことが目

的で、100 円を出し合い、差し入れをする

ことから始まり、行事内容については、

徐々に形作られ、レクレーション等のバリ

エーションも増えていった。 

現在は、毎週水曜日「縁がわサロン」を

開催し、健康体操やゲームを楽しみ、200

円の参加料でランチも提供する。準備につ 

いては、代表世話人の他ボランティアスタ

ッフ 5 名～8 名が手作りで対応している。

ボランティアスタッフには民生委員等地

域の(訪問型)見守り活動のメンバーも参

加している。又、縁がわサロンとは別に、

月 2 回カラオケ愛好会を開催している。 

 また、月に 1 度、縁がわサロン時に誕生

会を開催して、歌や記念品でお祝いしてい

る(誕生会は参加料 500 円)。付随して、6

月の誕生会では高齢者の賀寿祭も行って

いる。 

 さらに、世代間交流を深めることにも力

を入れている。こども会と一緒に、七夕ま

つりを開催したり、年末にはクリスマス会

ともちつきを行い町内の一人暮らしの方

へもちを配るなど子ども会行事との連携

も深い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦工夫点 

 参加者が固定化しないよう、可能な限り、 

２９ 
参加型 



多くの人に参加を呼び掛けることを心が

けている。ただし、参加を強制しない・参

加に無理をしない事も、同時に心がけてお 

り、ご本人の都合や体調に合わせて気楽に

参加出来るようにしている。縁がわサロン

は原則毎週開催していることもあり、次に

また参加出来る目処が立てやすく、ゆとり

をもって計画的に参加できる。 

 毎週の縁がわサロンでは、健康体操等で

体を動かし、室内ゲームを行ったりするが、

毎週の行事によって内容を考え、参加者が

飽きずに楽しめるように配慮している。 

 また、参加者同士のコミュニケーション

や、情報の交換も深めていくため、行事の

活動時間中も参加者同士で、適宜談話する

時間も取れるように、ゆとりのある進行を

心がけている。 

 

⑧成果 

 一連の「青井さん」活動により、高齢者

自ら行事に集まる事で、お互いの健康状

態・生活状況の確認が出来るようになり、

さらに、健康づくりや世代間交流に参加す

る事により、生きがいづくりにもつながっ

ている。世代間の交流が盛んになり、住民

の和やかな融和と一体感が高まるなどの

成果が得られるという。 

見守りでは、人吉市の校区社会福祉協議

会により、各町内に町内会長、民生委員、

相談員等を構成メンバーとした、「小地域

ネットワーク会議」という地域の見守りネ

ットワーク活動がある。この地域見守りネ

ットワークにより市内全域で要援護者の

訪問型見守りが行われているが、「地域の

縁がわ」のスタッフには、「小地域ネット

ワーク」の民生委員なども参加しており、

定期的に一連の縁がわ行事に参加される

高齢者については、訪問機会が少なくても

現況の把握が容易で、情報も入りやすい。 

むしろ、参加されない高齢者を中心に、

訪問型の見守りを行って行くなど、地域の

縁がわでの情報を活用し、見守り体制の効

率化にもつながっている。 

⑨課題 

 10 年間の活動によって、メンバーの経

験が活動にうまく反映されて、現在順調に

運営されている状態である。しかしメンバ

ーが徐々に高齢化しており、この取り組み

を継続し次世代へとつなげるために順調

に世代交代を進めていかねばならない。 

 また、参加者の構成で男性の割合が少な

いと感じている。男性を増やしていきたい。 

備品や用品の更新などにもまとまった

経費が必要になる場合もあり、公的な補助

金などの財源も確保していく必要がある。 

 

⑩課題に対する対応 

 多世代交流を目的の一つとして、子ども

会との交流行事も行っており、参加児童の

保護者も交流時に、活動の意義や楽しさを

共有してもらうことによって、交流行事以

外の「青井さん」の活動にも参加してもら

える事を目標としている。 

福祉分野以外にも自治振興などで活用

出来る補助金は、積極的に活用していくた

めに、情報収集を行っている。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

 この縁がわサロン「青井さん」は、町内

会館を建設したときから、「集いの場所だ

から活用しないともったいない。」との気

持ちが地元にあり、「地域の縁がわ」事業

で、形になった。主催側で準備等に携わる

方も、参加者も、ともに楽しみをもって活

動に参加していく姿勢が大切で、他地域の

方から「準備等が大変。」と言われながら

１０年も続くのも地域住民のつながりが

深く、町内会活動・地域福祉・居場所づく

りがしっかりと連携しているからに他な

らない。この地域の団結が、地域住民にと

っても誇りとなっている。 



①吹上町自治会（大分県日田市） 

 （構成：自治会内に福祉部会あり 見守りボランティア数：４４名） 

②《活動主体の概要》 

 ○総 人 口： ９４５人 

○高齢者数： （高齢化率 ２４.３％） 

 ○世 帯 数： ３７０世帯 

○地理的構造：市内中心部に位置し地元に長く住んでいる方が多い地区 

 

③活動のきっかけ 

平成 23 年 8 月、地域住民が安心して住

み続けられるためのネットワークを作り

上げるには、どうすればよいか、町内福祉

部会の会議を開催し、『認知症について何

か取り組む必要がある』という自治会の意

見をまとめ、認知症支援体制づくり劇団

「あやめ」の劇を住民対象に開催し、認知

症の理解を深めた認知症予防教室「すずめ

の学校」を開校しました。 

平成 24 年 3 月に日田市が実施した高齢

者実態把握調査の報告を自治会に行い、平

成 24 年 6 月に大分県の防災士による地域

防災研修を受け、自治会に自助意識が高ま

りつつある中、九州北部豪雨に見舞われ、

行政の援助を待っている時間はないと気

づき、まずは自分達の事は自分達でやらな

ければならいとの意識が生まれ、自治会内

での防災の見直しや要援護者の把握を進

めることで、自分の達の地域を自分達で守

る「自助・互助意識」が根付きました。 

 

④活動方法 

地域住民が、地域の方の異変に早期に気

づくことが出来るようになるには、“地域

住民自体が専門性を身に付けることが一

番であると”の考えから、見守りボランテ

ィアの養成を行うこととしました。 

年間４回の研修会とグループワークを

行い、見守りボランティア養成講座も開催

しました。 

これにより、一般の方よりも専門的な目

を持つ見守りボランティアを地域の中に

増やすことができました。 

知識を身に付けた見守りボランティア

が「郵便物が溜まっている」「洗濯物が干

したままになっている」などの異変に注意

しながら高齢者や障がい者等を見守って

います。また、問題があった場合は、民生

委員や自治会長などに繋がる仕組みも構

築できています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤工夫点 

自治会に新しい見守りボランティア組

織を作ると分かりにくいので、見守りボラ

ンティア組織を自治会の既存の防災組織

に取り入れました。 

活動体制図（組織図）を５つの区域に分

け、一番下が見守り対象者とし、見守りボ

ランティアが異変に気づけば担当地区の

福祉委員に繋がり、そして民生委員や自治

会長に繋がる仕組みとし、第１段階で自治

会内での解決を図り、第２段階での専門的

３０ 

 

 

自治体全域型 



解決を必要とする場合は、包括支援センタ

ーに繋がる仕組みとなっています。 

防災組織に見守りボランティア組織を

組み込んだことで、住民同士の交流が生ま

れ、より強い組織となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥成果 

この活動の特徴でもある、より専門性を

持った「見守りボランティア」を町内で多

く育成したことにより、地域の異変に気づ

き易くなり、早期発見へと繋っています。 

また、町内組織に見守りボランティア組

織を取り入れたことで、より強固な組織が

でき、問題が深刻化する前に早期発見が可

能となりました。 

消費者被害、虐待等の様々な問題にも対

応できるネットワークとなったことで、こ

の活動を通じて、他の地域のネットワーク

構築へ繋がる第一歩となりました。 

 

⑦課題 

今後も地域の中に気づきの目を増やす

必要があり、毎年見守りボランティア養成

を継続して行わなければなりません。 

また、自治会単独でのネットワークでは

見守りは十分ではないので、更にネットワ

ークを広げていく必要があります。 

そのために、校区の自治会･民生委員・

福祉委員や地区社協等の福祉関係者に周

知し、協力を得ながら活動を広げていく必

要があり、更には地域住民を巻き込んで、

地域ニーズに沿ったネットワーク作りを

進めていかなければなりません。 

また、他の自治会や校区にも活動の周知

や会議参加等を通じ、包括支援センターと

連携を図りながらネットワーク作りを進

め、市内全体での取り組みへと発展してい

くことが必要です。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その人（見守られる人）が一人で悩んで

いること、困っていることに気づき、その

解決に向けて、皆で考え支えあう仕組みが

出来る地域の見守りを通じて、「安心・安

全・相互扶助」の絆が一層強化され、やが

て来る未知の世界を共に支えることがで

きると思っています。 

 

 

 

 

吹上町自治会長 伊藤 髙樹 



①大分県臼杵市 

（構成：臼杵市福祉課・市民生活推進課 区長３０３名 民生委員１１５名  

社会福祉協議会・消防署（情報提供・救助活動のみ）） 

 ②地域別：都市部・中山間地・漁村部・離島部・その他（市内全域） 

 ③仕組・形態別：見守り型・生活支援型（配食・移送支援等）・参加型（サロン・食

事会等）・自治体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・その他（ ） 

④《活動主体の概要》（平成３０年７月１日現在） 

 ○総 人 口：３９,００５人 

○高齢者数：１５,１１６人 

 ○世 帯 数：１７,２２０世帯 

 ○産業構造：味噌醤油を中心とした醸造業や造船業が盛んで、醸造業は西日本一の 

生産規模を誇っている。 

○地理的構造：大分県の東南部に位置し、豊予海峡方面へ楕円状に細長く伸びた地域。 

 

 

⑤活動のきっかけ 

臼杵市は、高齢者や障がいのある方な

どの見守りが必要な人たちが、安心して

住み慣れた地域で生活を送り続けること

ができるようなまちづくりを目指してい

ます。 

特に、高齢者や障がいのある方など

が、“万が一の時”に備え、何か起きた時

でも、地域の中でしっかりとサポートが

でる体制を整え、地域内の人と人とのつ

ながりをいっそう緊密なものにするため

に『安心生活お守りキット事業』が始ま

りました。 

⑥活動方法 

１．年一回の更新作業 

協力：区長、民生委員 

内容：「お守りカード※１」の内容の見直

しと、お守りキット未加入者への

声かけを区長と民生委員にして頂

き、市に情報提供されます。 

その後、その情報を反映した

「安心生活お守り台帳※２」を区

長や民生委員にお渡しします。 

効果：登録情報の新陳代謝が高まり、新

しく正しい情報を管理できます。

結果として、より良い見守り活動

や救急活動が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３１ 
自治体全域型 

お守りカード 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：登録者の氏名等の基本４情報や、

緊急連絡先、かかりつけ医等の情

報が記載された紙です。 

お守りキット加入者は、お守り

カードを専用の筒に入れて、冷蔵

庫の中で保管します。 

それらの情報は専用のシステム

によって管理されています。 

 

※２：複数のお守りカードを台帳化した

ものです。 

区長と民生委員に、担当地区の

登録者の情報のみが記載された台

帳を配付し、保管、活用されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．お元気ですかハガキとひまわりサービス 

協力：郵便局 

内容：お守りキット加入世帯に、年２

回、時節に合ったお知らせ等を記

載した「お元気ですか葉書」を送

るサービスです。 

特に希望する方には、委託を受

けた郵便局員さんが「お元気です

か葉書」を直接本人に手渡し、声

かけをします（ひまわりサービ

ス）。 

効果：声かけをすることで、ご本人の状

態が確認できます。異変等に気づ

いた際は、市の関係機関等に連絡

する体制ができているので”万が

一の時”にも備えがあります。 

また、「お元気ですか葉書」での

お知らせ等の効果も期待できま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お守りカードを入れる専用の筒 

お元気ですかハガキ 



３．安心お届けサービス 

協力：市民課、税務課、保健健康課、高

齢者支援課、福祉課、市民生活推

進課 

内容：対象要件は３つあります。 

 

 

 

 

１～３の要件に全て当てはまる

方に対して、各種証明書や申請書

を電話で受け付け、職員が自宅ま

で届けるサービスです。 

効果：通常、住民票を取得することが困

難な方が、このサービスで住民票

が簡単に取得できることです。（住

民票はあくまで一例です。） 

⑦工夫点 

「お元気ですかハガキ」は、高齢者等

が日常生活を送るうえで特に注意してい

ただきたい情報を発信しています。 

例えば“高齢者を狙った詐欺に注意”

や“インフルエンザの予防法”等を記載

しています。 

これらの情報をハガキに記載すること 

で、『見守り＋α』の効果が期待で 

きます。 

⑧成果 

この事業は、平成２２年２月から希望

される高齢者等にお守りカードの配布を

開始しています。 

平成３０年７月１日時点では、 

１：現加入者数：５,７２３人 

２：市内の７０歳以上で独居世帯の加入

率：６８.６％ 

（臼杵市内３,０５８世帯中、２,０９８

世帯加入中） 

３：市内の７０歳以上で高齢者世帯の加

入率：６２.８％ 

（臼杵市内１,９７６世帯中、１,２４２

世帯加入中） 

となっています。 

  

区長や民生委員に担当地区ごとの台帳

を配付することで、地域の見守り活動に

役立てられています。 

 

実際の救急現場での活用事例は約１,２

０７件に達しました。 

冷蔵庫の中にあるお守りカードを参考

に、かかりつけ医との連携や緊急連絡先

への連絡を行います。 

 

「ひまわりサービス」と「安心お届け

サービス」は平成２３年度の開始以来、

希望者から、大変喜ばれるサービスとし

て定着しています。 

その背景には年々増加する独居高齢

者、高齢者のみの世帯が増えている状況

があり、こうした高齢者は、日々の生活

の中に孤独感を感じている方も少なから

ずいらっしゃいます。 

ひまわりサービスを通じて、安否確認

はもとより、雑談、対話できる喜びを感

じているといった感想も多く寄せられて

います。 

安心お届けサービスは、今までに１３

件の利用があります。身体上の理由等で

市役所に行くことが難しい方々にとっ

て、電話で住民票等を取れることは新し

い手段であり、とても簡単なことです。 

 

⑨課題 

１．個人情報の取り扱い 

  区長や民生委員に配布している「安

心生活お守り台帳」の個人情報の取り

扱いについて。 

 

２．加入率の向上について 

  現時点で、加入率は６８.６（６２.

８）％です。未加入者の中には、「私は

まだ元気だから必要がない」と、加入

１.お守りキット登録者 

２.市役所に出向くことが困難な方 

３.代理申請の手続きが困難な方 

 



をしない方も多くいらっしゃいます。 

  未加入者がお守りキットに加入して

もらえる方法を模索することが課題に

なっています。 

 

３．施策の整理 

 当市には病院、歯科医院、調剤薬局、

介護施設などの参加機関の間で病気、お

薬の内容、検査結果などを共有するシス

テム（以下「うすき石仏ねっと」といい

ます）が構築されています。 

 平成２７年度から消防署も「うすき石

仏ねっと」に参加しており、救急の場

合、現場に到着するまでの間に病気の情

報、お薬の内容などを把握できるため迅

速かつ適切な初期対応に繋がっていま

す。 

このため、救急時においては「うすき

石仏ねっと」が利用され、「お守りキッ

ト」の利用頻度が少なくなっています。 

 救急時における利便性の更なる向上、

効率的な運営などを図るためそれぞれの

あり方、連携について検討する時期に来

ています。 

 

⑩課題に対する対応 

１．個人情報の取り扱い 

  「お守り台帳」に使用している紙を

複写防止用紙にしたり、年に一度の更

新作業の説明会で、個人情報の取り扱

いについて注意をしたりしています。 

  特に、台帳の保管は、家族の目にも

付かない場所ということでお願いをし

ています。 

 

２．加入率の向上について 

  地区ごとに、７０歳以上の独居・高

齢世帯でお守りキット未加入者をリス

トアップして、区長と民生委員に情報

をお渡ししています。 

  これにより、区長と民生委員が、だ

れに加入の呼びかけをすればよいのか

が明確になり、加入促進につながりま

す。 

  また、ひまわりサービスと安心お届

けサービスの特長を、全面的にアピー

ルすることで、入っていただける方も

増えるのではないかと考えています。 

 

３．施策の整理 

救急時における利便性の更なる向上、

効率的な運営などを図るために「お守り

キット」と「うすき石仏ねっと」の機

能、活用状況などを整理し、それぞれの

あり方、連携について検討します。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

 お守りキット、特にひまわりサービス

と安心お届けサービスについて、良いサ

ービスをしているとのお言葉を頂きまし

た。 

しかし、お守りキットは石仏ネットと

の統合をした方が良いのでは、という声

を伺っています。 

また、プライバシーに係ることで、ど

こまで踏み込んでよいのか、加えて、個

人情報の取り扱いなど、活動において苦

慮している点なども伺っています。 

 

  



①大分県豊後高田市 

②《活動主体の概要》（平成２７年１０月１日現在） 

 ○総 人 口： ２２，８２０人 

○高齢者数： （高齢化率 36.4％） 

 ○世 帯 数：  ９，６４０世帯 

 ○産業構造 ：基幹産業の農業：２割、製造業：３割、サービス業：５割 

 ○地理的構造：瀬戸内海に面し一年を通じ温暖な気候に恵まれ、海岸部は「長崎鼻」

に代表されるリアス式海岸から、「日本の夕陽百選」にも選ばれた干潟

が美しい真玉海岸、山間部には夷耶馬等国東半島の独特な自然に囲ま

れている。 

 

③活動のきっかけ 

豊後高田市では、平成１７年３月の市

町村合併に伴い策定した新市建設計画及

び総合計画の最重点プロジェクトとし

て、ケーブルネットワーク施設整備を行

いました。 

平成２０年６月に開局した豊後高田市

ケーブルネットワーク施設では、市内の

全世帯を対象として、光ファイバーを使

ったＦＴＴＨ方式による光回線網を構築

し「各種行政情報の提供」「高速インター

ネット」「テレビの多チャンネル放送」

「各種在宅サービス」といった様々なサ

ービスの提供を行っています。 

そのような中、全国的に、「孤独死」が

問題となっており、亡くなって何ヵ月も

たってやっと発見されるような事件を新

聞やテレビで見かけます。 

何かあった時にすぐに知らせる体制

と、知らせを受けてからすぐに支援がで

きる体制の両方の体制が必要であり、安

否確認サービスについては、豊後高田市

社会福祉協議会と連携し、一年間の準備

期間を経て、平成２１年度から実施して

います。 

 

④活動方法 

ケーブルネットワークの構築により、

「安否確認見守りネットワーク事業」と

「緊急通報システム」をセットで推進して

きました。 

ケーブルネットワークを活用した「双方

向性多機能情報取得端末機」（告知端末）

によって新たな見守り体制を構築し、高齢

者や障がい者等の皆さまに住み慣れた地

域の中で安心・安全な生活を支援するため

にサービスを実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安否確認サービス】 

80 歳以上の方、重度の心身障害のある

方の自宅に設置した「人感センサー」のロ

グ情報を告知端末機器から「安否確認サー

バを経由し、社会福祉協議会のパソコンに

表示させます。 

午前 4 時から午前 9 時の間に「人感セ

ンサー」に反応がない場合、あらかじめ指

定した近隣の協力者に社会福祉協議会か

ら安否の確認依頼を行います。協力者が不

在の場合は社会福祉協議会の職員が直接

訪問し、安否確認を行います。 

３２ 

 

人感センサー 

自治体全域型 



【緊急通報サービス】 

80 歳以上の方、65 歳以上で虚弱な

方、重度の身体障害がある方等が、自

宅に設置した告知端末の緊急ボタンを

押すことで、通報先連絡員に連絡がい

き、連絡が取れない場合は、消防署の

救急隊へと順次に通報されることとな

っており、緊急時の初期対応として、

いち早く利用者宅へ駆けつけ、救援・

救助等の対応を行っています。 

 

⑤工夫点 

「安否確認見守りネットワーク事業」の

推進については、市内全域を対象に各校区

単位で地元説明会を開催し、同時に申請、

設置を促進してきました。 

また、毎月 80 歳を迎えられる方々への

啓発をはじめ、社会福祉協議会や各地区の

民生・児童委員等とも連携し、未加入者へ

の促進を行っています。 

なお、80 歳以上で構成する世帯の方に

ついては、ケーブルテレビ利用料の免除を

行うなど、安否確認、緊急通報サービスで

の福祉の充実を図ることを目的として、利

用料免除制度を設けています。 

 

⑥成果 

何よりも、利用者本人はもとより、遠

方のご家族にとって 365 日の見守りは、

大きな安心につながっていると思いま

す。 

実際のケースとして、センサーの反応

がないため、自宅に直接安否確認をした

ところ、居間で倒れて動けない状態の利

用者を発見し、直ちに救急搬送し、大事

に至らなかったケースもありました。 

 

⑦課題 

本人が旅行や外出で家を空ける際、事前

に社協へ連絡する手間を忘れるといった

誤報による対応の増加と、高齢化等により

近隣の協力者の確保が難しくなりつつあ

ります。 

年間に約１０００件を超える「異常通知」

が発生する中、実際に現場へ急行するケー

スも２割程あり、幸にも、その多くが就寝

中であったり、泊まりがけで家を留守にし

ていたなどのケースとなっています。 

サービス開始時から時間の経過ととも

に、再度、利用者に対してシステムの周知

などが必要になっています。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域支援事業の一環として、この安否確

認見守りネットワークサービスは、ケーブ

ルネットワークが整備された本市ならで

はの強みを活かしたサービスであり、実際

の利用者はもとより、ご家族の皆さまから

も大変ご好評いただいているところです。 

今後、地域での安全で安心な暮らしを応

援するため、一人でも多くの方に本システ

ムをご利用いただけるよう推進していき

たいと思います。 

 

 

豊後高田市社会福祉協議会 

安否確認サービス担当：安藤 



①大分県国東市武蔵町愛育会（大分県国東市） 

 （構成：糸原愛育班（７分班 23 名）、東区愛育班（８分班 35 名） 

     西区愛育班（５分班 15 名）、愛育 OB 会（班長、班員経験者）） 

②《活動主体の概要》 

 ○総 人 口： ５，３１１人 

○高齢者数： （高齢化率 33.4％） 

 ○世 帯 数： ２，２４５世帯 

 ○地理的構造：大分県の東北部、国東半島の東部に位置し、東は瀬戸内海に臨み、西

は国東半島の主峰両子山を仰いでいる。 

 

③活動のきっかけ 

昭和５３年に町より委嘱され、母子保

健推進委員として活動していた方々が、

愛育班活動の素晴らしさを知り、町保健

師の指導のもと愛育班活動の一歩を踏み

出しました。 

妊産婦、乳幼児への支援から始められ

た愛育班の「声かけ」も、少子高齢化が

すすむにつれ、活動の対象や内容も少し

ずつ変化していますが、「愛育のこころ」

で継続しています。 

その中、「独り住まいのお年寄りが、元

気で朝を迎えた印に、家のカーテンを開

けるようにしている」という声かけが引

き継がれ、倒れていたおばあさんの早期

発見・救助につながったことがありまし

た。それ以後、「カーテンコール」と名付

けられたこの活動は、今も武蔵町だけで

はなく、愛育班活動をしている市町村に

も広がり継続されています。 

 

＊『愛育班活動』とは･･･ 

健康づくりを目的に、地域で暮らす全ての

人々を対象として、声かけ訪問・見守りを行

い、地域の健康課題の解決に向けて、みんな

で話し合い、主体的に健康づくりに取り組

む、住民組織活動です。「愛育会」は大分県

内 6市 1町にあり、各市町において地域に根

ざした活動が行われています。 

 

④活動方法 

武蔵町愛育会の活動の一つに“「愛育会

だより」を持っての声かけ訪問”がありま

す。 

愛育班員さんは、毎月、手作りの「愛育

会だより」を手に、受け持ち世帯へ声かけ、

見守り訪問をします。「こんにちは！おか

わりないですか？」「子どもさん、大きく

なりましたね」等、声かけをしながら、そ

の時の健康話題やおすすめレシピ、母子健

診日程などを記載している「愛育会だより」

お渡ししています。この「愛育会だより」

は、たいへん好評をいただいているところ

です。そして、この時の様子などを「声か

けメモ」として残し、分班長さんに渡して

います。 

分班長さんは、毎月月末の夜に分班長会

議を開き、班員さんの「声かけメモ」をも

とに、地区の様子を報告し合い、気になる

人や生活の困りごとを話題として話し合

う時もあれば、「赤ちゃんが生まれた！」

「転入してきた！」など嬉しい話題の時も

あります。 

分班長会議は、町や保健所の保健師も参

加しての『考え・検討する場』となってお

り、その内容が、次回の愛育会だよりの記

事となったり、地域での声かけにつながっ

たりしています。また、時には、健康づく

りや町づくりへと発展することもありま

す。 

３３ 
訪問活動型 



 

⑤工夫点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 活動時には、ピンクのエプロンと訪問

カバンを使用しています。“あいいく色”

に染まった人という意味合いもあります。 

★ ２年毎に班員が交代することで、多

くの人が愛育班に関わることになります。 

 

⑥成果 

活動は、「健康で明るく、いきいきとし

暮らしたい」という願いを持つ地域の人々

によってつくられ、引き継がれていいます。 

１．声かけし見守ることで、相互につなが

りの「和＝輪」ができ、安心して住み

やすい町になっています。班員さんも

元気をもらったり、「やってよかったな」

という思いになっています。 

２．子どもに声をかけることで、その母や

その家庭とも仲良くなり、違う場所で

もお互い声をかけあうことができるこ

とが喜びへと繋がっています。 

３．独り暮らしの方の話し相手となり、「あ

りがとう、またきてね」の言葉に、少

しでも孤独感を無くすことが出来てい

ると感じています。 

４．支援が必要な方に支援が得られたり、

保健師だけでなく、市の関連する行政

機関等につながったことで、住みよい

地域になったこともあります。 

 

 

 

 

 

 

⑦課題 

全町に組織していた愛育班も、班員の高

齢化や役員選出が困難などの理由から、活

動を休止している地区も増えてきました。 

市町村合併後、市全体に組織、育成され

ている保健推進委員と兼務している地区

もあり、今後の愛育班は、“地域に根付い

た地道な愛育活動の継続をすすめること”

“組織の強化を地域と行政が一体となっ

てすすめていくこと”が必要となっていま

す。 

「武蔵町愛育会のスローガン」である

『～愛育活動を活発化するため、地域の

人々と手をつなぎ、声をかけあいましょう

～』は、課題であるとも言えます。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

  愛育会として３班が組織されて３０周

年が経ち、班員経験が二度三度という方も

出てきています。 

活動の中心である「愛育会だより」を持っ

ての声かけと、話し合いを繰り返す、この

地道な活動が、住みよいまちづくり、安心

して暮らせるまちづくり、そして健康なま

ちづくりへと繋がっていくことを確信し

ながら、次々にバトンタッチしていきたい

と考えています。 

 

……合い言葉は、『出来る時に出来ること

を』です。…… 

 

 

 

 

 

 

スタイ（よだれかけ）や音の出るおもちゃの配布

活動 

メッセージカードと共に渡し、若い人にも
愛育班を知ってもらう機会にしています。 
健診や子育て支援センターで使ってくれい

ている姿を見かけると嬉しくなります！ 

 
 



①大分県中津市 

 ②地域別：その他（市内全域） 

 ③仕組・形態別：自治体全域型 

④《活動主体の概要》（平成 30 年 6 月 30 日現在） 

 ○総 人 口：84,154 人 

○高齢者数：24,829 人 

 ○世 帯 数：39,101 世帯 

 ○地理的構造：中津市は、大分県の西北端に位置し、福岡県との県境に位置していま

す。旧中津市は周防灘に面し、他の町村は山間部となっています。 

 

⑤活動のきっかけ 

 近年、家族や地域社会とのつながりがな

く「孤立」する高齢者の方や、死後相当の

期間が経過してから発見される悲惨な「孤

立死」が社会問題となっています。そこで、

そういった孤立しがちな高齢者の方へ必

要な支援を繋げられるように、「孤立ゼロ

訪問事業」を平成 28 年度より開始しまし

た。その後、平成 28・29 年度と事業を実

施し、平成 30 年度より「孤立ゼロ対策事

業」として、事業を行っています。 

 

⑥活動方法 

地域の中で、介護サービス等の利用がな

く、孤立しがちな高齢者に対し、訪問・面

談等を実施し、もって見守り及び円滑なサ

ービスの提供や社会参加につなげます。ま

た、民生委員や市と情報共有を行い、地域

において高齢者を見守る体制を構築しま

す。 

※平成 30 年度より、旧下毛地域について

は「田舎困りごとサポート事業」を活用し、

孤立ゼロ対策を実施するため、必要時のみ

の訪問調査となります。 

※平成 30 年度は、高齢者の方が困った際

に、相談先やサービスの一覧を記載した

「高齢者安心ハンドブック」を作成し、65

歳以上の高齢者がいる世帯へ全戸配布し

ます。 

 

○対象者 

≪平成 28 年度≫75 歳以上の一人暮らし

の方で、介護サービスの利用等がない方 

 

≪平成 29 年度≫65～75 歳以下の一人暮

らしの方で、介護サービス等の利用がなく、

孤立しがちな高齢者の方 

 

≪平成 30 年度～≫介護サービス・高齢者

福祉サービス等の利用がなく孤立しがち

な方で、①平成 28 年度以降新たにひとり

暮らしとなった 75 歳以上の高齢者②新た

に 75 歳となるひとり暮らしの高齢者の方 

 

○訪問実施者 

担当の地域包括支援センター職員 

※市の発行した身分証を、提示し訪問しま

す。 

 

⑦工夫点 

平成 28 年度から取組みを開始し、地域

の民生委員と連携し、情報を共有し、訪問

が必要な方を抽出し、訪問調査を実施しま

した。また、調査実施後は、本人の同意を

得た上で、民生委員に訪問の状況を伝え、

更なる地域の見守り体制づくり、地域づく

りに繋がるよう工夫を行っています。 

 

 

 

３４ 
自治体全域型 



 

⑧成果 

≪平成 28 年度≫ 75 歳以上（12,385 人）

の一人暮らし高齢者（4,681 人）の中で、

介護サービス等の利用がなく民生委員等

の情報により訪問の必要性があると判断

された訪問対象者（631 人）に対し、地域

包括支援センターの職員が訪問し、状態を

把握した上で必要なサービスや見守りへ

繋ぐなどの支援を行いました。 

 ≪平成 29 年≫対象者を 65 歳以上 75 才

未満（11,868 人）の一人暮らし高齢者

（2,697 人）の中で、介護サービス等の利

用がなく民生委員等の情報により訪問の

必要性があると判断された訪問対象者

（928 人）に対し、平成 28 年度同様、戸

別訪問を実施しました。 

 

 平成 28・29 年度を通して、75 歳未満の

ひとり暮らし高齢者は、まだ仕事を行って

いたり、元気な方も多く、支援の必要性が

無い方が多かったため、平成 30 年度より

対象者を 75 歳以上とし、新たに独居・75

歳以上となったひとり暮らし高齢者を対

象に戸別訪問を行っています。 

 

⑨課題 

本事業は、孤立しがちな高齢者の訪問を行

い、必要な支援やサービスに繋げるための

支援を行っていますが、定期的な見守りの

事業とは異なるため、既存の見守り事業や

地域の方との連携が非常に重要となりま

す。また、訪問後、身体状態が悪化し、支

援が必要になる場合もあるため、継続的な

見守りが必要です。本事業は、定期的な見

守り事業ではないので、訪問後の関係機関

との連携、情報共有等が非常に大切である

と感じます。 

 

 

 

 

⑩課題に対する対応 

 支援が必要となった場合にすぐに、支援

に繋がるように、訪問後の情報共有を行い、

民生委員さん等と見守りの連携を図って

います。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

 訪問に行った地域包括支援センターの

職員からは、特に 1 人暮らしを始めて 1～

3 年の方は、不安に思う事が多いと思うの

で、自宅に訪問すると、気にしてくれる方

いるということで、安心する方が多いとい

う感想を頂きました。 

 



①大分県日田市天瀬町馬原２自治会 

（構成：自治会独自のネットワーク ） 

 ②地域別：中山間地 

 ③仕組・形態別：見守り型・生活支援型（配食・移送支援等）・参加型（サロン・食事

会等）・自治体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・その他（   ） 

④《活動主体の概要》（平成３０年３月３１日現在） 

 ○総 人 口：２９６人 

○高齢者数：１２１人 

 ○世 帯 数：９７世帯 

○地理的構造：市内南部地区に位置し、谷川の傾斜地に１１の隣保班が点在する。 

 

⑤活動のきっかけ 

 

近年、少子高齢化の進行や一人暮らし高

齢者世帯の増加、さらには地域コミュニテ

ィが希薄化していく中で、近隣住民や家族

等の交流が少ない高齢者の方が地域内で

孤立することが考えられ、緊急に生活支援

を要する状態になってから発見、対応する

など問題になっています。住み慣れた地域

で暮らす高齢者の方々の自立した生活を

支えていくため、行政はもとより、地域の

実情を理解している地域住民や関係機関

が主体となって見守り支援を行うことが

重要であると考えることから、平成２６年

3 月に日田市南部地域包括支援センター

の呼びかけにより自治会、民生委員・児童

委員協議会、老人クラブ、地区社協等の役

員で構成される「あまがせ地域高齢者ネッ

トワーク会議」が組織され、高齢者の見守

りネットワークづくりの議論が行われる

ようになりました。その後、天瀬町馬原２

自治会内において８０代の認知症高齢者

が徘徊し、５キロ～６キロ離れた集落にて

保護されるケースが発生し、この出来事を

契機に見守りに対する必要性がより一層

高まってきたことから、平成２８年１１月

に「馬原２地区見守りネットワーク」の発

会式を行い、組織化されました。 

 

⑥活動方法 

 

隣保班ごとに３～４世帯でグループを

作り、日常生活の中で各々見守りや声掛け

を行います。方法としては地域の高齢者や

社会的に弱い立場にある方々に対して、①

郵便物の状態や電気のつけっぱなしがな

いか、②服装、髭・髪の毛の整容に不自然

さがないか、③見かけない人の出入りや怒

鳴り声がしないか、等に注意しながら、本

人のプライバシーに配慮し、自然な形で見

守りや声掛けを行います。その中で近隣住

民だけでは解決ができない事案等が発生

した場合は班長や民生委員・児童委員に相

談し、さらに専門的な解決が必要になれば

地域包括支援センターや駐在所に連絡す

る体制を作っています。また半年に１回の

自治会合同研修会および１，０００円懇談

会（会食を交えた意見・情報交換を行う場）

を開催し、見守り活動における情報共有の

場を設けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３５ 
自治体全域型 



 

⑦工夫点 

 

３～４世帯で１グループを作成し、見守

り範囲を小さく設定することにより、対象

者の細かい部分まで目配りが可能となり、

見守る側の負担も少なくなっています。ま

た、自治会で「高齢者見守り手帳」を購入

し、全戸配布することによって、対象者一

人ひとりに対する個別の見守り方法や注

意点、緊急時の連絡先等が把握できていま

す。 

 

⑧成果 

 

本取り組みを開始したことによる劇的

な成果というものはまだ見られませんが、

徐々に地域住民に見守りの必要性が認識

され始め、一人ひとりの小さな変化に気づ

くようになりました。高齢者自身からも見

守り活動のおかげで安心した生活を送る

ことができるという声をいただいていま

す。 

 

⑨課題 

 

●日中のみ一人になる高齢者世帯が増加

しており、当該世帯に対し、「家族がいる

から安心だろう」という住民意識が根付い

ているため、見守りの目が手薄になってい

る心配があります。 

  

●どこの地域も同じ状況にあるかもしれ

ませんが、担い手不足や自治会の財源の問

題で、地区運動会のような地域の子どもか

らお年寄りまでが一斉に集うような行事

が少なくなってきているため、いろいろな

世代間の住民が交流を持つことができな

くなっていると感じます。 

 

 

 

⑩課題に対する対応 

  

●単に高齢者世帯の見守りを行うのでは

なく、日中独居の世帯を把握し、世帯状況

に関係なく積極的な声掛けを行っていき

ます。 

 

●例えば、馬原２自治会のある集落では１

年に３回花の苗を購入し、住民に参加して

もらい、植栽活動に取り組むことで、地域

の美化推進だけでなく、その場に集った高

齢者等の状況把握に努めています。この活

動のように、世代関係なく多くの方が一つ

の目的に対し、気軽に集うことができるよ

うな行事や場所の発案に努めていきたい

と考えています。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

 

 馬原２自治会見守りネットワークを組

織化し、半年に１回の研修会と併せて１，

０００円懇談会を開催することで、普段関

わることのない高齢者の状況や他の隣保

班の見守り方法等を情報共有することが

できています。 

見守り活動の延長で、本自治会では１年

に３回植栽活動を継続して取り組むこと

で、地域住民に自主的な取り組み意識が根

付いてきて、「美化推進モデル地区」の指

定を受けることができました。 

地域活性化の基本は緊密な情報交換が

できているかに懸かっていると思います。 

 

 

 



①みやざき地域見守り応援隊（宮崎県） 

（構成：県、県社会福祉協議会、県民生委員 

児童委員協議会、県警本部、民間企 

業(18 社)、市町村） 

②《活動主体の概要》（平成 26年 10月１日現在） 

 ○総 人 口： １，０８８，０００人 

○高齢者数：   ３３５，０００人 

 ○世 帯 数：   ４６７，０００世帯 

○産業構造： （平成 27 年 10 月 1 日現在） 

1 次産業が 11.0％ 2 次産業が 21.1%、3 次産業が 67.9％ 

 ○地理的構造：九州の東側に位置し、森林面積が県土の約 76％を占める。 

 

③活動のきっかけ 

少子高齢化や核家族化、人間関係の希薄

化などが進み、地域の共助機能が弱まる中

で、孤立死や虐待等の社会的課題を防ぐた

め、県、県社会福祉協議会が中心となり、

関係機関と民間事業者に地域における見

守り活動への協力を呼びかけた。 

平成 26 年 2 月に 13 の民間事業者（県

域を活動エリアとする電気、ガス等のライ

フライン事業者、新聞販売店、宅配便・宅

配サービス業者）と県、県社会福祉協議会、

県民生委員児童委員協議会、県警本部が

「みやざき地域見守り応援隊協定（以下

「協定」という。）」を締結し、市町村は民

間事業者からの通報窓口として協力する

体制が確立した。 

その後も民間事業者の協定への参画を

推進し、民間事業者は 18 社となっている。 

 

協定締結者（平成 29 年 3 月末現在） 

九州電力株式会社宮崎支社、佐川急便株式

会社、公益社団法人全日本不動産協会宮崎

県本部、日本郵便株式会社九州支社、都城

ヤクルト販売株式会社、宮崎ガス株式会社、

一般社団法人宮崎県ＬＰガス協会、宮崎県

生活協同組合連合会、一般社団法人宮崎県

宅地建物取引業協会、宮崎日日新聞宮日会、

宮崎ヤクルト販売株式会社、ヤマト運輸株

式会社宮崎主管支店、株式会社夕刊デイリ

ー新聞社、株式会社セブン－イレブン・ジ

ャパン、第一生命保険株式会社、明治安田

生命保険株式会社、メモリード宮崎株式会

社、ヨシケイ宮崎株式会社（計 18 社） 

 

 

 

④活動方法 

民間事業者が日常の業務で行う訪問活

動の中で、訪問先の様子が普段と違うなど

何らかの「異変」を察知した場合に、市町

村窓口に通報し、通報を受けた市町村窓口

は地域の民生委員・児童委員や地域包括支

援センター等と連携・協力して速やかに同

訪問先の安否等を確認する。現地確認後は、

必要に応じて関係機関等と情報共有し、そ

の後の見守りや各種福祉サービスの利用

に向けた相談支援等を行う。 

なお、生命の危険が疑われるような緊急

３６ 

 

自治体全域型 



性がある場合には、警察・消防署へ緊急通

報することとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤工夫点 

民間事業者から市町村への通報窓口に

ついては、各市町村がそれぞれの状況を踏

まえ、市町村地域福祉担当課、市町村社協、

地域包括支援センター等を設定している。 

また、本取組が形骸化しないよう、毎月

各民間事業者から県社会福祉協議会に通

報実績を報告してもらい、とりまとめ結果

を各事業者にフィードバックし、情報共有

を行っている。さらに、年に１回各民間事

業者の担当者を参集し、意見交換会を行い、

通報事例や現場での課題等を共有するこ

とにより、見守り活動のさらなる質の向上

を図っている。なお、各民間事業者による

本取組は、完全にボランティアベースであ

り、日常の見守り活動の実施や意見交換会

への参加に係る謝金や旅費の支払は行っ

ていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥成果 

平成 26 年 2 月から平成 29 年 1 月まで

の期間において、各民間事業者から計 87

件の通報実績があった。自宅内で倒れてい

たところや体調が悪いところを発見した

ケースが 41 件（47％）あり、そのうち死 

亡していたケーズも 18件（21％）あった。

また、認知症、悪質商法、生活困窮への対

応やスズメバチの巣の除去等もあり、緊急

を要するものから日常のちょっとした困

りごとへの対応まで、戸別訪問を行う民間

事業者だからこそ可能なきめ細やかな見

守り活動が展開されている。 

 

⑦課題 

見守りの輪をさらに充実させるため、参

画民間事業者数のさらなる増加を図ると

ともに、各民間事業者の本取組に対するモ

チベーションの維持・向上に努める必要が

ある。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

今後とも住み慣れた地域で安心して暮

らせるよう活動を推進したい。 

（宮崎県社会福祉協議会 山田課長補佐）

【みやざき地域見守り応援隊のイメージ図】 



①ちゃのんば（宮崎県高原町） 

（構成：高原町、NPO 法人たかはるハートム 

自治会、老人クラブほか） 

②《活動主体の概要》平成２９年１０月１日現在 

 ○総 人 口： ８，９８９人 

○高齢者数： ３，５１８人 

 ○世 帯 数： ３，８７１世帯 

○産業構造：  就業人口を産業別に見ると1次産業が約24.6％ 2次産業が約21.2%、 

3 次産業が約 54.1％（H27.10.1 現在） 

 ○地理的構造：宮崎県の西南に位置し、鹿児島県に隣接 面積は 85.38 ㎢ 

 

③活動のきっかけ 

平成２０年に近隣の西諸地域（小林市・

えびの市・高原町）の有志（その後、高原

町の有志でＮＰＯ法人たかはるハートム

を設立）で自殺対策の一環として「１日３

０人と話そう」という活動を始め、その活

動の延長線上にこの「茶飲み場（ちゃのん

ば）」が生まれた。現在は、自殺防止のみ

ならず高齢者等の見守りでも効果を上げ

る事業へ発展している状況である。 

ある日、有志の一人が通りすがりの人に

何気に声を掛けると、後日、その人から「実

は自殺を考えた。しかし、あなたと話した

ことで、また、頑張ってみようという気に

なった。ありがとうございました」との手

紙が届いた。ここから、「話をすることは

自殺防止に効果がある！」との一つの正解

を得て、話をする場所である「茶飲み場」

を各地区で開設することになった。 

 

④活動方法 

高原町内で１５か所に開設された「茶飲

み場」で月２回を基本に開催されている。

開催場所は公民館を主として、民家で行っ

ているところもある。各茶飲み場には、“世

話人”と位置付ける人が２人～１０人程度

おり、主な仕事はお茶を入れることである。

「茶飲み場」の内容としては、集まった人

たちでお茶を飲んで話をすることが主で

あり、昼食を一緒にすることもある。 

また、「茶飲み場」に来ることができな

いが、話をしたい人、或いは特に見守りが

必要と判断した人に対しては、ボランティ

アにより“その方のお話しを聞きます”と

いう「お話し相手」訪問も実施している。

２人１組で１日４～５軒、一人暮らしのお

年寄り宅を中心に戸別訪問を行っている。 

 

⑤工夫点 

各地区とも状況（区民数、公民館までの

距離、区での「茶飲み場」に対しての理解

度等）は様々で、一律的な運営は困難であ

ることや、行政が運営に直接介入すると、

非常に堅い運営となるため、各地区の状況

に応じた柔軟な事業運営ができるＮＰＯ

法人たかはるハートムに業務委託してい

る。 

その事業運営の中での特段の工夫点は、

「お茶を飲んで、話をする」ことに集中し

ていることであり、○○体操教室、歌を歌

う、○○講座といったことを極力排除し、

高齢者同士のゆるいつながりを重視して

いる。 

また、「お話し相手」訪問では、電話な

どはせず、突然訪問している。あらかじめ

電話すると身構えてしまうので、できるだ

けふらっと、行くように心がけている。訪

問する回数は、月に数回や数ヶ月に１回な

ど、その方の状態に合わせて変えている。 
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⑥成果 

この「茶飲み場」が地域で本格的にスタ

ート（平成２４年９月～）したことで、「あ

の人も茶飲み場にくればいいのにどうし

ているのかしら？」「今日は姿が見えない

けど○○さんはどうしたのかな？」といっ

たように、地域の高齢者に対しての目配り

気配りが非常に鋭敏なものとなった。 

高原町の自殺者は年間２人～７人で推

移しており、平成２３年には１２人と急増

したが、「茶飲み場」が始まり、平成２４

年には１人に激減し、その後も低い水準に

とどまっている。 

なお、直近３年間で延べ利用者数の推移

は、各地区茶飲み場（平成２５年：６，７

９５人、平成２６年：７，８５７人、平成

２７年：８，１３６人）、「お話し相手」訪

問（平成２５年：７５９人、平成２６年：

１，０８６人、平成２７年：２，０２０人）

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦課題 

この「茶飲み場」事業があることで、高

原町の高齢者等の見守りのレベルは、はる

かに高いものとなっている。 

課題としては、事業の継続性であり、Ｎ

ＰＯ法人たかはるハートムを軸に行政・民

間・地域が連携しているこの事業体制を維

持しつつ、さらに発展し、地域の見守りの

レベルをより高めていくことが非常に重

要と考えている。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

【代表者の声】 

事業開始から約５年経ち、各地域で“居 

心地良く、話しをする”場所をいかに提供

するかにだけ集中して事業運営を進めて

きたが、変化する時代の中で多重的見守り

ネットワークの側面も担うようになった

と考えている。 

「茶飲み場」を例えて言うなら、高齢者

を引き寄せる強烈な磁場のようなもので、

このことは、逆にその磁場に引き寄せられ

ない高齢者をも浮き彫りして、地域での高

齢者の見守りのレベルを格段に上げるこ

とにつながっていると考えている。 

(NPO 法人たかはるハートム 代表 谷

山天一） 

 

【利用者の声】 

～笑っているのを見ているだけでいい～ 

牛を養っている頃はいろいろとやる 

ことがありましたが、やめてからは、す

る 

ことがなく寂しく感じることが多くなり 

ました。 

 茶飲み場に行くと、いろんな話を聞く

ことができるのでとても楽しいです。耳

が遠いので、みなさんが何をしゃべって

いるのか聞こえないことも多いのです

が、みなさんが笑っているのを見ている

だけで楽しくなります。 

 行政班だと地域の枠組みが決められて

しまいますが、茶飲み場は隣の班や地域

の人が来たりして、さらに多くの人と交

流ができるので楽しいです。 

 私にとって茶飲み場は生きがいになっ

ています。次の茶飲み場を目標に毎日を

頑張っています。 

（巢山トシエさん） 

 



①安心生活創造事業（宮崎県美郷町） 

（構成：美郷町、社会福祉法人美郷町社会福祉 

協議会） 

②《活動主体の概要》 

○総 人 口： ５，１８１人（H29.10.1 現在） 

○高齢者数： ２，５８６人（H29.10.1 現在） 

 ○高齢化率： ４９．９％ （H29.10.1 現在） 

 ○産業構造：  就業人口を産業別に見ると1次産業が約33.1％ 2次産業が約16.1%、

3 次産業が約 50.8％（H27.10.1 現在） 

 ○地理的構造：宮崎県の北西に位置している。 面積は 448.72 ㎢ 

 

③活動のきっかけ 

美郷町では、６５歳以上の高齢化率が宮

崎県内第１位であり、独居高齢者や高齢者

のみ世帯も年々増加している状況がある。 

こうした中、平成２１年度に高齢者に対

するアンケート（６５歳以上の世帯：全戸

聞き取り調査）を実施し、地域ニーズの把

握を行った。アンケートの結果から、①気

軽に相談できる相手が欲しい、②必要に応

じて福祉サービスの情報を教えて欲しい

等の住民ニーズが明らかになるとともに、

在宅での暮らしに不安を抱える高齢者も

多いことがわかった。 

この結果から行政や社協の事務所に出

向いての相談は垣根が高いこと、また案件

によっては地域の民生委員に相談しづら

いケースもあることが伺われたことから、

アウトリーチによる公的な見守りや相談

体制を整備することとし、平成２１年度か

ら５年間安心生活創造事業を核にして、地

域包括ケア体制の確立に取り組んできた

ところである。 

 

④活動方法 

安心生活創造事業は、町社会福祉協議会

に委託して実施。安心生活支援センターを

設立し、専任の主任１名に加えて訪問員

（兼務３名）を配置し、独居高齢者等を中

心に基本的に月 1 回の定期訪問を実施し

ている。 

また、訪問時の情報を基に行政（福祉）、

医療、保健関係者による定例会を開催し、

情報共有と必要な早期支援につなげてい

るほか、情報共有の仕組みとして安心ネッ

トワークシステムを構築し、町と社協関係

者で共同利用することにより対象者につ

いての情報共有や統計、集計などの事務処

理の効率化につなげている。 

その他にも、民生委員との協働事業とし

て、「気になる人を探せ事業」を実施し、

支援が必要な人が洩れていないかの確認

作業を年１回行っている。 

また、見守りが必要な方へ近所の見守り

員を委嘱する「愛の連絡員設置事業」や緊

急連絡先等の記載されたカードの作成配

布する「安心見守りカード事業」を実施し

ている。 

さらに、訪問時の状況を町外の身内の方

に毎月メール配信する「安心メール配信事

業」等にも取り組んでいる。 

 

⑤工夫点 

委託事業ではあるものの、行政と社協と

がお互いに知恵を持ち寄って協働してい

くことが重要であるため、それぞれの関係

職員で部会を構成し、町の課題等について

定期的に協議・研究を進めている。具体的

には「運動部会」において住民の自主運動
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グループ養成を推進しているほか、「認知

症部会」において町の認知症対策を検討、

「生活支援部会」において、高齢者の居場

所づくりや日常生活支援のあり方につい

て検討を行っている。 

また既存の安心ネットワークシステム

を活用して「認知症」高齢者の対策（把握）

に活かすことを検討している。 

 

⑥成果 

安心生活支援センターによる訪問活動

や「愛の連絡員設置事業」等によって、定

期的な訪問が本人の安心につながるとと

もに、訪問時に生活状況を把握することで

必要なサービスや生活支援へ速やかにつ

なぐことができている。 

また、安心ネットワークシステムや定例

会の活用により、地域における支援対象者

の状況について、関係者で最新の情報を共

有することで、緊急時の対応が可能となっ

た。 

更に、「安心メール配信事業」等によっ

て、町外にいる家族を巻き込み、多様な関

係者で見守る支援体制の構築へつながっ

ているほか、各取組を通じて、地域住民や

民生委員等との協働による支援体制が構

築できた。 

⑦課題 

権利擁護事業へのニーズが高くなって

きていることから、社協において日常生活

自立支援事業に加えて町独自支援事業の

創設や法人後見体制の整備を行ってきた。 

現在は、社協において法人後見等のノウ

ハウを蓄積しながら質の向上に努めてい

るが、他の事業も含めて社協職員に求めら

れる能力や資質（スキル）が年々高くなっ

ていること、また組織的に核となる人材が

退職時期を迎えており、適切な人材確保に

ついて課題となっている。また、福祉ニー

ズの中でも「高齢者の交通手段確保」につ

いては住民ニーズが高いため、町において

コミュニティバス運行事業等を行っては

いるものの、充分とは言えず、残された大

きな課題となっている。 

⑧代表者、事業者等の声 

美郷町社会福祉協議会「安心生活支援セ

ンター」の意見 

従来の見守り活動から漏れる人々や、

制度の狭間から漏れる人々を孤立させず

に支援していくことが、この事業を核と

して構築され、『安心して暮らせる町づく

り』の基盤整備ができてきた。訪問活動

による見守りと相談支援は、早期発見・

早期対応のツールとしてとても重要であ

り、今後も継続して活動することで、地

域住民へ「あんしん」を届けることがで

きると考えている。在宅で生活する高齢

者等の不安解消に大きな役割を持つ事業

である。 

⑨その他(連携体制づくりについて) 

タイムリーな支援には、医療の協力・

支援が不可欠なケースが多いことから、

日々の業務の中で関係機関がお互いに速

やかに連携できるかが重要である。 

そのため、平成 25 年に社協本所を行

政担当課（健康福祉課）と同じ施設に移

設した。 

当該施設は町立病院に隣接しており、

廊下でつながっていることから、これに

より行政、社協及び医療機関とがお互い

に連携が格段に取りやすくなったこと

も、本事業を含む町の地域包括ケアシス

テム構築の背景になっている。 



①まさのや（宮崎県日之影町） 

（構成：日之影町、日之影町社会福祉協議会） 

②《活動主体の概要》（平成 27年 10月１日現在） 

 ○総 人 口： ３，９４６人 

○高齢者数： １，６８４人 

 ○世 帯 数： １，４８９世帯 

○産業構造： 就業人口を産業別に見ると 

1 次産業が約 35.9％ 2 次産業が約 17.8% 

3 次産業が約 46.3％（H22.10.1 現在） 

 ○地理的構造：宮崎県の北部に位置し、大分県に隣接 面積は 277.68 ㎢ 

 

③活動のきっかけ 

日之影町では、一人暮らし高齢者や認

知症高齢者の増加により日中見守りが必

要な方への支援や、買い物代行、ゴミ出

し等日常生活上での困りごとへの対応な

どが課題となっている。   

そのため、介護保険等の公的なサービ

スのみに頼らない、地域住民相互の助け

合いと地域の資源を活用したインフォー

マルサービスの開発が不可欠となってい

る。 

このことから、日之影町の中心部にある

空き民家を活用し、地域住民の日中の居場

所（憩いのサロン）として活用したり、世

代間交流や障がい者の活動の場、また、ボ

ランティアグループによる電話での見守

り活動の拠点として、憩いの家「まさのや」

を開設した。 

 

④活動方法 

憩いの家「まさのや」は、月曜～金曜の

９時３０分から１５時３０分まで開所し

ており、地区のボランティア団体や有償ボ

ランティアの方が関わり、地域住民が主体

性を持った運営をしている。 

「まさのや」では、ミニデイサービスを

行い、日中見守りの必要な高齢者を対象に

した介護予防、認知症予防に取り組んだり、

地区の高齢者が気軽に集い語れる場とし

てサロン活動を行うなど、地域住民が気軽

に集うことができる拠点となっている。    

また、町の無料回線電話を活用して、ボ

ランティアの方が定期的に一人暮らし高

齢者に電話をして安否確認を行う「見守り

コールセンター」の活動拠点にもなってい

る。 

さらに、子育てと世代間交流の場、障害

者施設の野菜無人販売所、ボランティア集

会所や陶芸教室など、地域福祉活動の拠点

としても活用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤工夫点 

日之影町社会福祉協議会（以下、「社協」

という。）では、平成２４年度から宮崎県

の指定を受けて介護職員初任者研修を自

主開講し、地域住民に受講していただくこ

とで、福祉への関心を高め、地域における

福祉人材の確保に努めている。修了者は、

社協の福祉人材バンクへ登録していただ 

３９ 
参加型 

 

 



き、地域の中で活動する場を斡旋する仕組

みを作っている。 

また、定期的に関係機関等の連絡会議を

開催するとともに、必要に応じて随時情報

交換をすることで、地域包括支援センター、

民生委員、ボランティア等が利用者の情報

を共有し、必要な対応を早期に行っている。 

 

⑥成果 

「まさのや」は、町の中心部にあること

に加え、施設を多目的に活用することで、

地域住民が気軽に集まる場所となってい

る。この「まさのや」が地域住民にとって

の居場所となったことで、地域住民が抱え

る多様なニーズを把握する場となり、見守

りや生活支援の仕組みの構築につながっ

た。また、地域住民が主体的に参加するこ

とで住民の意識が高まり、お互いに見守り

支え合うまちづくりの推進につながって

いる。 

また、平成２７年４月に他の社会福祉法

人経営の養護老人ホーム内に「２号店」と

なる集いの場を開所できたことも大きな

成果と言える。 

 

⑦課題 

 「まさのや」の取組は、地域住民相互の

助け合いと地域資源を活用したインフォ

ーマルな取組として、日中見守りが必要な

高齢者の居場所や世代間交流、ボランティ

ア活動の拠点として、重要な役割を果たし

ている。 

しかし、地域の中には、高齢者の短期宿

泊や介護保険サービス利用日以外の受け

皿、障害者の共同生活、生活困窮者の中間

的就労施設などといった様々な課題があ

り、多様な地域ニーズが存在している。 

こうした課題に対し、今後も「まさのや」

のような地域拠点を活用しながら、どのよ

うな地域ニーズにも対応できる柔軟な姿

勢で取り組み、地域住民が主体となって進

める事業を展開していきたいと考えてい

る。 

⑧代表者、事業者等の声 

この事業が定着してきたのも住民の皆

さまの協力によるものであり感謝してい

ます。地域住民をはじめ、ボランティア

の方が主体的に運営に関わっていただい

ていることで、持続性のある地域福祉の

取組になっていると思います。 

また、この事業が町内各所に広がりつ

つあることを嬉しく思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨その他 

この取組は、社会福祉法人（社協）自

らの事業収益を運営費に充当しており、

また、社会福祉法人（社協）の職員によ

る福祉人材確保のための研修会開催な

ど、地域貢献活動に積極的に取り組んで

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



① 住吉ボランティアセンターつなぎ（宮崎県宮崎市） 
（構成：住吉地区社会福祉協議会 ） 

 ②地域別：都市部・中山間地・漁村部・離島部・その他（   ） 

 ③仕組・形態別：見守り型・生活支援型・参加型（サロン・食事 

会等）・自治体全域型・事業者型・ＩＣＴ活用型・その他（   ） 

④《活動主体の概要》（平成２９年３月１日現在） 

 ○総 人 口：２１，５８３人 

○高齢者数：５，５４９人 

 ○世 帯 数：９，６０４世帯 

 ○地理的構造：平野部 

 

⑤活動のきっかけ 

 住吉地域では、一人暮らし高齢者や高齢

者のみの世帯が増加し、見守り対象者が

300人に上るなど、公的制度やサービスだ

けでは対応できないちょっとした困りご

と（ゴミ捨て、家事、庭の草取りなど）を

抱える住民が増えてきている。 

「2025年問題」を見据え、地域包括ケア

システムの構築に向けた取組も進みつつ

あるが、住み慣れたこの地で、安心して暮

らしていくために、今こそ住民同士が「お

互いさま」の気持ちで支え合い、日常的な

生活支援を、地域住民で提供する仕組みづ

くりが、必要であるとの強い思いがあった。

「いずれ私も通る道」だから… 

 

（開設までの動き：平成２７年度から） 

１ 地区社協とまちづくり推進委員会で

先進地視察後、プロジェクトチームを立

ち上げ、毎月、検討会を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ プロジェクトチーム研修 

・ボランティア立上げのポイント 

 ・地域福祉推進フォーラム参加 

３ ボランティア活動に関するニーズ等

調査 

４ 住吉ボランティアセンター「つなぎ」

運営等の検討 

(1)組織体制及び支援の流れについて 

(2)活動内容や利用料金について 

（3)関係機関や団体との連携について 

 ・地域協力商店及び福祉施設 

 ・市社協及び地域包括支援センター 

(4)マニュアル作成 

(5)ボランティアスタッフ募集（60名） 

 ・小・中学生、地域住民、施設職員 

(6)ボランティアスタッフ研修 

(7)広報・啓発(チラシ作成) 

・新聞折込み等での周知 

 ・見守り対象者等への配布と説明 

(8)オープニングセレモニー 

 ・福祉まつりに合わせて開催 

⑥活動方法 

(1)相談員定例会の実施（毎月） 

(2)相談員が月曜、木曜待機して依頼受付 

(3)訪問調査(依頼内容確認) 

(4)支援活動 

活動時間）１時間程度 

利用料金）ボランティア 1人に対して

１００円 

(5)活動報告書作成 

４０ 
生活支援型 



⑦工夫点 

(1)ニーズ調査やアンケート調査を分析

し、活動内容を絞り込み、対応できない

ニーズに対しては、地域協力商店や施設

等と連携している。 

(2)ボランティアセンター運営や活動に

おけるルールをマニュアル化した。 

(3)在宅での支援活動になるため、トラブ

ルがないよう、支援は２人以上で行い、

丁寧に対応するように努めている。 

(4)立上げ準備から、市社協や地域包括支

援センターと連携して取り組んだ。 

(5)毎月の定例会で顔を合わせることで

情報共有ができている。 

⑧成果 

 (1)オープンから半年ではあるが、トラブ

ルもなく楽しく運営できている。 

(2)依頼者の安心につながり、感謝の声が

届くようになった。 

(3)丁寧に対応することで、様々な相談を

受けるようになり、新たな生活課題の

発見につながった。（新しいサービスを

創造でき、また、既存のサービスに繋

いだりすることができた。） 

(4)ボランティア活動が生きがいづくり

に繋がり、満足感が得られている。 

(5)自治会などから、ボランティアセンタ

ーの説明をしてほしいとの依頼が来る

ようになった。 

（利用状況 H29.2時点≫  

☆話し相手(34件) 

☆庭掃除・草取り・剪定等(4件) 

☆部屋掃除・仏壇移動(4件) 

☆蛇口水漏れ(2件) 

☆井戸ポンプ修理(1 件) 

☆電気関係修理(2件)（地域福祉協力商店

が対応。） 

★相談事項 

電球交換、車での送迎、お墓参り 

高齢者の集える場所の整備、買い物（食

材）支援、散歩や病院への付き添い 

 

 

⑨ 課題 

(1)相談員やボランティアの増員 

(2)相談事項に対応できる体制づくり 

(3)マニュアルの見直し 

(4)スタッフ研修及び交流会 

(5)小学生・中学生ボランティアの活動 

⑩課題に対する対応 

(1)関係団体への説明や口コミ等により、

相談員やボランティアの増員につなげ

る。 

(2)相談事項に対応できるよう、市社協や

地域包括支援センター、民生委員などと

連携する。 

(3)マニュアルどおりにいかないことを 

毎月の定例会で検討する。 

(4)研修や情報交換団体等との交流によ 

りスキルアップを図る。 

⑪代表者、事業者等の声 

スタートして半年が過ぎるが、無理なく

一歩一歩楽しく進めることができ、「あ 

りがとう」の声を多く聞くようになった。 

 現在は、高齢者などの支援が主になって 

いるが、幅広く生活の相談窓口となり、 

支え合いの輪を広げていきたい。 

また、子育て世代から高齢者世代まで、

地域住民が孤立しないよう、ボランティ

アセンター「つなぎ」を「みんなの集い

の場」にしたいと思う。 



① おろんの会（大隅北校区）（鹿児島県曽於市） 

（構成：会長１名（市社協評議委員，80 歳），会員 14 名（校区公民館長，校区社会福

祉協議会会長，小規模多機能ホーム「より愛さかもと」運営推進委員，「より

愛さかもと」事業所管理者，地域のボランティア，理髪業，大工，農業者等）） 

②《活動主体の概要》 

 ○総 人 口：  １，２２５人 

○高齢者数：    ５４１人 

 ○世 帯 数：    ４９２世帯 

○産業構造： 農業従事者が多い 

○地理的構造：標高が 350 メートルと大隅半島で最も高い 

場所に位置し，県内でも有数の寒冷地 

○「おろん」の由来： 

江戸時代に馬を追い込んで捕獲する「苙の迫」と呼ばれる場所だったことにちな

み，人が集まる場所にしたいとの思いから命名 

○「おろんの館」活用状況： 

鮮魚市を月２回（野菜・果物・販売とお茶飲みサロン） 

   青空市を年４回（季節の野菜や花・手づくり食品など地域の店が多く出店し，保

育園の子ども達や近くの小規模多機能型居宅介護事業所の利用者も出店参加す

るなど楽しい交流の場となっており，地域の見守り活動にも一役買っている） 

  

③活動のきっかけ 

平成 21 年度に地区内唯一のお店が撤退

し，隣町まで行かないと買い物ができなく

なり，車を運転しない高齢者の方にとって

不便な状態となりました。このような地域

の現状が小規模多機能ホーム「より愛さか

もと」の運営推進会議で話題になりました。

そこで，地域内の懇親会の席で「このまま

ではいけない。何かできることを自分たち

で！」との思いを語り合い，地域の有志 14

名から成る「おろんの会」を結成しました。 

結成後，まずは，高齢者が気軽に立ち寄

りお茶のみができるようにと「おろんの館

（東屋）」を建設し，新しい地域の拠点を

整備しました。（おろんの館は珍しい 3 本

足の東屋です） 

 

④活動方法 

「おろんの館」は，まず地域のサロンや

お茶飲み会に活用されるようになり，次に，

季節ごとの食材等を販売する「おろん市場」

の開催も始まりました。 

それでも，車の運転をしない高齢者を中

心に買い物に不便な状況が続き，新鮮な魚

介類を口にする機会が少なく栄養状態の

心配もあったことから，「新鮮な魚が手に

入りにくい」という声に応えられないか，

おろんの会のメンバーと地域住民で話し

合いました。その結果，会員の有志 4 人が

交代で，朝 6 時に片道 1 時間 30 分かかる

肝付町内之浦漁港へ自家用車で仕入れに

出かけ，持ち帰って「おろんの館」で販売

する“鮮魚市”の活動を始めることになり

ました。 

この“鮮魚市”を，現在は月２回（土曜

日）開催しており，仕入れた魚を乗せた車

が午前 10 時ごろに戻ると，会のメンバー

や助人隊の手によって販売しています。午

前 10 時の販売開始前には，有線放送で鮮

魚市の開催を聞いた住民が「おろんの館」

の前に行列をつくっており，新鮮な魚が 1

時間ほどで売り切れます。 

「おろんの館」まで来られない高齢者や

体の不自由な方へは会員が配達をするな

ど，住民同士の助け合い活動や見守り活動

が自然と生まれています。 

 

⑤工夫点 

４１ 

 

生活支援型 

おろ 



■「おろんの館」の建設について 

会員で少しずつお金を出し合い地域住民

の協力も頂きながら土地所有者と交渉し，

地域の空き地を活用しました。経費節減の

ため廃材の一部活用や，地域の大工さんに

仕事の合間にボランティアで建設しても

らいながら，約５か月間をかけて完成させ

ました。 

「おろんの館」の棟上げの際は，餅つき

から片づけまで地域の多くのボランティ

アが協力し，近くの保育園児や地域の多く

の方が駆けつけ，当日は 150 名ほどの参

加がありました。建設までの５か月間は，

事あるごとに地域の皆さんに状況を伝え

一緒に地域の気運を高めました。 

■鮮魚市や野菜市の開催について 

定期的な開催になるようにし，チラシ配

布や，校区内放送で事前に周知しています。

魚の種類もできるだけ地域の人の好みに

合わせて仕入れをして，野菜はできる限り

地域でできたものを販売しています。また，

販売品の到着時刻を 10 時 30 分前後とし，

待ち時間は，地域の皆さんが気軽におしゃ

べりができるようにお茶の準備や季節に

よっては，甘酒やぜんざいの振る舞いをす

ることもあり，地域の皆さんの憩いの場と

なっています。 

 

⑥成果 

「おろんの館」を建設したことで，地域

住民の新たな憩いの場が誕生し，住民同士

の交流が増えたことです。鮮魚市の日は，

朝から地域の人でにぎわい，近所の人に手

を引かれた高齢者の方など，普段なかなか

外出の機会がない方もおり，地域の人と語

ることを楽しみに来る方もいます。隣にあ

る曽於市社会福祉協議会が運営する小規

模多機能ホーム「より愛さかもと」の利用

者も市場に参加し地域の方々と頻繁に交

流が出来るようになり活気があふれてき

ています。 

また，大隅北校区は，野菜は豊富にあり

ますが，魚が手に入りにくい場所です。新

鮮な魚介類を食べる機会を提供すること

で，栄養状態の改善に少しでも寄与できて

いるのではないかと思います。 

⑦課題 

おろんの会のメンバーが高齢化し若い

世代の後継者が育っていない事です。また，

平成 28 年度から地域の放送がＦＭ放送へ

変わるため，校区内への周知が難しくなり

そうです。魚や野菜は，天候に影響されや

すいので，鮮魚市開催日程の変更も多いの

が課題です。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

■「おろんの会」会長 

「地域からお店がなくなって，何かしな

ければ」と始めた活動ですが，今ではみん

なが楽しみにしてくれ，私も高齢者だけど

もう少し地域の役に立てるのかなと思っ

ています。若い後継者が育たないとの課題

はありますが，今後は「おろんの会」の活

動から地域自治会を巻き込んだ活動に広

げて行きたいと思います。 

■「おろんの会」会員（小規模多機能ホー

ム「より愛さかもと」管理者） 

隣接地に「おろんの館」が出来た事で利

用者の皆さんが，身近に知人や馴染みの

方々とふれあう機会が増えました。また，

おろんの市場で利用者さん達がお菓子や

季節の漬けものなどの販売も行うように

なり施設全体が活気づいています。認知症

のある方が落ち着きを取り戻し生き生き

とした表情になるなど自立支援につなが

っています。 

 

⑨その他 

大隅北校区は，元々，地域福祉活動のさ

かんな地域であり，助け合いの気持ちの強

い地域です。そんな中，一部地域での限定

はありますが，『話してみよう・頼んでみ

よう・あなたの困りごと』と銘打って地域

ボランティアによる「ほっとサービス」も

展開するようになりました。ゴミ出しや買

い物代行など些細なことから相談を受け

付けて，高齢者などに大変喜んでもらって

います。利用料金は 30 分で 300 円です。 



①霧島市上小川地区（鹿児島県霧島市） 

（構成：女性１２名（民生委員や在宅福祉アドバイザーも参加）） 

※在宅福祉アドバイザー：ひとり暮らしや寝たきりのお年寄り・障害者などの

要援護者に対し，声かけや安否確認などを行う「地域見守りネットワークづ

くり」を進め，要援護者のニーズに応じた在宅福祉サービスの円滑な提供体

制の構築及び効果的な推進を図るための取りまとめ役を担っている。 

②《活動主体の概要》（平成 28 年 2 月 1 日現在） 

 ○総 人 口： ２，５０３人 

○高齢者数：   ５６９人 

（高齢化率：２２．７３％） 

 ○世 帯 数： １，１０９世帯 

○地理的構造：比較的市街地に近く，大きな工場 

や小学校もあり，昔からの住宅地 

と新興住宅が混在する地域である。 

  

③活動のきっかけ 

平成 25 年度に，上小川地区公民館長か

ら，地域での支え合いマップづくりに取り

組みたいとの要望を受け，上小川地区１９

自治会のうち９自治会（およそ１７０世帯）

の支え合いマップづくりに取り組みまし

た。 

その結果，地域内に外出困難な一人暮ら

し高齢者がとても多いことが分かり，また，

知っていると思っていた人の家の周辺に

ついてしか把握していないことに気付か

されました。 

支え合いマップづくりから発見された

課題とその対応策について話し合いを行

い，「日頃から行っている『婦人会の行事

食づくり』『公民館で行っている学童保育

の給食提供』『月２回の乳幼児対象の子育

てサロンのおやつ提供』のノウハウを活か

せないか」との社協からの提案を受けて，

地域住民で週２回おかずを作り，安価で販

売し，外出が困難な方に対しては，自宅へ

届けることぐらいはできるかもしれない

との思いで活動が始まりました。 

 

④活動方法 

地域の女性１２名（最高齢８２歳）で「は

つらつ会」を立ち上げ，週２回（月曜日と

金曜日）に地区公民館で，おかずづくりを

実施しています。 

栄養バランスを考えた総菜を４種類程

度作り，１パック１５０円で販売していま

す。 

毎回１２０食程度作り，そのうち９０食

は自宅へ配達しています。 

その結果、おかずを配達することが，安

否確認や会話ふれあいの機会等の見守り

活動にもなっています。 

また，もともと地域内で子どもたちの登

下校時見守りパトロールを行っていた男

性達が，「はつらつ会」の精力的な活動に

影響を受けて，男性サロン「うぶすな会」

を立ち上げ，「はつらつ会」の活動と連携

し，地域内の草刈り等の困りごとの支援を

行う等，住民相互に元気をもらい活動を楽

しんでいます。 

 

⑤工夫点 

配達は会員が手分けして行い，配達箇所

は会員の自宅周辺を中心にすることで，日

頃からのつながりを活かした見守り活動

４２ 
生活支援型 

 



となっています。 

また、会員には，民生委員や在宅福祉ア

ドバイザーも参加しており，配達後は，昼

食を取りながら情報交換を行い，活動に反

映させています。 

さらに２８年度より，会員からさらに二

人が在宅福祉アドバイザーとして活動す

ることになっており，今まで以上にきめ細

かな見守り活動を行っていくことにして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥成果 

おかずを購入する高齢者の中には，「少

しでも協力できたら」と，おかずの材料に

なる野菜を作り始めた人もいます。 

おかず作りを行っている公民館に直接

購入に来る高齢者にとっては，会員や他の

購入者との会話を楽しむ「居場所」として

の効果もあります。 

また、口コミで評判になり，高齢者だけ

でなく子育て中の母親や，ひとり暮らしの

男性など「対象者を限らない食事支援」と

してたくさんの方に喜ばれています。  

今回のおかずづくりの活動が始まった

ことが，「食事支援」「居場所づくり」「生

きがいづくり」へとつながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦課題 

現在の会員が高齢化しているため若い

会員の加入促進が一番の課題です。 

また，現在は全くのボランティアでの活

動ですが，若干でも会員への還元ができな

いか考えています。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

おかずづくりは地域の中でもともと実

施していたことなので，「総菜づくりくら

いならできる！！」という自信がありまし

た。何もかも誰かに頼るのではなく，「地

域でできることは地域で！！」「やってみ

なければわからない」の精神でチャレンジ

することが大切です。「上小川に住みたい」

と思ってもらえるような地域にしたいで

す。 

地域福祉は特別なことではありません。

隣近所とのお付き合いの延長だと考えて

います。 

 

 

 



① 白男川区高齢者おたすけ隊（鹿児島県さつま町） 

（構成：隊長 1 名（民生委員兼務，74 歳），中心隊員 

20 名（自治会長，役場職員，団体職員等）） 

②《活動主体の概要》（平成 30 年 4 月 1 日現在） 

○総 人 口： ３７３人 

○高齢者数： １８５人（高齢化率 49.6％） 

○世 帯 数： １８６世帯 

○産業構造： 農業従事者が多い 

○地理的構造：紫尾山のすそ野に位置し，周囲を山々に囲まれ，地区の周辺を泊野

川が流れている山紫水明の農村地帯です。 
 

③活動のきっかけ 

さつま町では，20 の公民館それぞれの

地区ごとに，地域の活性化等について年 4

～5 回程度話し合う「区活性化委員会」を

設けています。 

平成 22 年度の白男川区の活性化委員会

の中で，高齢者への支援策を検討しました。 

自宅周辺の草刈作業など，はじめは「シ

ルバー人材センターに委託しよう」という

話も出ましたが，「１～２時間の作業をわ

ざわざシルバー人材センターにお願いす

るのは心苦しい」という意見が出たため，

地区内の青壮年（50～70 歳代）や女性部

を主体とした有志が立ち上がり，「白男川

区高齢者おたすけ隊（以下「おたすけ隊」）」

を組織し，そのような高齢者からの生活支

援ニーズに応えることになりました。 

 

■組織の立ち上げから活動の開始までの

取組について 

まず，グループの設立に向けて，地域の

主なメンバーで，対象者や支援の内容，活

動方法等を話し合いましたが，組織の規約

を定めた方が良いという意見があったた

め，当時の白男川小学校の校長先生に相談

し，規約を制定していただきました。その

中で，無償ボランティアで実施すると，作

業を頼む高齢者も気兼ねして頼みにくい

し，作業をする方も精神的負担が多くなり，

長続きがしないとアドバイスを受け，有償

ボランティアの形で平成 23 年 6 月から活

動を始めました。 

④活動方法 

町内に子どものいない独居・高齢者夫婦

世帯等の方が，生活支援（庭の草刈り・除

草・庭木の剪定・家の裏山の樹木や竹林の

伐採・家の片付け・掃除・障子張り・季節

の衣替え等）を必要とする場合は，白男川

紫陽館（温泉付集会所）の管理人へ連絡し

申込みます。 

申込みを受けた同館の管理人は，「おた

すけ隊」隊長へ連絡し，隊長が現場を確認

後，地域性や作業量を分析し，作業に従事

できそうな隊員に連絡し，必要なサービス

ニーズと生活支援サービスとのマッチン

グを実施し，必要な人数だけ派遣します。

ここで気をつけている点は，長時間の労働

は大変なので，作業全体を大体 2～3 時間

で終了するよう心がけています。 

作業終了後，作業を担当した隊員は，報

告書を隊長へ提出します。 

 

⑤工夫点 

■「お助け隊」隊員の募集について 

定年を迎えた方々を中心に，声掛けしな

がら勧誘しています。その中で，紫陽館調

理室を活用した，女性部の活動が活発にな

ってきたところです。 

■利用を促すための周知・広報について 

とりあえずは，うったって（始めて）み

ましたが，あっという間に口コミで広がっ

てしまい，やめるにやめられなくなってし

まったのが現状です。 

■利用料，活動費用について 

４３ 

 

参加型 



利用料は，サービス終了後，隊員へ料金

（1 人 1 時間 500 円）を直接支払うか又

は，紫陽館へ届けていただきます。500 円

の内，100 円は隊の運営費として徴収し，

400 円が作業者へ支払われますが，替刃や

機材の費用に充てています。 

また，組織の運営費として，白男川区公

民館から年間１万円を補助されています。 

 

⑥成果 

■活動実績について 
項目 

年 

依頼者数 

（延人数） 

作業人員 

（延人数） 
活動時間 

平成23年度 １７ ３５ ８１ 

平成24年度 １６ ４９ １１６ 

平成25年度 ２５ ６５ １５４ 

平成26年度 ３４ ７３ １５７ 

平成27年度 ３６ ８３ １８３ 

平成28年度 ２８ ７５ １８２ 

平成29年度 ３２ ９３ ２３５ 

合 計 １８８ ４７３ １，１０８ 

■効果的な活動事例について 

要支援２の介護認定を受けている当時

88 歳の女性の方から，敷地内の草刈りや

粗大ごみの処分等に困っていると相談が

ありました。女性は一人暮らしで，出来る

ことがだんだん少なくなり，生きがいを見

いだせない生活を送られておりましたが，

「おたすけ隊」の活動により自宅周辺がき

れいになったことで，生活に張りが出て活

動意欲が改善し，原木きのこの栽培（自家

用）を始められました。 

 

 

 

 

   

 

 

⑦課題 

年１回は公民館で，総会を兼ねた隊員の

交流会を実施しています。しかし，結成か

ら７年経過し，隊員にもマンネリ化が見え 

 

ることから，県内外の類似団体等を視察し，

初心に帰り今後の取り組みにつなげてい

きたいと考えているところです。また，隊

員にも高齢化の波が押し寄せていること

から，後継者育成が急務であると考えてい

ます。また，高齢者からは，買い物支援や

通院支援のニーズが寄せられていますが，

車での送迎中の事故の際の対応など検討

すべき事項が多く，支援できていません。

今後も，引き続きニーズに応えられるよう

に検討していきたいです。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

■「白男川区高齢者おたすけ隊」隊員の声 

活動によって，利用者だけではなく，隊

員にも大きなメリットがあると思ってい

ます。 

地域の高齢者の生活を支えているとい

うことが，自分の生きがいにもなっており

ますし，活動を通じて地域の方と触れあっ

たり体を動かしたりすることによって，自

分自身の元気（介護予防）にもつながって

いるからです。 

■町（行政）の声 

この活動で，地域の絆が強まったように

感じます。また，活動を通じて地域の高齢

者の実態把握も行えるという点でもとて

もよい取り組みだと感じており，町内の他

の地域にも広げていければと考え，この活

動を周知・広報しています。 

 

⑨その他 

■最近の新しい取り組みについて 

女性部の方から，「地域の公民館等の調

理場を活用し，高齢者向けの配食サービス

ができないか？」と意見が出され，平成 27

年度から「紫陽彩グループ」を結成し，「が

ね（さつまいも等の天ぷら）」等加工品の

開発を実施しながら，町内の各種イベント

に参加し，白男川地区のＰＲや活性化に向

けて取り組んでいるところです。ゆくゆく

は，地域の高齢者の配食サービスまで実施

するよう計画しているところです。 

 

 

 



①南大隅町根占地区（ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ「いっでんだいでん来
き

やん家
か

」） 

（鹿児島県南大隈町） 
（構成：社会福祉法人，NPO 法人，自治会， 

ボランティア団体，地域住民） 

②《活動主体の概要》 

 ○総 人 口： ５，６５８人 

○高齢者数： ２，３３６人（高齢化率４１.３％） 

 ○世 帯 数： ２，８１２世帯 

○産業構造： 1 次産業 33.0％、2 次産業 14.8%、3 次産業 52.2％ 

○地理的構造：町の中心部にあり，小中学校，役場，銀行，郵便局等の機関・施設が

近距離に集約された地域である。 

○名称の由来：鹿児島弁で「いっでん」（いつでも），「だいでん」（だれでも），「来や

んか」（来てください）から命名 
 

③活動のきっかけ 

社交的な性格で友人も多かったＡさん

が，高齢に伴う体調不良や独居の心配等か

ら，子供のもとへの転居を検討していたと

ころ，地域で高齢者支援を行っていた社会

福祉法人の代表の方から，地域住民の憩え

る場として自宅開放を提案され，地域住民

の方に楽しんでもらえる場になればと，社

会福祉法人の代表の方の支援のもと，仲間

と一緒にボランティアで，地域住民向け交

流サロンを立ち上げることとなりました。 

平成２７年度からは，活動を支援してき

た社会福祉法人が建物と土地を買い上げ，

これまでの活動をされていたＡさんを管

理人に委嘱し，県と町の補助事業を活用し

て，地域との結びつきを強くし，生きがい

を持って暮らせることを目指し，①誰にと

っても出番と居場所のある安心・安全な場

の創造，②共生社会の実現，③にぎわいの

創出に向けて，今年度は，活用しやすいよ

うにと建物の改修や運営体制づくりを目

指しています。 

 

④活動方法 

「いっでんだいでん来やん家」では，仲

のいいグループで集まって，各自宅から手

作りのお菓子や，料理を持ち寄り，台所で

昼食の支度をして，お茶会や，お楽しみ会

をしながら，時間や周りの人に気がねする

ことなく楽しい時間を過ごしています。 

また，「いっでんだいでん来やん家」の

庭に作った運動場では，子どもからお年寄

りまで楽しめる遊び場として，高齢者がウ

ォーキングを楽しむ場（１００ｍの周回コ

ース）や保育園児の園外活動の場，小学生

の放課後の遊び場として活用されていて，

多世代での交流が図られています。 

また，ＮＰＯ法人との連携のもと，健康

教室や子育ての母親のリフレッシュのた

め，ヨガ体験教室（教室中は隣室で保育士

が子どもの世話を実施）にも活用されてい

ます。 

「いっでんだいでん来やん家」を運営す

る社会福祉法人を中心に，ＮＰＯ法人やボ

ランティア団体と連携して，利用される高

齢者や近隣の高齢者を通じ，声かけや安否

確認を行っています。 

今後は，入浴，買い物等の外出時の日常

生活支援や，子どもの学習支援，元気な高

齢者の働き場(役割)の提供，認知症カフェ

拠点づくり等への取り組みも目指してい

ます。 

 

⑤工夫点 

「いっでんだいでん来やん家」は自宅開

放型の地域住民の交流拠点施設であるた

め家主が管理者として，常駐している状態

となっているため，常時開放されている状

４４ 

 

参加型 



態となっています。 

平成２７年度からは，活動を支援してき

た社会福祉法人が建物と土地を買い上げ，

これまでの家主を管理人に委嘱し，これま

での活動を更に発展させ，地域の元気な高

齢者が，幾つかのグループで分担して，「い

っでんだいでん来やん家」を運営し，地域

に必要なサービスを提供できる体制を目

指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥成果 

「いっでんだいでん来やん家」の利用者

が，数字を取り始めた平成２７年５月から

１２月末までの約８ケ月間で，仲良しグル

ープの訪問（サロン活動）や，健康教室，

保育園児の訪問等４８回で延べ３５０人

が利用しています。 

もともと仲の良かった友人が，個人的に

訪問した人数の延べ５６８人を加えると

月に約１００名の利用者となっています。 

「いっでんだいでん来やん家」が，高齢

者と地域の人々の結びつきを強くし，高齢

者が地域とつながり，交流のある生活を送

れる「居場所」となりつつあります。 

 

⑦課題 

「来やん家」を拠点に，住民である利用

者とボランティアが協働で企画し内容を

決め，一緒に運営をしていくという楽しい

仲間づくり活動として， 

１ 利用者は,単にお客様でなく，集まった

一人ひとりが主役となれる みんなの

「来やん家」を作りたい。 ～今日も

楽しかった～ 

２ 無理なく活動できるプログラムを作り,

ちょくちょく出かけていける「来やん

家」を作りたい。 ～また，ここに来

たい～ 

３ いっでん だいでん立ち寄れて，いつ

でも帰ることができる気安い「来やん

家」を作りたい。～出番があり，居場

所のある一日を過ごしたい～ 

の環境づくりを継続して進めていくこと

が今後の課題です。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

仲間づくりは，構えず，気楽に取り組め

るもので「こんな“来やん家”を作ってみ

んなで集まり,楽しもうよ」と声をかけあ

って作っていけるものです。世話好きな人

や仲間づくりがうまい人などが，周りに声

掛けをすれば,いっでんだいでん利用しや

すい「来やん家」が生まれます。活動開始

に向けて，心配なこと,困難なことがあれ

ば，相談にのり，支援もできます。 

 

⑨その他 

運営活動の中心である社会福祉法人（保

育園等経営）のノウハウを生かして 

ヒトの活用・・・０歳児から６歳児１８７

名とのふれあいができます。様々な資格

を持ち，やる気のある職員が６５名いま

す。 

モノの活用・・・陶芸をしたり、ピザを焼

いたりできる窯が使えます。動物ランド

（ポニー,，やぎ，うさぎ，烏骨鶏，かめ）

があります。大型バス，８人乗りの車が

あります。 

カネの活用・・・高齢者から余分にいただ

くわけにはいかないので，利用者に最小

限の負担をしていただく。 

 

 



 ① ともしびグループ（鹿児島県与論町） 
（構成：会長１名（与論町地域女性団体連絡協議会会長），グループ会員２７名（婦人会） 

② 地域別：離島部                  

③ 仕組・形態別：訪問活動型 

④《活動主体の概要》（平成３０年４月１日現在） 

 ○総 人 口：５,２３９人 

○高齢者数：１,７３３人 

 ○世 帯 数：２,５７５世帯 

 ○産業構造：農業・畜産業が主な産業であり，温暖

な気候を活かした果樹・花卉・野菜の栽培や漁業，美しい自然やエメラ

ルドグリーンの海をメインとした観光業などの産業が営まれている。 

○地理的構造：与論島は，鹿児島から南へ５７６km，周囲２３.７キロメート，面積２

０.５８平方キロメートルの小さな島で，平均気温２３度と温暖な気候に恵まれた一

島一町の島である。 

 

⑤ 活動のきっかけ 

ともしびグループは，一人暮らしの高齢者

や障害者など援護を必要とする「要援護者」の

方々の気持ちに寄り添い，声かけや安否確認

などを行う高齢者等暮らし安心ネットワーク

のとりまとめ役となり，要援護者の方々が住

み慣れた地域で安心して，尊厳ある生活を継

続できるような地域社会づくりに貢献するこ

とを目的とし，平成２２年度に地域女性団体

連絡協議会の会員が中心となり結成されまし

た。 

 

⑥活動方法 

各，自治公民館単位で９グループ２７人で

活動しており，訪問対象世帯は，一人暮らしの

高齢者世帯や要援護者世帯が主となっていま

す。また，生活支援の必要な方を早期に発見し

，適切な福祉サービスのアドバイスを行い，民

生委員並びに関係機関と連携を図っています。

訪問の際は，３人体制で各担当区別に対象世

帯を毎月一回定期的に訪問しますが，台風や

災害時は，数回訪問する場合もあります。 

 

①見守り・・・高齢者や要援護者に対する声か

け，安否確認等の見守り活動 

○４月～６月・梅雨時期で湿気が多く食事

が傷みやすく，食中毒などに留意するよ

うに声かけをします。 

○７月～１０月・台風の襲来が多く家の周囲

にも気を配るように声をかけ、被害を認

めた際は被害調査等に協力します。また、

日射しが強くなるので長時間の外出や熱

中症などに気を付けるよう声をかけます。 

 ○１１月～３月・寒い季節，うがいやマスク

着用など風邪等に注意し，少しでも具合

が悪そうな際は，隣近所にも声をかけま

す。 

 ○大切なことは，高齢者や要援護者の心に

寄り添い傾聴することです。 

②掘り起こし・福祉サービスに関する情報提

供，日常生活の困り事やニーズの把握等の

掘り起こしをします。 

③相談・・・消費生活トラブルや様々な悩み相

談、など対象世帯への助言や見守り体制状

況の整備及び，関係機関等との連携を図り

ます。 

③ ④つなぎ・・・高齢者や介護している家族

等から，「福祉のサービスを利用したくて

もどの様な制度があるのかわからない」あ

るいは「手続きが面倒そうだ」等の 相談

を受けたときは，町民福祉課や包括センタ

ーに連絡をとり，制度の説明や手続き方法

を説明してもらい，異変を感じた際は民生

４５ 
訪問活動型 



委員や町の関係機関等へつなぎます。 

 

 

⑦工夫点 

訪問の際に，名札を付けて訪問し，知り得

た個人情報など，決して他人には漏らさず、

話題についても，相手から無理に聞き出すよ

うな事はせず常に傾聴するような対応を心

がけています。また，訪問活動記録記入及び

町への提出を行うことで訪問したけど援護

者が不在の時，あるいは，施設や病院入所等

対象者を自宅外で見かけた時 ，感じたこと

や気づいたこと等を記入し行政機関との連

携を図ることで訪問先世帯の問題等の早期

発見・解決への流れを構築しています。 

 

⑧成果 

 ほとんどの世帯が訪問を楽しみに待ってお

り，そこでは人生体験談を聞き，ときには困り

事や心配事を聞くこともあります。困りごと

の内容や，郵便ポストいっぱいの郵便物が溜

まっているなどの異変を感じた際は役場や包

括支援センター民生委員の方々に相談するこ

とで孤立しがちな高齢者単身世帯等の不安緩

和や問題解消，地域との繋がりを持つための

きっかけづくりとなっています。 

 

⑨課題 

 訪問先での対象者の急な異変に遭遇した際

の対応の仕方や，ともしびグループ会員の母 

体となる地域女性団体（婦人会）の会員が減 

少傾向にあることが一番の課題となっていま

す。 

 

⑩課題に対する対応 

 活動内容等の周知や継続的な会員確保のた

めの呼びかけを行っていきます。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

人生は１００年時代です。誰もが住み慣れ

た家や生活の拠点である地域に根ざし,最後

まで尊厳をもって安心していきいきと自分ら

しく充実した生活を送るためには，共に助け

合わなければなりません。そして，人々が手を

携えて支え合い，助け合いを目指す地域社会

の姿として，今後予想される社会情勢の変化

や国の動向を見据えながらともしびグループ

の果たすべき役割についても再確認すると共

に実際に現場で連携を進めていくことが望ま

れることでしょう。 

私たち，ともしびグループは，常にボランテ

ィア精神を忘れずに今後も要援護者や高齢者

の方々の気持ちに寄り添い，共に，生きがいづ

くり，健康づくり，仲間づくり，地域づくりな

どを基本理念として活動して参ります。そし

て，これからも行政や関係機関と共に情報を

共有しつついついつまでも､ともしびの心を

繋いで参りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①くぇぶぅ会 （沖縄県那覇市） 

（構成：那覇市地域包括支援センター松川、 

民生委員、相談協力員閉じこもりが 

ちな高齢者、友達を作りたい高齢者） 

②《活動主体の概要》 

 ○総 人 口： １６，２３１人 

○高齢者数：  ４，３３７人 

 ○世 帯 数：  ８，２０９世帯 

○産業構造： 旧商業地と住宅地であるが、小店舗等も年々減っている。 

 ○地理的構造：旧道が主幹線であるため道幅も狭く、再開発も難しいため、昔ながら                  

        の住宅がそのまま建っていて過疎化している地区も多い。 

 

③活動のきっかけ 

現在の地域包括支援センターの前々身

である在宅介護支援センターがあった 13

年前、友人や知人もなく、自治会や介護サ

ービスの利用もない孤立した高齢者に対

して、介護サービス事業所や自治会以外の

集える場を協働でつくりたいという男性

民生委員の想いが、当初の会の発足であっ

た。会の活動内容についても、ただ集まる

場ではなく食事をしながらの方が楽しく、

話も弾むのではないか。併せて、食事をす

るのなら栄養バランスの摂れた食事を学

ぶ機会にもつながればいいのではないか

と考えた。 

『くぇぶぅ』という沖縄の方言で「食い

っぱぐれがない」を意味する会にし、まず

「他者との交流は楽しい。」という想いを

実感し、交流する事に対して楽しめる会づ

くりを目的にした。孤立しがちな高齢者が

出不精で引きこもりがちであることから、

必要な高齢者に対しては、センター職員や

民生委員が声掛け、送迎をすることにより、

引きこもりがち・孤立しがちな高齢者や友

達を作りたい高齢者を民生委員やセンタ

ーとつなげる場としている。 

 

④活動方法 

毎月第４土曜日の 12 時～13 時 30 分で

開催。費用はお弁当代（実費 500 円）。参

加人数は、高齢者、民生委員を含め約 20

数名（民生委員 4～5 人、高齢者 16～20 名

くらい。）となっている。以下のようなプ

ログラムで活動している。①嚥下予防の健

口体操 ②栄養バランスの摂れた弁当を

皆で楽しみながらの食事③本日のメニュ

ー紹介（バランスの摂れた献立とカロリー

紹介） ④本日の食材紹介（食材の栄養や

効果について説明） ⑤ちょっといい合唱

（唱歌等を 3、4 曲合唱） ⑥ちょっとい

い話（民生委員からのお知らせや地域の防

犯情報や健康情報等の提供） ⑦ちょっと

いい体操（頭の体操やストレッチ等の自宅

でもできる運動を楽しみながら行う） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤工夫点 

会での交流が自然とできるように、席の

配置は同じメンバーが重ならないように

４６ 

 

参加型 

 

＜栄養バランスの摂れたお弁当＞ 



 

したり、合唱等の歌集は 2 人で 1 冊使用

させる、食後の会話の時間をしっかり確保

する他、メニューや食材については、自宅

での調理方法などを参加者から引き出し

たり、体操についても自宅ですぐに活用で

きる内容を選び、継続を促すなど、自宅で

実践できる内容の工夫をしている。また平

成 29 年度より、購入する健康弁当は定期

的に仕出し店を変更したり、数種類を準備

して参加者自身に選んでもらっている。初

詣や遠足、忘年会など四季の行事も取り入

れて楽しんでいる。会の終了後には、民生

委員と職員の情報共有の場も設け、見守り

体制や連携の強化にも役立てている。 

 

⑥成果 

くぇぶぅ会を通して、高齢者が互いの健

康や生活状況、元気かどうかの安否確認の

場となっただけでなく、会以外でも買い物

やお茶を飲むなど交流の場が広がってい

る。また、プログラムにある「ちょっとい

い話」や「ちょっとした体操」など、高齢

者が積極的にリーダーとして活躍したり、

主体的に取り組む雰囲気が出てきた。「こ

こでしか会えないメンバーがいる。」「毎週

開いてほしい。開催が待ち遠しい。」「模合

いや同級生の集まりよりも優先に参加し

ている。」など、生きがいを感じる場の１

つにもなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦課題 

現在の課題としては、地域の民生委員の

継続的な関わりが安定していないことや、

今後の活動方針として、もっと民生委員が

主体的に活動し、包括支援センターはボラ

ンティアでは難しい調整や後方支援的や

役割を担えるようにしていきたいと考え

ている。引きこもりがちな方への送迎支援

については効果を感じている反面、送迎の

為に 2 往復するなど負担が大きいことも

あるため、より地域を巻き込んだ活動内容

にしていきたいと思っている。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

会に関わっている民生委員から、地域の

高齢者とつながる場だけでなく、民生委員

等支援者の連携の場、学びの場にもなって

いるという意見や、毎日の孤食から開放さ

れる楽しい機会として、楽しんで参加して

いる。 

包括支援センターとしては、制度の狭間

の人や多種多様なニーズに合った集いの

場づくりを進めていくため、今後も他職種

との連携強化へ取り組み、高齢者の孤立化

をできるだけ防いでいきたいと考えてい

る。 

 

⑨その他 

那覇市地域包括支援センター松川は、地

域にある高齢者関連施設だけでなく、障害

者施設関連事業所や保育所、幼稚園、小学

校等とも連携し、地域全体の見守りネット

ワークの構築にも積極的に関わっている。 

小学校のママさんパトロールと連携し

て地域を見守る取り組みについては、圏域

の那覇警察署から表彰されたこともある。 

 

 

＜民生委員によるちょっといい話＞ 

＜クリスマス会＞ 



①百金食堂(沖縄県那覇市) 

（構成：真地団地自治会、真地団地婦人会、民生委員、社会福祉協議会、地域ボラン 

ティア（障がい者就労支援や大学生なども含む）等） 

②《活動主体の概要》 

 ○総 人 口： ３，８７９人 

○高齢者数：   ８４８人 

 ○世 帯 数： １，６１２世帯（うち団地世帯 400 世帯） 

○産業構造： 那覇市街地であるが、かつて栄えた商業地区。 

 ○地理的構造：坂の途中に作られた市営住宅で、公共交通機関の利用が不便。 

○団地概況 ：字真地地区でも、真地団地は団地外と比べて高齢化率が高い。 

 

③活動のきっかけ 

昭和 55 年に建てられた真地団地は、今

年で築 36 年となり、現在は他の団地と同

様に高齢化が進み、様々な社会問題を抱え

ています。地域の高齢者の居場所づくりや

健康づくりの目的でスタートした、那覇市

ふれあいデイサービスも、17 年目を迎え

ています。女性の参加者はいろいろな集う

場所を持ち、お互いのちょっとした話や毎

日の様子などをユンタク（沖縄の方言でお

喋り）しながら生活しています。一方、男

性は本当に不器用で、夫婦で生活していて

も会話が少なかったり、独居の男性によっ

ては、1 週間誰とも会話をしない人がいる

など、寂しい日常を過ごしている方が多い

のも現状です。 

団地内での高齢者の居場所づくりと個

食（孤食）の改善を目指し、平成 22 年 11

月からスタートしたのが『百金食堂』です。

毎週金曜日の昼食を、団地自治会事務所を

会場に、団地自治会や地域ボランティア、

社協職員などが参画し、1 食 100 円の昼食

会がスタートしました。 

 

④活動方法 

毎週金曜日の昼食時間に自治会事務所

を開放し、当時の自治会長の呼びかけで自

治会や地域のボランティアなどが中心と

なってメニューを検討し、1 食 100 円で参

加者へ提供します。温かい食事をみんなと

顔を合わせて食べながら、ユンタクも弾み

ます。ちょっとした話題や気づきから、会

長や自治会役員が団地内での課題を発見

し、見守りの体制を強化したり、包括支援

センターが実施する健康教育の内容へ取

り上げたりしています。食事会には、約 50

～60 人の参加があるため、下ごしらえも

大変です。前日木曜日に行われるふれあい

デイサービスへ参加した高齢者自らがユ

ンタクをしながら、野菜を洗ったり切った

りと、下ごしらえを支えています。 

運営については、那覇市自治会活動事業

補助金も活用しましたが、食材購入等につ

いては、徴収する食事代だけでは十分では

ないため、地域からの差し入れや低価の食

材購入などの工夫により、何とか賄ってい

る現状です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４７ 

 

参加型 

＜手作りの温かい昼食＞ 



⑤工夫点 

家族が遠くへ住んでいる方や、独居高齢

者の食生活は単調で、栄養も偏りやすい現

状があります。また、孤食で会話がないこ

とも大きな課題です。そのため、毎週金曜

日は、栄養バランスの取れたメニューと楽

しい会話で、少しでも充実した昼食を摂っ

ていただくことと、小さな事でもいいので、

高齢者自身や環境、体調の変化や思いの変

化に気づく場として位置付けて、積極的に

声をかけて継続して参加していただける

よう配慮しています。 

 

⑥成果 

高齢者にとって地域における外出先が、

定期通院の病院と自宅の往復のみの方も

多くいますが、百金食堂が地域で固定して

開かれるようになり、居場所づくりの一つ

として定着しているだけでなく、定期的な

見守りの体制強化にもつながりました。 

現在は、週 1 回の百金食堂への参加を心

待ちにし、お化粧やお洒落をして、楽しみ

にして参加する高齢者も多くなりました。

非日常の時間であり、社交の場としての生

きがいづくりにも貢献しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦課題 

百金食堂を始めるときに考えたのは、男

性でも気軽に参加できる事業はないかと

言うことでしたが、現在でも男性参加者は

2 割弱程度です。今後も、取り組みとして 

継続しつつ、男性を参加させる工夫につい

ては、検討する必要性を感じています。 

また、100 円という安価な料金と、地域

やボランティア等からの差し入れで運営

していますが、運営はとても厳しいのが現

状です。今後は、総合事業の組み合わせ等

により、継続的で安定した取り組みができ

るよう進めていきたいと考えています。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

食を通して事業を興したこの百金食堂

の噂が広がり、県内外の自治体や自治会等

からの体験参加者が訪れるようになりま

した。時には、議員や役所職員等が参加さ

れ、それぞれの立場で食を介した居場所づ

くりの模索が続けられているようです。特

に今後増え続けていく高齢者の孤食と見

守りへ対応した事例として、このような取

り組みが全国津々浦々で広がっていくこ

とを希望しております。 

 

⑨その他 

高齢化の進むこの真地団地自治会では、

百金食堂を立ち上げた当時の自治会長の

想いを発展させ、高齢者の課題やニーズを

早期に発見するなど、常に「高齢社会」と

向き合っている、高齢者に優しい自治会で

す。 

 

 

 

 

 

＜団地からの参加者～お洒落して～＞ 



①南区地域見守り隊（沖縄県嘉手納町） 

（構成：自治会長を中心に民生委員や子ども育成会、青年会 

老人クラブ、自治会評議員、社協役員等） 

②《活動主体の概要》 

 ○総 人 口： １，３１６人 ○高齢者数：３３７人 

 ○世 帯 数：  ５８６世帯 

○産業構造： 南区は昔から嘉手納町内の商業が盛んな町であり、飲食店や市場など

町の中心として賑わいを見せている地域であった。現在も区のメイン

ストリートを中心に、飲食店が並んでいる盛んな地域である。 

 ○地理的構造：町の中心に位置し、町役場や金融機関、大型スーパーなどが並ぶ便利

な地域となっている。 

○福祉課題 ：町内 6 行政区では一番小さな区ではあるが、生活保護世帯の割合（6

行政区中 1 番目）、高齢化率も高い（6 行政区中 2 番目）という福祉課

題を多く抱える地域である。 

 

③活動のきっかけ 

嘉手納町社会福祉協議会では、南区自治

会へ働きかけ、平成 25 年 12 月に「南区

地域見守り隊」が発足した。自治会長を中

心に民生委員や子ども会、青年会、老人ク

ラブ、自治会評議員、社協役員等 18 名が

参加し、「みんなが安心して暮らしていけ

る南区」を目指すこととなった。活動に係

る財源として、沖縄県社会福祉協議会が実

施する「小地域福祉活動活性化モデル事業」

の助成金を活用した。 

見守り活動の実施にあたっては、先進地

域から実際の活動を学ぼうと、本島中部に

ある宜野湾市の伊佐区自治会で組織され

る「地域支え合い活動委員会」の活動を視

察し、意見交換を行った。 

また、視察後にワークショップ形式で視

察研修の振り返りを行い、南区の「良い現

状」と「気になる現状（課題）」について

意見を出し合い、情報共有を行った。この

ような定例会議開催するにあたり、社協に

取りまとめてもらい、2 ヶ月に１回のペー

スで開催している。また、定例会の前の月

には役員会（隊長、副隊長、相談役、事務

局）を行い、定例会の内容を確認しながら

見守り隊の活動をスタートさせていった。 

④活動方法 

南区地域見守り隊では、区内にある民生

委員の担当区域で３エリアに分割し、「ゆ

いまーる会」、「ロータリークラブ」、「絆の

会」の３つのグループを作り、グループで

見守り対象者を把握し、訪問や声掛けとい

ったグループごとでの見守り活動を行っ

ている。 

また、実際にあった孤立死をきっかけに

「これからの活動をどうしていくべきか」

という隊員からの声に対し緊急時の対応

等について協議しようと、南区を所轄する

ニライ消防署、嘉手納警察署の関係者を招

いての意見交換会を実施した。 

このほか、「見守り模擬訓練」を実施。

これは、見守り活動の充実を図るとともに、

見守り隊メンバーが安心して活動できる

よう 連携・協働の輪を広げることをテー

マに開催された。具体的には、消防・警察

の協力を得ながら、見守り対象者宅での異

変を察知し、家で倒れている対象者を発見、

緊急通報、救急搬送するまでの一覧の流れ

を実際に訓練として実施した。 

また最近は、チラシ配布訪問活動で活動

の周知、地域の把握、協力依頼等を行って

いる。 

4８ 
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⑤工夫点 

見守り活動の開始にあたっては、社協事

業の「かでな安心キット事業（緊急医療情

報キット）」の設置されている対象者から

見守りを必要とする方をマップで確認し、

見守り隊のメンバーが実際対象者を把握

したうえで、本人とお会いし、活動の趣旨

を説明して、納得いただいたうえで見守り

活動を行っている。 

また、平成 28 年度からは周知・広報も

兼ねて、チラシ配布訪問活動を実施してい

る。見守り隊の活動内容や見守りのポイン

ト、問い合わせ先を記載したチラシを作成

し、見守り対象者をはじめ、周辺の住民、

商店、福祉事業所、銀行などへ訪問配布を

行うもの。対象者の方の声を聴くとともに、

地域への周知・協力を促す大切な取組とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥成果 

見守り隊活動をする中で、今まで福祉の

問題について話し合う場が無かったが、活

動が出来たことで情報の共有を行う場を

つくる事が出来た。また、南区地域見守り

隊のスローガン『声かけ 見守り みんな

の和』を隊員みんなでつくりスローガンを

モットーに活動することで、民生委員や隊

員の意識づけ、思いとして活動に繋がって

いる。 

さらに、協力員として関わってくれる地

域の方が参加してくれたり、実際に家で倒

れている方への早期発見・早期対応への繋

がり活動の成果が見えてきている。 

また、活動報告会の実施やマスコミを通

しての関係機関にも活動が周知され、他の

自治会にも活動が広まってきている。 

 

⑦課題 

見守り隊に参加するメンバーの固定化・

高齢化により、活動が縮小していくことが

懸念の一つであり、継続するためのマンパ

ワーをどう確保していくかが今後の課題

である。 

また、いずれは誰もが歳を重ねて老いて

いくことから、見守り隊では、参加するメ

ンバー自身がお手本となって「見守られ上

手」を目指す声かけも行っている。 

子どもから障がいを持っている方、そし

て高齢者まで地域の方みんなが安心して

暮らし、助け合える地域づくりに取り組め

るよう、区民みんなが「見守り隊」として、

また「見守られ隊」となるような意識を広

げていくことも重要と考えている。 

 

⑧代表者、事業者等の声 

【南区地域見守り隊隊長】 

「南区地域見守り隊」も結成から５年が

経過し、チラシ配布訪問活動や関係機関

（消防、警察、役場の福祉課等）との情報

交換会、模擬訓練など、いろいろな取り組

みを行っている。 

またチラシ配布訪問活動では、見守り対

象者やその隣近所、区内のお店や事業所に

もチラシを配布し、見守り隊の周知や見守

りの大切さを発信している。 

見守り活動は、見守り隊だけで出来る事で

はない。南区に住む一人一人の協力なくし

ては、到底出来ないことだと思っている。 

  「南区地域見守り隊」も隊員を始め、区

民と一緒に活動を行っているが、子どもか

らお年寄り、障がいのある方まで、区民全

員が“区民みんなが見守り隊”となれるよ

うに、今後地域のみなさんに協力をお願い

したいと考えている。 

  



①地域見守り・支えあい隊 inかんな（沖縄県宜野座村） 

（構成：区民有志（隊長は区長）） 

① 地域別： 

② 仕組・形態別： 

④《活動主体の概要》（平成 30 年７月現在） 

 ○総 人 口：1,213 人 

○高齢者数：284 人 

 ○世 帯 数：504 世帯 

 ○産業構造：漁業・農業をはじめ、海洋療法施設・道の駅・特産品即売所・パークゴ

ルフ場等の施設がある。 

○地理的構造：海から砂浜を経て平らな低地が広がり、そしてなだらかな丘へつなが

る地形。丘が低地を囲む地形で、その低地は海抜１ｍ地帯である。そ

こへ住民の多くが住んでいる。 

 

⑤ 活動のきっかけ 

平成２６年度、宜野座村地域包括支援セ

ンターでは、自治会単位での第 2 層協議体

の立ち上げを検討していた中、漢那区ミニ

デイサービス(よりあげの会)より、体操教

室の講師を派遣して欲しいと包括支援セ

ンターへ依頼があり、派遣を行った。同時

に、包括より受講したミニデイ運営ボラン

ティアの方々へ、包括が行う一般介護予防

教室での運動サポーターとしても協力で

きる方を募集(協力依頼)した。 

そうしたところ区民より「よりあげの会

利用者だけにサポーター養成・募集するの

ではなく区民全体へ募集呼びかけした方

がいい」との意見があがった。そこで、こ

の機会に“ボランティア活動”についての

勉強会も開催しようという事になり、その

活動として『地域見守り活動』の案があが

った。そして、それを行う組織として『地

域見守り支えあい隊 in かんな』がスター

トした。 

漢那区は地域的にもまとまりがあり、福

祉的意識の高い区民が多い事から、包括支

援センターとしても第２層協議体モデル

地区として上がっていた。 

 

 

⑥活動方法 

当初は、毎月１回定例会を開催。ボラン

ティア活動のミニ勉強会や活動報告、地域

で気になる人の情報交換や見守り体制作

り依頼、認知症サポーター養成講座の開催、

要援護者の抽出などを行っている。 

具体的な活動としては、独居高齢者のゴ

ミ出しや話し相手、散歩の付添い、庭の掃

除などの手伝い。また、電球の交換など主

に高齢者を対象とした活動を行っている。 

現在、定例会は２ヶ月に１回開催している。 

 

⑦工夫点 

 隊員集めのために募集チラシやポスタ

ーを作成。更に、区民へ周知する為に区事

務所や老人会役員会の場で『地域見守り支

えあい隊』の説明会を実施し理解を得るよ

うにした。 

 募集チラシを区全戸へ配布し隊員を募

集したところ反応が弱かったので、包括支

援センター職員が個別で呼びかけて依頼

した。 

 支えあい隊では解決できないような地

域課題が出てきた際には、関係機関へつな

ぐようにしている。 

 

 

４９ 
自治体全域型 



⑧成果 

・隊員が区内の住民に対して、より関心を

持つようになってきた。困りごとを抱えて

いる住民の情報が耳に入ると、隊員自らが

その住民を訪問し関係性を持つようにな

ってきている。 

・支えあい隊と他関係機関との連携を構

築できるようになってきたので、課題の解

決策に幅ができてきた。 

・関係機関との連携ができるようになっ

てきたので、抱え過ぎるというプレッシャ

ーが弱まった。 

・課題解決に専門的な方法が必要の際に

は専門職も入り、関わり方への助言等もも

らい対応した。隊員も、困りごとを抱えた

住民との関わり方のスキルアップにつな

がった。 

 

⑨課題 

・隊員不足のため、活動に制限が生じるこ

ともある。 

・隊員間で活動範囲への意識や思い入れ

の違いから、敬遠する隊員が出始めてきた。 

・事務局の事務負担、業務負担に対する懸

念。 

・隊へ要請をする住民がまだまだ少ない

ので、もっと隊の事を周知させる必要があ

る。 

 

⑩課題に対する対応 

・隊員の確保…幅広い年齢幅の隊員がい

た方が望ましいので、区青年会や成人会、

老人会、婦人会などの各種団体へも呼びか

け、隊員確保につなげている。若い隊員へ

は、定例会へ参加できなくても、活動要請

がある際には活動できる体制にしている。 

・隊員間で意識の差…例として、防災・災

害活動に関して、災害時には「でき得る事

はどんどん行おう」と言う隊員と、「そこ

まではできない」という隊員が出てきた。

そこで、防災活動、災害時の活動に関して

は、支えあい隊とは別の組織を作り、主に 

その組織で行う事にした。 

隊員間で意見が異なる際には、どうした

ら解決できるかを互いにしっかり話し合

うようにして、隊員の絆を保てるようにし

ている。 

・事務負担…組織立ち上げ時から包括支

援センター職員が事務局を担当していた

が、４年目の平成 29 年からは、漢那区事

務所に移譲した。区事務所は、事務負担増

を懸念していたが、包括支援センターも引

き続き協力体制を維持する事を確認し、セ

ンター職員の定例会への出席、情報の共有

などで互いに負担になり過ぎないように

している。また、事務的な事だけでなく活

動時に生じる課題解決へも相互連携して

取り組むようにしている。 

・隊の周知、広報…チラシやポスターを区

内の人の目がつく場所へ貼り、隊の事をも

っと知ってもらい、必要な際には活用して

もらえるよう広報活動も続けている。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

地域見守り支えあい隊も、立ち上げてか

ら 4 年目になるが、依頼する区民も定着し

てきているように思う。これからも、もっ

と多くの方に利用していただくよう周知

していきたいと考えている。活動にも青年

会や成人会の若い人達にも呼びかけてい

きたいと思っています。 

 これからも、区民の皆さんが住み良い環

境づくりに努力していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



①真玉橋団地カレー食堂（沖縄県豊見城市） 

（構成：真玉橋団地（県営真玉橋市街地住宅）の有志５人） 

②地域別：  

 ③仕組・形態別： 

④《活動主体の概要》（平成 30年４月１日現在） 

 ○総 人 口：63,695 人 

○高齢者数：11,244 人 

 ○世 帯 数：25,268 世帯 

 ○産業構造：第１次産業 3.7％、第２次産業 12.2％、第３次産業 74.8％ 

○地理的構造：豊見城市は、本島南部に位置し、面積は 19.19㎢。北は県都の那覇市

に隣接、南は糸満市に隣接している。 

 

⑤活動のきっかけ 

 真玉橋団地（県営真玉橋市街地住宅）

は、３棟から構成され、約 270世帯が入

居している。その入居者個人が企画した

ことが活動の始まりとなった。 

 きっかけは、平成 28年のクリスマスイ

ブ。その日が土曜日だったこともあり、

「世間は賑わっているが、一人で過ごす

方もいるかもしれない」「団地住民の交流

の場を作りたい」と入居者２名が企画

し、賛同者も得て有志３名で、団地の集

会所を利用し「真玉橋団地カレー食堂」

を開始した。 

継続していくうちに手伝う方も増え、

現在は５名で運営している。 

 

⑥活動方法 

活動初回は、３名で 1,000円ずつ出資

し、20名分のカレーを自宅で調理し、集

会所に持ち込む形で開始した。その後、

活動の広まりに伴い、入居者の好意によ

り大型炊飯器が貸与されたこともあり、

調理も集会所内でできるようになった。 

 現在は、以下のとおり、利用しやすい料

金設定のもと、月 1回開催している。利用

者からは、何かしら差し入れがあることも

多いが、これらも全て利用者に還元する形

としている。 

 

⑦工夫点 
 個人で始めたこともあり、「やめようと

思えばいつでもやめられる」身軽な運営

をスタンスとしている。よって、集会所

の利用以外は、自治会をはじめ行政等と

の関わりを持たない。 

また、運営にあたっては、少ない予算

でも量を確保するため、食材が安い店を

探すよう心がけ、予算によ

っては具材を変える工夫を

している。 

入居者への広報は、Ａ４

ポスターを自作し、エレベ

ーター内、掲示板、集会所

入口に掲示している。 

 

⑧成果 

 行事等が重なると利用者が少なくなる

こともがあるが、平均的に 30～40 人程度

【真玉橋団地カレー食堂】 

日時：毎月第３土曜日 17～19時頃 

場所：団地内集会所 

料金：大人 200円、子ども 100円（お代わり自由） 

○利用のルール 

１．お皿とスプーン持参。持ち帰ること。 

２. 食べ残さないこと。 

※集会所内で食べずに、持ち帰りだけの利用可。 

5０ 
参加型 



の利用があり、年齢層は子どもから高齢者 

まで幅広い。 

運営する側は、カレー食堂を通じて、こ

れまで関わりのなかった入居者と交流す

るようになり、また、利用者同士において

も、お互いに同じ団地内に住んでいながら、

カレー食堂で久しぶりに会う方もいる。運

営する代表者も「そういった方々の交流の

様子を見ていると、とても嬉しくなる」と

のこと。 

 

⑨課題 

身軽な運営を基本としていることもあ

り、「現在のところ大きな課題等は感じて

いない」とのこと。 

強いて挙げれば、使用している古い机の

買い替え程度。 

 

⑩課題に対する対応 

 特になし（机の買い替え程度）。 

 

⑪代表者、事業者等の声 

運営する代表者は、「気楽にやっている

今の状態が丁度良い」と話し、また、少し

ずつ活動の認識が広まり、利用者が増えて

いっていることを喜んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


